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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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　夢奏　『願わくば、あの日あの時をもう一度』







　目の前の世界全すべてが、真っ赤な炎ほのおに炙あぶられていた。





　にこやかな笑い声が響ひびく競演会コンクール。そのはずが──あの日学園で、笑い声は一いつ瞬しゆんにして悲鳴にとって代わられた。


　悪あく夢む。そう、現げん実じつには到とう底てい起こりえないような恐きよう怖ふの具現だった。


　校こう舎しや、校庭、広場。目に映うつる全ての場所で燃もえ上がる残ざん酷こくな炎。強風に煽あおられ火の粉が舞まい、それがさらに新たな火種を芽め吹ぶかせる。


　生徒の絶たえ間なき悲鳴、罵ば声せい、泣き声。それに混まじる教きよう師しの慌あわただしい指令。


　混こん乱らんが混乱を生み、恐怖が恐怖を肥ひ大だい化かさせる。


　校舎の陰かげから現あらわれた三首の怪物キマイラに生徒が傷きずつく。それを助けようとして、今度は教師が傷を負う。犠ぎ牲せいの連れん鎖さ。痛いたみの螺ら旋せん。


　……わたしは、それから目を背そむけて逃にげていた。


　悪いことはしていない。避ひ難なんしろという指し示じに従したがっていただけ。そうだ、あの時自分のクラスメイトがそうしたように、まだ名めい詠えいをろくに使えぬ生徒の一人として適てき切せつな行動をしただけだ。


〝本当にそうかしら？〟


　不意に聞こえてくる誰だれかの声。いや、その声の正体は分かっている。


　自分にとって最も身近な、それは他ならぬ自分自身の声だった。


　一年前、もはや振り返らない過か去ことして切り捨てた自分。


〝あなたはあの時本当に、自分にできることの全てをしていたかしら？〟


　目の前、キマイラに怯おびえ震ふるえるクラスメイト。恐怖に歯の根があわない友人たち。


　キマイラに襲おそわれ傷ついた友人がいた。怪かい物ぶつの眼がん前ぜん、身体からだを張はって生徒を助けようとする教師がいた。


「あたしは……まだ何の名詠もろくにできない」


　キマイラに対たい抗こうできるような名詠は使えない。だから……


〝だから、逃げるのが当然だった？〟


　……その通りだ。無力な名詠士、それが自分なのだから。


〝それは違ちがう〟


　どこまでも変わらぬ冷たい声で、幻げん聴ちようは深しん々しんと告げてきた。幻聴、そうと分かっていてなお、その声を意い識しきの外に追いやることはできなかった。


〝なぜなら、あなたは名詠士ではないのだから〟


　あたしは名詠学校にいるじゃないか。


　名詠士になりたくて、毎日こうして勉強もしてる。


〝あなたは名詠学校にいるだけ、名詠を学んだふりをしているだけ〟


　フリなんかじゃない。あたしは……あたしは毎日ここで勉強して、試験も受けて、クラスメイトの子と一いつ緒しよに頑がん張ばってる。十分じゃないか。


〝十分？　あの日あの時の自分の行動を、あなたは十分と言い切れるの？〟


　……もういいじゃない。もうやめてよ。あれはもう、終わったことなんだから。


　あたしは自分で納なつ得とくしてる。……それでいいじゃない。


〝終わっていない。なぜなら、あなたは自分に噓うそをついているから。自分にも、自分の教師にも噓をついている。クラスの友人にすら〟


　……う、噓なんかじゃない。


　あたしは別にそんなつもりじゃ──


〝そうね。噓は言っていないかもしれない。けれど真実も伝えていない。あなたが本当は、名詠を学ぶ生徒などではないということを〟


　もういい。やめて、もうやめて。お願い……


　あたしは、あたしはっ──


〝自分が、名詠学校の生徒という皮を被かぶっただけの祓ジ名ル──〟





「やめてぇぇえええっっっ！」





　壮そう絶ぜつな悲鳴と共に、彼女はベッドから飛び起きた。


　冷めやらぬ火ほ照てった身体、痛いほどに疼うずく胸むねの鼓こ動どう。胸を押おさえたまま、カーテンから零こぼれる光をしばし眺ながめ──


　……夢ゆめ？


　ようやく彼女は、それが自分自身の幻ゆ覚めであることに気づいた。


「──平気？」


　ふと、背せ中なかに浴びた声に振り向いた。


　自分のベッドに隣となり合う、もう一つのベッド。そのベッドから上半身だけを起こしているのは、とうに見み慣なれた顔の相手だった。


　黒くろ髪かみ長身、細身の少女。自分と同じ学校に通う同級生にして、学生寮りようの同どう居きよ者しやだ。


「ごめん、起こしちゃった？」


　時計の針はりが告げる刻ときは朝の四時。あまりに早い。


「寝ね汗あせすごいよ。それに、さっきからうなされてるみたいだったし」


　友人の指し摘てき、でもそれは、言われるまでもなく自覚していることだった。寝ね間ま着きから滴したたり落ちるほどの汗。ぞっとするほど身体を冷やす、嫌いやな類たぐいの汗だ。


「また、あの夢？」


「……うん」


　ここ一週間、自分が苛さいなまれ続けてきた悪夢。


　──いや。夢ではなく、それはきっと自身の葛かつ藤とうなのだろう。


「あんた、明後日から一人で平気？」


　同居人であるこの友人は、明後日から部活の合宿でこの寮を留る守すにする。その間、また自分が悪い夢を見ないだろうか。そういう意味の問いなのだろう。


　ここ一週間同じ夢を見て、明後日は見ないという自信はない。きっとまた繰くり返す。あの日の記き憶おくが、自分の中で霞かすんで消えるまで。


「平気よ。もう子こ供どもじゃないんだから」


　せめて無理に笑ってみせた。下手な作り笑いだ、自分でそうと知っていても。


「でもさ、辛つらい時には誰かに相談しなよ。わたしだって構かまわないんだから」


「ううん、平気だって」


　気き丈じようを装よそおう。友人に余よ計けいな心配はかけたくない。


「そう、それならいいんだ」


　透すき通るような黒く艶つややかな髪を手で梳すいて、眼がん前ぜんの友人が背を向ける。


「わたしもうちょい寝るね。おやすみ」


「……うん」


　汗に濡ぬれ冷えきった身体と寝間着。戸と棚だなからタオルを取り出し汗を拭ぬぐう。


　が、その作業もそこそこに、背後からの視し線せんを感じ振り向いた。


「どうしたの？」


　寝ると言っていた彼女が、ベッドに座すわる格かつ好こうのままこちらをじっと見つめていた。


「んとさ。これは友人としてちょっとしたアドバイス」


「なに？」


「──あんたに作り笑いは似に合あわないよ」


「……っ！」


　反はん射しや的に言い返そうと口を開きかけ──


「んじゃ、おやすみね」


　だがその前に、同居人の方は再ふたたび自分のベッドに潜もぐり込こんでしまった。


　数十秒と経たたず聞こえてくる、友人の安らかな寝息。


「作り笑い、か」


　ぽつりと、姿すがた見みの前で友人の言葉を反はん芻すうした。


　……そんなの、あたしだって知ってるよ。




　序奏　『薄はく暮ぼの二人』







　夕焼けの薫かおり、とでも言うべきか。陽ひが落ちる寸すん前ぜんの時間は、周囲を舞まう微風そよかぜがどこか懐なつかしい匂においを運んでくる。


　哀あい愁しゆうを誘さそうこの薫り。


　──花か、香こう草そうか。あるいは、なんだろうな。


　夕焼けの匂い。その正体を確たしかめる気はない。


　突き止めてしまえば、その魅み力りよくはきっと半はん減げんしてしまうに違いない。謎なぞめいた神しん秘ぴ的な匂い。だからこそこうも想おもいが募つのる。


「ここは本当に怖こわい場所ですね」


　木もく製せいの古ふる椅い子すに座すわり直し、カインツ・アーウィンケルは微かすかに吐と息いきをこぼした。


　周囲を見回す。鈍にび色の高たか塀べいに囲まれた、広大な庭園がそこにはあった。


　夕日を浴びて茜あかね色に染そまる噴ふん水すいからは滾とう々とうと水が湧わき、足あし下もとに咲さき乱みだれる草花は盛せい夏かを前にますます隆りゆう盛せいを誇ほこっている。


「ここにいると、まるで十数年住み慣なれた我わが家に帰ったような気分になってしまいます」


　つい気が緩ゆるんで、どうにも時間の経けい過かを忘わすれてしまう。


「ふむ。まあお前も、たまには骨ほね休やすめが必要ということだ」


　自分の正面。それほど離はなれていない場所から聞こえてきた声に苦く笑しようする。


　骨休め──なるほど、言い得て妙みようだ。


「骨こつ折せつって、どれくらいで治りましたっけ」


　左手に巻まいた包帯に触ふれながら首を傾かしげる。


「程てい度どによるだろうな」


「……キマイラの爪つめを受け止めたくらいなら？」


　一瞬、沈ちん黙もくの幕まくが下りた。


　一呼こ吸きゆうにしては長く、二呼吸にしては短い半はん端ぱな余よ韻いんを残し──


「そもそもだな、お前は鍛きたえ方が足りん」


　風に運ばれる、嘆たん息そくにも似にた相手の吐息。


「打だ撲ぼく程度ならともかく、それで腕を折るとはなんと無様な。いくら名めい詠えいに優すぐれていても、身体の基き礎そ部分がなっていなければ何の意味もない。私があれほど言っておいたのに」


「……先せん輩ぱいが鍛え過すぎなだけですよ」


　苦笑を隠かくす気もなく、カインツは相手の方へと顔を持ち上げた。


　この庭園、そして広大な敷しき地ちの領りよう主しゆたる人物へと。


「よく言われるよ。特に若わかい輩やからからな」


　口調を変えぬまま返してくる相手。自分の知る限かぎり、この男ほど外見の特とく徴ちようある人物はいないように思えた。


　──赤しやく銅どう色に日焼けした、夕日に晒さらされる上半身。


　色いろ褪あせた檜ひのき色のズボン。男が身につけた衣服はそれだけ。だが衣服の代わり、皮ひ膚ふを内側から押し上げる筋きん繊せん維いが何よりも頑がん丈じような鎧よろいを思わせる。


　背中から肩けん胛こう骨こつにかけて盛り上がる広こう背はい筋きん。脂し肪ぼうの欠片かけらすら見あたらない腹ふく直ちよく筋きん、常じよう人じんの倍近い上腕筋。誰もが目を瞠みはる体たい格かくでありながら、しかしこの類たぐいの大男にありがちな鈍どん重じゆう感をまるで感じさせない。見る者によっては、その事実の方が驚きよう愕がくに値あたいする事だろう。


　筋肉発達に特化した者にありがちな、あの重量感がまるでないのだ。


　幾いく千せんの夜を自じ己この鍛錬に費やすことで、極きよく限げんまで身体からだを研とぎ澄すませる。さながら刀かたな鍛か冶じが鋭えい利りな刃やいばを研ぐように、研けん鑽さんという名の過か程ていで脂肪はおろか余よ分ぶんな筋肉すら削そぎ落とした──一いつ般ぱん人じんとは一線を画す次元にある肉体。


　自らの骨格を識しり、骨、内ない臓ぞうの負ふ担たんまで考え尽つくした上での、一グラムの齟そ齬ごすらなく完全なまでに計算しつくされた体形。


　古代の彫ちよう像ぞう美び術じゆつですら及およばない、人体工学という分野の紛まがうことなき完成形。


「ところで、先輩の番ですよ」


「分かっている、〈女王〉を３Ｂへ」


　短く告げるその間すら、彼は動きを止めていない。


　両手で握にぎる金きん属ぞく製せいの長なが鎗やり。


　鈍色に輝かがやくその武ぶ器きを構かまえ、振るう。


　振るう。振るう。振るう。


　その流れのまま、勢いきおいを殺さず廻まわす。縦たてに廻し、横に廻し、そして薙なぐ。


　風を「斬きる」。庭園に吹く微風と明らかに質しつの異ことなる風鳴りが響ひびく。


　とある目的に沿そって特化された、完全なる戦せん闘とう用鎗そう術じゆつ。鳥の羽う毛もうが舞うような軽けい捷しよう感と同時、全すべてを刺さし貫つらぬく寒気が並へい行こうして存そん在ざいする。


　それが美しいと感じられるのは、この男の動きがあまりに俊は敏やく、そして軽やかだからなのだろう。


　なるほど、確かに彼ならばキマイラの爪を生身で受けても自分のようにはなるまい。


　──まったく、敵かなわないなこの人には。


　しばしその演えん舞ぶを眺ながめ、カインツは膝ひざ上うえに載のせた金属盤ばんへと目を向けた。言われるまま、盤面に配置された赤色の敵てき駒ごまを移い動どう。


　しばしの黙もつ考こうを挟はさみ、自分の白駒を持ち上げる。


「では12Ｅへ〈騎士〉を。〈王〉まであと二歩ですね」


　瞬間。鎗の勢いこそ変わらぬものの。


「む……」


　わずかに、彼の鋭利な眼光が弱まった。


「では15のＦに〈王〉を逃にが……そうと思ったが」


　短く切り揃そろえた亜あ麻ま色の髪を風になびかせながら、彼が視し線せんだけをこちらに送る。


「一つ訊きく。もしや12のＦにはお前の〈弓兵〉がいないか？」


「ええ、三手前に移動させた奴やつですね。しっかり〈王〉を狙ねらってますよ」


「では14のＤに〈王〉を逃が……したかったが」


　再ふたたび一呼吸分の間が空いた。


「もう一つ訊くが。もしや14のＤにお前の〈道化〉が隠かくれてないか」
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「あ、ばれてましたか？」


　膝上の盤面を一いち瞥べつし、カインツはあえておどけてみせた。


「騎士で前面、弓兵で縦じゆう列れつを塞ふさぐ。王が逃げようとする場所には罠役トラツプの〈道化〉を配置。お前が唯ゆい一いつ覚えている攻せめ方だからな。見え見えだ」


　誇ほこった様子もなく鎗を振るう彼。それにしてもよくぞまあ覚えているものだ。さすが、この遊ゆう戯ぎを教えてもらった「先輩」なだけはある。


　次の手を告げてくる。そう思わせる数秒の空くう隙げきを残し──


「が、それに捕とらえられた私も人のことは言えんな。投とう了りようだ」


　やおら、彼の声こわ音ねが弱まった。


「ちょうど日課も終わった。頃ころ合あいといえば頃合いか」


　その言葉の通り、いつしか彼の持つ長鎗も動きを止めていた。


　相手が汗を拭うのを待ち、カインツは腰こし掛かけていた椅子から立ち上がった。


「今日の先輩、心ここにあらずといった感じでしたが？」


「……ふむ」


　鍛錬を始めてから今まで。


　クラウス・ユン・ジルシュヴェッサー。この敷地の所有者は、ようやく自分に顔を向けてきた。


「いつもはボロ負けですからね。今日の先輩の手はどうにも精せい彩さいを欠いていたし」


「いや済すまない。だが何も手を抜ぬいていた訳わけではないんだ」


　それは百も承しよう知ち。口に出すまでもなく無言で頷うなずいてみせる。


「──考え事ですか」


　彼にとって、鎗の鍛たん錬れんはもはや思考と別に存そん在ざいする。だからこそ鍛錬の間にもこのような盤ゲームができるのだが、今日に限かぎっては自分との盤上の差し合い以外にも、打ち合う相手がいたらしい。


「まあな」


　隠かくす素そ振ぶりもなく、彼が濁にごった吐と息いきを絞しぼり出す。


「この歳としになってとも思うが、娘むすめのことだよ」


「確か、十六歳さいになられたんですよね」


　厳いかめしい外見と裏うら腹はらに、家族に対する彼の情じようは厚あつい。自分も暇ひまさえあれば彼の家族自じ慢まんを聞かされている。


　……けど、娘の話か。


　今まで聞かされていたのは、彼の妻つまの話が主。娘の話はあまり耳にした記き憶おくがない。いや、彼の方がそれを避さけていたと思わせる節もあったほどだ。


「そういえば、娘についてはあまり話したことがなかったな」


　長鎗に白しろ布ぬのを巻まきながら、彼がにわかに目を細める。


「ところでだ。才さい能のうというものについてどう思う」


　娘の話になるかと思いきや、この相手は前振りとまるで異ことなることを訊きいてきた。


「才能……どうと言われても、面おも白しろい返事をすぐにというのは難むずかしそうですね」


「四十年。私はこの道で生きて、自じ他た称しよう問わず多くの『天才』と出会ってきたよ。彼らの多くと実じつ際さいに話し食事を共にし、その中で一つ悟さとったことがある」


　小さな吐息を従したがえ、彼は自らの拳こぶしを持ち上げた。


「この世に天才はいない、ということだ」


「出会った中で、一人たりともですか」


　自分では的を射いた質しつ問もんのつもりだった。だが。


「ああ、ただの一人もだ」


　まるで動じた素振りを見せず、どこか乾かわいた眼まな差ざしで彼は首を横に振ってきた。


「出会った者の大半が、やはり陰かげで相そう応おうの努力をしていることが見て取れた。それ以外で成功者とされる者もいたが……やはりそれは、単に運を味方にしただけのつまらない人間だった」


　それきり彼が口をつぐむ。


「──と、思っていた」


　と思いきや、沈ちん黙もくもそこそこに彼は肩かたをすくめてみせた。


「だがまあ、それだけ自信を持っていたんだが、どうも間ま違ちがいだったらしい。二人、この世界に二人だけ、どう誤ご魔ま化かそうとしてもできない『天才』と出会ってしまった」


　よどみなく言葉を綴つづり、そして、彼は鋭えい利りな眼光を向けてきた。


「私が知る二人。その内の一人はお前だよ、カインツ」


　一いつ瞬しゆん、息が詰つまるのを自覚する。


　彼の口上を聞きながら、薄うす々うすとは予感していた。


　カインツ・アーウィンケル──歴史上誰だれ一人として踏ふみ入ることの敵わなかった未み踏とうの領りよう域いき、名めい詠えい五色の全制せい覇はを成し遂とげた虹にじ色いろ名詠士。


「……こんな場面でおだてられるのは複ふく雑ざつな気分ですよ」


「事実だからな、こればかりは仕方ない」


「そのもう一人とやらは？」


　もし自分が名前を挙げるとするならば、それは間違いなく、かつて互たがいに約束を誓ちかった夜色の少女。実に十数年の年月を経へて、とある学園で再さい会かいを果たした相手。しかし、彼がそれを知っているはずもない。


「名詠士の世界ほど派は手でではないがな、我われ々われの道もそれなりに歴史と人口を持っている」


　それは当然承知のこと、頷くまでもなかった。


「本家たる我がユン家、そしてその宗そう家け。歴史上数千人を数えるであろう道に、史上例のない、まさに申し子たる少女が現あらわれた」


　ふと、カインツは我知らずのうちに眉まゆをひそめた。


　今、彼は何と言った。──少女？


「ああ、そうだ」


　粉末化した鉄てつ錆さびを思わせる空くう虚きよな声音で、彼は続けてきた。


　それは悪いことではなく、むしろ誇るべきことのはず。


　なのに。なぜこの人の視線はここまで曇くもってしまっているのか。


「その才能は、だが大輪の花を咲さかせる直前で止まっているのさ」


　苦く悶もんにも似にた表情で彼が弱々しくこぼす。


「あろうことか。あの子は天てん賦ぷの才たるジルシュヴェッサーの名を捨て、名詠士の道を選んでしまった」


　ジルシュヴェッサーの名前？


〝この歳になってとも思うが、娘のことだよ〟


　彼の呟つぶやきをようやく思い出す。


「先せん輩ぱい、まさかその少女」


「……私の、一人娘むすめさ」


「あなたの一人娘ともあろう者が、祓名民ジルシエを捨すて名詠士に？」


「あの子が選んだ学まなび舎やは、トレミア・アカデミー」


　トレミア。


　その名で自分の思い当たる学園は僅わずかに一つ。まさか。


「ああ。お前が出でくわした、あの触媒カタリスト暴ぼう発はつ事じ件けんが発生した学園だ。お前もそこで、あの子と出会っていたかもしれんな」


「そのご令れい嬢じようの名前は？」


　茜あかね色の陽ひをしばし見つめ、その父親は静かに瞳ひとみを閉とじた。


「──エイダ。今年名詠学校のハイスクール生になったばかりの女の子だよ」




　一奏　『赤しやく銅どう色の詠うた使つかいになりたくて』
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　大陸辺へん境きようとしては異い例れいとも言える、生徒数千人を超こえる名詠式専せん修しゆうのハイスクール──それがトレミア・アカデミーだ。敷しき地ち規き模ぼは他の名詠学校の優ゆうに数倍、その設せつ備び・教員の質も他の名門校に劣おとらないと評ひようされる。


　その敷地の中央部に位置する、ドーム状じようのアーチを描えがく建物。


『図書管かん理り棟とう』──蔵ぞう書しよ数すう百二十万冊さつを数え、地上五階、地下二階にまで広がりを持つ施し設せつである。学習だけではなく交流・休息といった目的でも用いられ、生徒のみならず教きよう師しも頻ひん繁ぱんに足を運ぶ、多目的ホールという一面も持っている。


　その二階で。白制せい服ふくに身を包んだ幼おさなげな生徒が、ずらりと並ならべられた本棚をじっと眺ながめていた。年ねん齢れいはせいぜい十二、三。深い紫むらさき色いろの髪かみと中ちゆう性せい的な面おも立だちの少年だ。


「えっと。これと……これ、と」


　一ひと抱かかえはある資し料りよう集を数冊まとめて両手で抱え、少年がいそいそと階下のロビーへと降おりていく。


「ネイト君、だいじょうぶ？　足あし下もとふらふらしてるよ」


　その姿すがたを目にし、制服姿の少女が口を開いた。


　ミオ・レンティア。金きん髪ぱつ童顔、おだやかな口調が特とく徴ちようで、実年齢である十六よりは二、三歳幼く見られることが多い女子生徒だ。


「へ、平気です……たぶん」


　持ち上げた本から顔を覗のぞかせ、その少年──ネイト・イェレミーアスはかろうじて彼女に対して頷うなずいた。


「外暑そうだし、もうちょっと図書館で休んでいけば？」


　読みかけの本を閉じ、不安げな顔つきで訊たずねてくるミオ。図書管理棟というのは学園側の正式名めい称しよう。しかしその長い呼こ称しようは生徒も教師も用いず、もっぱら『図書館』で済すませてしまうのが習しゆう慣かんになっている。


「名めい詠えいの練習は外でしかできないですから。それに、クルーエルさんに外で待っててもらってますし」


　名詠式。それが、この学園で生徒が専門的に学んでいる技術である。自分の望む対象を心に描き、それと同色の触媒カタリストを携たずさえた上で対象の名を賛美する──一種の物体転送術。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』の五色に分類され、そこで生徒は各自の専攻色を決め、その専攻色と同色の物体を詠よびだすことを目標とするわけだ。


「ミオさんはどうします？　クルーエルさんも校庭で待ってますけど」


　見ると、既すでに彼女の視し線せんは自分ではなく、手元の本へと向いていた。ちなみに彼女の専攻色は緑色名詠。彼女の場合であれば、仮に緑色のカエルを詠よび出すには緑色の画用紙など緑の何かを触媒カタリストとして用意し、そのカエルを讃たたえる詠うたを歌うという過程になる。


「ちょっと待ってて。もうすぐこの本読み終わるから。うーん、推すい理り物ものって、どうしてこう先が気になるのかなぁ」


　……その台詞せりふ、三日くらい前からずっと聞いてる気がするんですけど。


　夏休み以い降こうふとミステリー関係の本に手を出して以来、ミオは延えん々えんとこの調子。彼女のことだ、ここにある推理物全すべてを漁あさりつくすまで図書館から出ないだろう。


「じゃあ、先に校庭で練習してますね」


　積み上げた本のせいで前方がろくに見えないのだけれど、まあそれは仕方ない。図書館の出口を越え、玄げん関かん部へ続く渡わたり廊ろう下かへと──


「……っ！」


　壁かべに突つき当たったかのような衝しよう撃げきに、抱えた本ごとネイトは床ゆかへ転がった。


「っと。平気かい」


　見上げたそこに、眼鏡めがねをかけた線の細い教師。教師に支給される白衣に、胸むな元もとには青糸で織おり上げた校章。ええと、たしか最上級生の担たん任にんをしてた先生だっけ。


「あ、は、はい。平気です。その……ごめんなさい」


「通路は前を見なさい──と、普ふ段だんなら言うところだけど」


　床に転がる分ぶ厚あつい資料集の山を見回し、その教師はふっと表情を和やわらげた。


「君の勉強熱心さに免めんじて、今日に限かぎってお小言はやめておこう」


　床に散らばる本をかき集め、教師がその表紙をじっと眺める。


「懐なつかしいな。この資料集は自分もよく読んだ。と言っても、学生時代の話だけどね」


　積み重ねた本を手渡してくる。それも、自分が最初に積んでいたのと同じ順番。ぶつかった時に順番まで覚えていたのだろうか。


「あ……ありがとうございます」


「夏期休きゆう暇か中とはいえ、廊下は静かに歩くことを忘わすれずに」


　悪戯いたずらっぽく、その教師は眼鏡のブリッジを持ち上げてみせた。





　夜色の髪をなびかせ、小こ柄がらな少年が早足気味に通路を去っていく。


「……そういえば、あの子」


　その背せに向け、ミラーは双そう眸ぼうを細めた。


　ネイトと言ったか。学園に入学早々、特とく殊しゆな境きよう遇ぐうを持つ生徒として、教師内でも話題にのぼる生徒だった。五色から成る名詠式。学園内のどの生徒も既在五色のどれかを専攻とする中、しかしこの少年だけはまったく異ことなる色の名詠式を習得しようとしていたからだ。


　夜色名詠──公式にはその存在すら認められていない異い端たん色しよく。


「残念、もう少し話したいこともあったんだが」


　教師である自分にも未知なその名詠。もちろんそれも気になるが、自分にとっては更に別の話題があった。


　自分とあの少年をつなぐ、一人の女性について。エルファンドを卒業し彼女がどのような足そく跡せきを経てきたのか。かつての同級生として少なからず興きよう味みはあった。


「あいにく、仕事がなければの話だけど」


　小こ脇わきに挟はさんだ資料を一いち瞥べつ、深く息をつく。


「さて、自分は今から調べ物か」
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「……ネイト」


　背中越しにかけられた声に、触媒カタリスト入りのフラスコを片かた手てに振ふり向いた。


「は、はい。なんでしょう」


「やっぱり少し休みましょ。キミ、足あし下もとふらふらしてるよ」


　やわらかで落ち着いた少女の声。その声は、自分の立つ校庭から数メートル離はなれた木こ陰かげからだった。真夏の鋭するどい陽ひ射ざしを遮さえぎる小さな影かげの下で──そう告げてくる彼女の、緋ひ色の長ちよう髪はつが微風そよかぜに舞まう。


「で、でも」


「だーめ。さっきからずっと名めい詠えい失敗してるじゃない。集中力だって落ちてるのよ」


　彼女の言い分は筋すじが通っていた。反はん論ろんできる言い訳わけが思いつかない、渋しぶ々しぶながらネイトは頷うなずくことにした。


「……はぁい」


「ほら、これ被かぶってなさい」


　有う無むを言わさず、鍔つばの広い麦わら帽ぼう子しを押おしつけられた。ややサイズが大きいらしく、目の前の視界全部が鍔の陰に隠かくれてしまう。


「……あの、前が見えないんですけど」


　帽子を頭から浮うかせ、ようやく視界が広がった。


　と。その視界全てを埋うめるほど近い距きよ離り──


「それでいいの。どうもキミは、力つきて倒たおれるまで前に走り続けちゃうタイプみたいだからね」


　目の前に、真っ青なワンピースを着た少女が立っていた。緋色の長髪に長身、遠目からでもその容よう姿しが際きわだつ少女。


　クルーエル・ソフィネット。年齢は自分より三つ年上の十六歳。その髪の色が示すかのように、赤色名詠を専攻。自分がこの学園に転入してきて以来、ずっと傍そばに居いてくれる人だ。


「ま、困こまったことに、それがキミのいいところでもあるんだけどね」


　くすりと、からかい半分といった微び笑しようを彼女がこぼす。


「……なんか、あんまり褒ほめられた気がしないです」


　ふふ──案の定どこか楽しげに、彼女は口元に手をあてた。


「それより、少し日陰で休んでていいよ」


　風になびくワンピースを手で押さえたまま、彼女が背を向け歩き出す。


「あ、あれ。クルーエルさん？」


「たしか学内のカフェ開いてたわよね。冷たい飲み物でも買ってくるから、そこで待ってて」
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　校庭に吹き降りる風が地上の砂すなを巻まき上げる。


「……ホントに暑いや」


　校舎の陰に身を寄せ、ネイトは額の汗を拭った。自分もクルーエルのような軽けい装そうにすれば良かったのだが、つい条じよう件けん反はん射しやで普段の白制服を着てしまったのだ。寮に戻もどって着き替がえるというのも手ではある。しかしそれはそれで面めん倒どうだ。


「……クルーエルさん、まだ戻ってこないかな」


　一年生校こう舎しやからカフェまでは往おう復ふくで十分ほど。混こみ具合によってはまだしばらく時間がかかるだろう。


「お、ネイティじゃん。どしたのさ」


　──ミオさんみたいに、やっぱり今日はどこかで本でも読んでようかな。


「……あ、あれ？　ネイティ、聞こえてないってやつ？」


　となるとやっぱり図書館かなぁ。ミオさんもまだいるだろうし。


「ちょ、ちょっとこらネイティ、無む視ししないでってば。……ああもうっ、ネイトってば」


　ネイト？


　突とつ如じよ後ろから聞こえてきた自分の名前に、ネイトは反射的に振り向いた。すぐ目の前に、見覚えある黒髪長身の女子生徒。


「……あれ、サージェスさん？」


　ミオやクルーエル同様、自分のクラスメイトの少女だ。学校指定の制せい服ふくではなく、今の彼女は藍あい色のスポーツウェアを着こなしていた。その背に、自分が丸々入れてしまえそうな巨きよ大だいなリュックまである。


「おはようございます、サージェスさん」


「おはよ。てか最初から気づいてよ。さっきからネイティのこと呼よんでたのに」


「ネイティって、僕ぼくだったんですか？」


　似にた名前だなとは思っていたけど、まさか僕のことだったとは。


「だってほら、年違ちがうけど一いち応おう同級生じゃない。『ネイト君』みたいな君付けってちょっと苦手なのよね。そこでこの愛あい称しようよ。どう？　素す敵てきでしょ？　今この場で考えたにしては素敵よね」


「ど、どうと言われても」


　圧おされるように後ずさりしつつ、ネイトはゆっくりと彼女の背負う荷物を指さした。


「……えと、サージェスさん、夏休みなのにどうして学校にいるんです？　しかもそんな大きなリュック背負って」


「さりげなく話を逸そらしたわね。……まあいいけどさ」


　よっ、と──軽く呟つぶやき、少女が背の荷物を降ろす。地に降ろした途と端たん、どすんという鈍どん重じゆうそうな音と共に砂すな埃ぼこりが舞まう。


「それ、何が入ってるんですか？」


　その途端。


「ん、これ？　知りたい？　聞きたいのね？　後こう悔かいしないわね？」


　怪あやしげな光を目に灯ともし、にやりとサージェスが近づいてきた。


「あ……や、やっぱりいいです。なんか恐こわそうだから」


「いやいや大したことないって。ただの新しん鮮せんな人の遺い体たい、それもちょうどネイティくらいの幼おさなくて──」


「うわあっ、誰か来てええぇえ！」


「って、ちょっと、こらネイティ逃にげないで！　冗じよう談だんだからっ！」


　一目散に駆かけ出す間ま際ぎわに首くび筋すじを摑つかまれ、おずおずとネイトは彼女の方に振り向いた。


「……ホントは何が入ってるんですか」


「テントと寝ね袋ぶくろと食料と雨具と、その他もろもろよ。ほら、わたし登山部だから」


　登山部。そう言われてみれば、そんな部活があったような気がする。確たしかに、彼女が履はいている靴くつも普ふ段だんの運動靴ではなく、なにやら重じゆう厚こうな造つくりになっていた。


「明日から四泊はく五日で夏山に挑ちよう戦せんするの。今日が部活の最終ミーティングだから。んで、ネイティはどうしたの」


　じろじろと、彼女がこちらの制服を眺ながめ回す。


「えっと、クルーエルさんとミオさんと一いつ緒しよに名めい詠えいの練習です」


「ああ、クルーエルはさっきすれ違ったわ。ミオは？」


「図書館で推すい理り本ぼん読んでます。今年の夏中に、図書館にある全五百七十冊さつを読どく破はしてみせるとかで」


「名詠の練習と関係ないじゃん」


　ある意味、ごく自然な突っ込みを口にする彼女。


「意気込みはすごいんですよ。ここ数日、朝七時には学校の図書館に来て開館を待ってるらしいです。生徒の中で一番早く来てると豪ごう語ごしてましたし」


「……ふむ」


　やおら、サージェスの瞳ひとみの色が微かすかに変わった。


　何やら考え込むように、相手の視し線せんが宙ちゆうを泳ぐ。


「ネイティって、たしか学校の寮りように住んでるんだっけ」


「ええ。運良く一つだけ空いてたので、そこに入れてもらいました」


　トレミア・アカデミーの寮は学園の敷しき地ち内に設もうけられている。一年生校舎から歩いて十数分の距離にあるので生徒からの人気は高い。競争率りつが高いため、実家が遠いなどの特とく殊しゆな事情がなければ、今はほとんど入寮できないらしい。


「んじゃさ。明日早起きして、六時半に学校においで」


　さらりと彼女が告げてきた時じ刻こくに耳を疑うたがった。


「……六時半？」


「そそ。ただし、六時半に『一年生校こう舎しやの屋上』ね」


　よりによって校舎の屋上？　無理だ。六時半といえば校門こそ開いているかもしれないけれど、校舎の方は施せ錠じようされている時刻のはず。


「非ひ常じよう階段使いなさいな。校舎入らなくても屋上までいけるから」


　非常階段は、普段生徒の立ち入りが禁きん止しされている区く域いきの一つだ。でも、なぜそこまでして？


「そこに誰かいるんですか」


「行けば分かるよ。っと、わたしはそろそろ部会議ミーテイングの時間だ」


　校舎の外がい壁へきに掛かけられた大時計を眺め、サージェスがリュックを背負いなおす。


「ではお二人さん。邪じや魔ま者は消えるので後はごゆっくり」


　お二人さん？　その意味を推おし量はかるより先。


「……なんか引っかかる言い方ね」


　聞き馴な染じみのある声が背中側から聞こえてきた。振り向いたそこに、両手に飲み物のカップを抱かかえたクルーエル。眉まゆをつり上げる彼女に対し、リュックを背負った方の少女は陽気な口調で手を振ってきた。


「いやいや、別に深い意味はないってば。それよりクルーエル、あんた早く左肩治しなさいよ」


　ワンピースの袖そでが風に舞まい、そう言われた少女の肩先が微かに陽の下に晒さらされる。ほのかに上気した肌はだに、白い包帯が痛いた々いたしい。二週間ほど前、学園で起きた事じ故こで負った傷きずだ。本人曰いわく、もうほとんど治ったと言ってはいたが。


「……分かってるわよ」


「あんた、大人しそうに見えて案外やるときは無茶するからね」


　やや憮ぶ然ぜんとした面おも持もちでクルーエルが口を尖とがらせる。その姿に、黒髪の少女の方は可お笑かしそうに表情をゆるませた。


「でもま、そこら辺があんたの可愛かわいいとこだから」


「な……なによそれ」


　どこかで聞いたような台詞せりふを自分に返されるとは思っていなかったのか、気き恥はずかしげにクルーエルが後ずさる。


「んじゃね、バイバイお二人さん」


　悪戯いたずらぽい笑顔を残しサージェスが校舎の方へと去っていく。


　その姿すがたが校庭から消えるのを見送って──


「あれ、そう言えばサージェスどうしたのかな。あんな大きな荷物持って」


　聞きそびれたらしく、クルーエルが頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべた。


「部活だそうです。登山の合宿らしいですよ」


「そっか。遠出するならお土産みやげでも頼たのんでおけばよかったわね。でも山のお土産って、何があったかな」


「……遭そう難なん者しやの新しん鮮せんな遺い体たい。それも僕ぼくくらいの年とし頃ごろの」


「え？」


「……なんでもないです」


　リュックの中にソレが収おさめられている図を想そう像ぞうしてしまった。……うぅ、もうしばらく頭から離はなれなさそう。


「あ、そうだ。クルーエルさん。明日僕、ちょっと早めに学校行きたいなって」


「うん。わたしの方はいつも通りの時間になっちゃいそうだけどね。それにしても、どうしたのいきなり」


　なんて説明すればいいんだろう。数秒沈ちん思ししたあげく。


「なんか、誰かが屋上にいるとかいないとか」


　サージェスに言われたことそのままを、ネイトは答えることにした。


「誰かって、誰？」


「さあ……教えてもらえませんでしたから」


　どう表情を作ればいいのか迷まよい、ネイトは頰ほおを搔かいた。


　教えてくれない──言い換かえるなら、ここで教えずとも、屋上に行けば分かる相手だと彼女は暗あん黙もくのうちに言ってきたということになる。


　……それってつまり、僕の知ってる人だってこと？
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　正門から見上げる、校舎に掛かけられた大時計。その時計の針はりは、昨日サージェスと約束した時間より更さらに半時間ほど早かった。


　──現在六時。


　一年生校舎の屋上って言ったって、こんな朝早くに誰がいるんだろう？


　それが気になるあまり昨夜はろくに寝ねれなかった。そのおかげで、早く来れたのはいいのだけれど、まぶたが重くて仕方ない。


　洩もれそうになるあくびを嚙かみつぶしつつ、ネイトは正門をくぐりぬけた。


　生徒はおろか、周囲には教きよう師しの姿すがたさえ見あたらない。一年生校こう舎しやの横、ドーム状じようの設せつ計けいになっている図書管かん理り棟とうへとつま先を向けた。案の定というべきか、図書館はまだ開館すらしておらず、そこに並ならぶ生徒の姿もない。当然、自分の良く見知った少女の姿も。


「この時間だもの。ミオさんが来てなくても当然だよ」


　自身に言い聞かせるよう口にし、ネイトは一年生校舎へきびすを返した。


　金きん属ぞく製せいの強固な造つくりをした鈍にび色いろの建物。競演会コンクールの事じ件けんでキマイラの襲しゆう撃げきを受けたものの、その校舎自体は無事だった。


「……やっぱり閉しまってる」


　校舎の入り口に掛けられた巨きよ大だいな南京ナンキン錠じよう。それを一いち瞥べつし、校舎の裏うら手てへと回る。


　日の当たらぬ草地から頭上へそびえる、螺ら旋せん状の非常階段。


「アーマみたいに飛んでいけたら楽なのに」


　屋上まで続いているであろう長い螺旋の渦うずを見上げ、ネイトは小さく溜ため息いきをこぼした。





　カツ、カツン……


　所々錆さび付いた階段に、一人分の足音が幾いく重えにもこだまする。


　二階を越こえ三階を越え、校舎の頂ちよう上じようへ。


　──こんなとこ、本当に誰かいるの？


　サージェスの言うことを噓うそだと決めつける気はない。ただ、校庭や教室ならばともかく、わざわざこんな場所に生徒がいる理由が思い浮うかばないのも事実だった。


　屋上へと続く最後の一段を上りきる。


　さっとまぶたを焼く朝日に目を閉じかけた。完全に閉じなかったのは、それより先に、何か鋭するどい風切り音が鼓こ膜まくに響ひびいてきたからだ。


　この音、何？


　音の方向──広大な屋上の中心部へと視線を向ける。


「……え」


　眩まぶしい陽ひ射ざしの中、ネイトは両目を見開いた。


　鮮せん烈れつな陽を浴び踊おどる、小麦色の肌はだをした少女がそこにいた。


　──違う。踊りなんかじゃなくて……


　少女が握にぎる長大な棒ぼう。金属特有の鈍にぶい光を放つその先せん端たん、鋭えい利りに研とぎ澄すまされた刃やいば──それはすなわち、鎗やりだった。


　自みずからの背せ丈たけを上回る長さの鎗を少女が振るう。


　流れるように払はらい、踊るように廻まわし、舞うように穿うがつ。一いつ瞬しゆんとして澱よどむことなき動き、一つとして同じ動作のない型。見る者を惹ひきつけ誘さそうような、あまりに洗せん練れんされた刃の流れ。これが本当に鎗の鍛たん錬れんなのか。そう思わせるほど華か麗れいな体たい捌さばき。


「……すごい」


　一見、できすぎた演えん舞ぶを思わせる華麗な闘とう舞ぶ。しかし、演えん技ぎには決して出せぬ気き迫はくがそこにはあった。迫真という言葉すら生なま温ぬるい。鎗振るう者の眼差しがそう告げてくる。


　少女の動きは止まらない。徒競走が可か能のうなほどの広さを持つ屋上を、目に追いつかぬ足運びで駆かけめぐる。陽を受け輝かがやく汗あせの飛沫しぶきすら美しい。どんな運動ともかけ離れた、次元を逸いつする領りよう域いき。


　屋上の端はしから中央へ戻り、少女が片手で鎗を回す。


　……キィィッィィン


「──っ！」


　突とつ如じよ鳴り響ひびいた金属音に、ようやくネイトは我われに返った。


　十メートルほど先、少女の動きが止まっていた。その手に鎗がない。


　──鎗、落としたの？


　心中の思おも惑わくを肯こう定ていするかのように。地に落とした鎗を見下ろす格かつ好こうのまま、少女が小さく吐と息いきをこぼす。


　動きに魅せられ今まで気づかなかったが、彼女の背丈はそれほど高いものではなかった。自分よりせいぜい数センチ高いほど。白のショートパンツに、同色のタンクトップ。日焼けした剝むき出しの肩は小麦色、いや赤しやく銅どう色と喩たとえた方が適てき切せつかもしれない。


　亜あ麻ま色の髪を肩先で切った、ショートヘアのボーイッシュな少女。小こ柄がらな身体からだに比例する小顔に、それと対照的な大きめの瞳ひとみ。どことなく猫ねこを思わせる顔立ちが印象的な──


　……あれ。この人見覚えが。
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「ん？　あれ、キミ」


　眼前の少女がようやく顔を持ち上げた。視線が触ふれ合う。


「あれれ、ちび君じゃん。おはよー朝早いね」


　先の息つかせぬ表情が噓うそのように、あっけらかんとした表情で相手は片手を上げてきた。


「……エイダさん？」


　エイダ・ユン──目の前にいたのは、自分やクルーエルたちと同じ教室の、顔馴な染じみのクラスメイトだった。


「エイダさんのそれ、鎗ですか」


「ん、ああ。ちょっと待ってね。あたし汗かいたままでいるのダメなんだ」


　屋上の端に置いてあった鞄かばんからタオルを取り出す少女。


　エイダさん、一体いつからいるんだろう。


　朝七時前だというのに。にこやかに笑う彼女の額ひたい、いや全身は、この時じ刻こくにして既に大おお粒つぶの汗が止めどなく流れ落ちていた。


「ねえ、ちび君。お願いがあるんだけど」


　……ちび君？


「あ、あの。ネイティのがまだマシな気が」


「えー。ちび君て呼よび名、可愛かわいいじゃない。こっちのが愛あい嬌きようあるよ」


「そうですかぁ？」


　遠回しに不満を口にするも彼女の方はあっけらかんとした表情のまま。既に彼女の中ではその呼び名が定着してしまったらしい。


「うんうん。ところでちび君。少し後ろ向いててもらえるかな」


「後ろ？」


　なんのためだろう。その意図が摑つかめず、ぼぅっとエイダの方を見つめる。


　と、彼女の方がにやりと唇くちびるをつり上げてきた。


「ちび君は、やっぱりちび君だなぁ」


「え？」


「着き替がえよ着替え。あたしタンクトップ脱ぬぎたいから。後ろ向いてないと、ちび君にはまだ刺し激げきが強すぎるものね？」


「……それならそう言ってください」


　頰ほおをふくらませ、ネイトはぷいっと後ろを向いた。もう、着替えと言ってくれたらすぐそうしたのに。


「だから、そこがちび君なのよ」


　からかうように、どこか楽しげに彼女は肩をふるわせた。





「部活動？」


　少女の告げてきた単語は、妙みように聞き覚えのあるものだった。


「うん。あたし鎗そう術じゆつ会かいってのに入ってるの。さっきのはその練習」


「練習って、こんなに朝早くからですか」


　正せい確かくな時間は不明。推おし量はかるしかないものの、彼女がここにきたのはおそらく六時前。毎朝どれだけ早くから。


「部の練習は十時から。それまでは個こ人じんレッスンの時間てこと」


「個人レッスンて、自主練習ってことですよね？」


　すると。照れ隠かくしのつもりか、はにかみ顔で少女は後ろ頭に手をやってみせた。


「まあ人それぞれよ。あたしはほら……物覚えが悪いから。質の良い練習ってのがよく分かんなくてさ、もっぱら量で稼かせぐの」


　物覚えが悪い？


「え、でもエイダさん。鎗術会に入ったのって今年の四月ですよね？　まだ半年も経たってないのにあんなすごいんだもん。物覚えが悪いなんて」


　にわかに、彼女の表情が変わった。


　何が変わったか言葉に表せないくらい微び細さいな変化。でも何か、彼女の瞳ひとみに怖こわいものが灯ともっていた。恐い。正確には、恐いくらいに昂たかぶった何か。


「いやいや。ちび君も見てたでしょ。最後の最後に鎗落としちゃったし。格好悪いったらありゃしない。あんな初歩ミス一体何年ぶり──」


　……何年？　それって。


　彼女の口ずさむ単語の意味を理り解かいするより先、当人の方が慌あわてて腕うでを振ふってきた。


「あー。今のなし、忘わすれて忘れて。女の子の秘ひ密みつ」


「……は、はあ」


　今ひとつ釈しやく然ぜんとしないものの、彼女の勢いきおいに圧おされ仕方なく頷うなずくことにした。


　──でもすごいなぁ。


　運動着姿の彼女はとにかく小柄に映うつる。見た目だって、あの鎗を振り回せるのが信じられないほど華きや奢しやに思えるのに。


「まあ、この体形維い持じするのも割わりと苦労してたりするんだけどね」


　自身の腕うでを指先でつつき、苦笑気味にエイダが腕を組む。


「こんな重い物振り回してるとすぐ筋きん肉にくついて重くなっちゃうし。男はそれでもいいんだけど、女の子でそれはちょっとね。……日焼けはもう諦あきらめたけどさ」


「大変なんですね」


　自分の方はと言えば、その筋肉をつけるという段階で既に苦戦中だった。


　──ネイト、もう少し身体からだ鍛きたえるといいよ。クルーエルからそう言われてはいるのだが、どうにも鍛え方が分からないのだ。


「てか、男ってヤツは女のその気持ちを分かってない輩やからが多すぎるの。こっちが体形気にして食事節せつ制せいしてるのに『もっと食べないと身体が保もたないぞ』とか、お化け粧しようしてる時に無ぶ遠えん慮りよに入ってきて『支し度たくが遅おそい』とか言いだす始末だしさ」


　腕を組み、不ふ機き嫌げんそうにエイダが眉まゆをつり上げる。


「……はあ。そ、そうですか」


　最初は彼氏かとも思ったが。


「そもそもまったく、あの頑がん固こ親おや父じは娘むすめの気持ちも知らないで」


　彼女の話を聞くに、どうやら違ちがったらしい。


「男って、もしかしてエイダさんのお父さんですか」


「うん」


　存ぞん外がい、あっさり彼女の方はそれを認みとめてきた。


「うちの親父ってなんつーか朴ぼく念ねん仁じんでさ、細かい気配りとかそういうのができないのよ。おまけに発想が貧ひん困こんで、一人娘の十四歳さいの誕たん生じよう日びに重さ十キロの鉄アレイプレゼントしてくるぐらいだから」


「それは……むしろ発想として斬ざん新しんな気がしますけど」


　とんでもない！　言葉の代わりエイダが勢いきおいよく首を横に振る。


「重さ十キロよ十キロ。頭きたんでそのまま親父目がけて投げつけてやったの。そしたらあのばか親父、『すまん、十五キロの方が良かったか？』なんて真顔で訊きいてくるんだもん」


「……投げつけちゃったんですか。十キロもあるのに」


　投げられた方も大変だっただろうが、でも確かにエイダさんが怒おこっても仕方な──


「そもそもだ、あたしの愛用アレイは二十キロだっての！」


「怒った理由そっちですか！」


「ん？　ちび君どうしたのさ、元気ないぞ？」


　……前言撤てつ回かい。怒る方も怒る方だ。


「エイダさん、お父さんに似にてるってよく言われません？」


「えー、言われるわけないじゃん。むしろ似てない似てない！」


　本気で嫌いやだったらしく、彼女があからさまに表か情おをしかめる。


「と、そうだ。あたしそろそろ行くね」


　唐とう突とつに、何かを思い出したらしく彼女はさっと立ち上がってみせた。


「もう部活の時間ですか」


「ううん。今日は買い物。せっかくの旅行だし、夏服とか鞄とか買いに行かないとね」


「旅行って、どこか行かれるんですか？」


「あれ、ちび君もでしょ」


　鎗やりを丁てい寧ねいに織おり布ぬのでくるみつつ、エイダが首を傾かしげてきた。


「学校の校こう舎しや、この前の大おお騒さわぎでところどころ補ほ修しゆう中でしょ。夏休み中の補ほ講こうって普段トレミア・アカデミーでやるんだけど、今年の夏期補講は学年単位でトレミア・アカデミーの分校に行くんだってさ。海が近くにある場所だって」


　そう言われてみれば、そんな掲けい示じがしてあったような。


「ちび君も行くでしょ？　クルーエルも行くって言ってたし。名めい詠えいの練習ばっかりじゃバテるよ。たまには息いき抜ぬきもね」


「……クルーエルさんにも同じようなこと言われました」


「そうそう。んじゃ今からみんなで買い物行こうよ！　どうせ図書館にはミオいるんでしょ。なんだかんだでクルーエルも暇ひま人じんぽいし」


　言い終えるやいなや、少女がさっさと非ひ常じよう階かい段だんを降おりていく。


「ちょ、ちょっとエイダさん。今日部活あるんじゃなかったんですか！」


「いいよいいよ。今日はお腹なか痛いたいってことにするから」


　ほ、本当にいいのかな？


　でも、そういえば普段の授じゆ業ぎようもこんな感じだっけ。


「……エイダさんて不思議な人」


「え、なんか言った？」


　非常階段を降りる足をとめ、耳みみ聡ざとく聞き返してくる相手。


「ううん。なんでもないですー」


　白々しく嘯うそぶき、ネイトも非常階段を下っていった。
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「なあエンネ、お前暑くないの」


　ふと、隣となりを歩く相手が思い出したように口を開いた。


「暑いけど、でも教きよう師しならきちんとそれなりの服ふく装そうしておかないと」


　思わず頷きたくなるのをぐっと我が慢まんし、エンネは予あらかじめ用意しておいた回答を口にした。自分が着用しているのは白を基き調ちようとしたスーツ。白の生き地じは太陽光を反はん射しやするとはいえ、それでも暑いことに変わりない。


「それに、ミラーだって教師用の講義服着てたわよ」


「ああ、あの学者みたいな白衣ね。あいつはアレが好きなだけだっての」


　そう言ってくる相方は、派は手でなまだら模も様ようのＴシャツだ。それでも暑いらしく、今はその裾すそをまくり上げている。


「……ゼッセル、もうちょっときちんとした服装にしてきなさいよ」


　同どう僚りようであり幼おさな馴な染じみでもある男性教師。学内外問わず、その台詞せりふを今まで何百回聞いたことだろう。


「学園長は好きにしろって言ってたぜ。俺おれだって生徒の前ではきちんとするけど、夏休みのしかもこんな時間に生徒がいるわけが──」


「いたわよ、図書館が開くの待ってる子が。たしか一年生の子だったと思うけど」


「……左様でございますか」


「というわけで、明日からあなたもスーツ着用」


　……勘かん弁べんしてくれ。


　ぼそっと口にしかけた言葉を、彼が慌あわてて呑のみ込こんだ。


　トレミア・アカデミー、総そう務む棟とう。一階最さい奥おうの部屋──すでに自分たちがその近辺まで来ていたからだ。


　姿し勢せいを正す同僚の隣、それとなくエンネもスーツの襟えりを正した。


「やっぱ気になってるよな、お前も？」


「気にならない、と言ったら信じるかしら」


　からかうような口調の幼馴染みに、こちらも意味ありげに視線を送る。


「万一にも生徒に洩もれないようわざわざこんな早朝を選び、他言無用という条じよう件けんで教師たちを呼ぶ。どういった内ない容ようであるにしろ、それなりに構かまえて向き合う必要があるものに決まってるものね」


　眼前にそびえる、荘そう重ちような文様細工が施ほどこされた木製の大おお扉とびら。


「わたし、こういうの苦手なのよね」


　あなたに任まかせたということで、エンネは一歩後ずさることにした。


　おもむろに、前にいるゼッセルの背せを押おしてやる。


「……俺だって苦手なのに」


「ほら、頑がん張ばって。お昼ご飯奢おごるから」


「……ホント勘弁してくれ」


　二度目の嘆たん息そくを押し込み、ゼッセルが学園長室の扉をノックする。濃のう緑りよく色しよくの通路から一転、柔やわらかい真しん紅くのカーペットが敷しかれた部屋へ。


　学園長室。そこには既すでに、数人の教師が円えん陣じんを組むように立ち並ならんでいた。


「二人ともすまんな、わざわざ早朝に」


　円陣の中央、軽装服の老人が軽く手を掲かかげる。


「ひとまず揃そろったようだ。皆みなも忙いそがしいだろうし、用件だけ手短かに伝えよう」


　──用件？


　最も寄よりの壁かべに背を預あずけたまま、エンネは周囲の顔ぶれを窺うかがった。


　学園長、その側近として控ひかえるジェシカ教師長。その脇わきには一年生を担任する教師たち。他学年の教師は自分とゼッセル。そしてミラーか。


「さて今夏も、一年生たちの基き礎そ作りという主しゆ旨しで夏期集中補講が行われる。……が、諸君もまだ、先日の競演会コンクールにおける事件は記き憶おくに新しいことだろう」


　競演会コンクール──教師たちの表情が一いつ瞬しゆん険けわしいものになる。最悪の結果は免まぬかれたが、生徒や教師の中にも少なからず負ふ傷しよう者しやが出た事件だ。


　……あれは、あんまり思い出したくないのだけれど。


「我わが校の補ほ修しゆうをするため、例年この校こう舎しやで行っていた泊とまり込みの補講は取りやめになる。その代だい替たい策さくとして、フィデルリアにあるトレミア・アカデミー分校の校舎を利用することにした。臨りん時じの修学旅行のようなものになるな」


　唯ゆい一いつ表情を変えぬまま、中央の老人が二の句を継つぐ。


　分校。普段は学舎というより地ち域いきの集会所として開放されている施し設せつだ。エンネ自身はまだ訪おとずれたことがない。フィデルリア、確か海に面した地域だったかしら。


「問題は〈孵石エツグ〉だ」


　老人の声こわ音ねが微かすかに揺ゆれる。重さと苦みの混まじった声音。


「人命に至いたる事じ故こが起きなかったことは不幸中の幸いだが、例の事件で多少なりとも我が校の生徒、教師は被ひ害がいを受けた。むろん校舎そのものもな。……あの時は何かと偶ぐう然ぜんも重なったようだが、全すべての元げん凶きようは、我が校に持ち込まれたあの凶きよう悪あくな触媒カタリストにある」


　毒を吐はくように言い捨すて、壁にかけられた地図を老人が視し線せんで示しめす。


　大陸の北側、大陸に走る山脈寄りに穿うがたれた赤い点。これはトレミア・アカデミー。


　そこから多少離はなれた大陸の端はし。青く塗ぬられた海に面した地点、そこに穿たれたもう一つの赤い点。これが分校か。


「あの厄やつ介かいな触媒カタリストを精せい製せいしたケルベルク研究所。が、そこは大陸各所に支部があってな。もともと〈孵石エツグ〉を精製したのは研究所本部ではなく支部らしい。実際、我が校にあの触媒カタリストを持ち込んだのも支部の職しよく員いんだった」


　ケルベルク研究所の名前は、エンネにも聞き覚えがあった。大陸中央部に本ほん拠きよ地ちを構かまえる、相当の研究員を抱かかえる大規き模ぼな研究機関だ。講演として、その職員が我が校に招かれることも多々ある。


「で、先ほど研究所本部の方に連れん絡らくを入れたが、詳くわしい事情は支部の方の職員にと返してきおった」


　……なるほど。うっすらと摑つかめてきた。顔を持ち上げると、正面に立つミラーと視線が重なった。自分やミラーが微かすかに頷うなずく中。


「事情は把は握あくしました。一年生が夏期合宿に行く間に、俺たちはそこの支部所長に文もん句くの一つも言ってこいということですね」


「……ゼッセル」


　溜ため息いきの代わりエンネはまぶたを閉とじた。ここが学園長室でないのなら、隣となりに立つ馬ば鹿かの背せ中なかをつねってやりたいくらいだ。


「え、いやもちろん冗じよう談だんだって？」


　呑のん気きな表情で誤ご魔ま化かし笑いを浮うかべる幼おさな馴な染じみ。……どうしてこう男って、子こ供どもの頃ころの癖くせが治らないのかしら。


「まあ、ゼッセルの言うことも分からないでもないのだがな。今回ワシが気がかりなのはまた別の件だ」


　人ができていると言うべきか、老人の方はさして気を害した様子もないらしい。


「どうもその〈孵石エツグ〉を精製した研究支部が、一年生の向かうフィデルリアにあるということでな」


　……なんとまあ、タイミングが良いのか悪いのか。


　とはいえ、ケルベルク研究所はトレミア・アカデミーとの協力機関。こちらの支部と相手方の支部が隣りん接せつしているというのは、確かにありえる話ではある。


「ところがだ、つい一昨日本部の方から連絡があった」


　老人の言葉の先を継いだのは、自分と反対の壁かべに立つミラーだった。


「ここ最近、例のフィデルリア支部からの音信がまるで途と絶だえてしまっているらしい。しかもその音信の途絶えた時期が、学園で〈孵石エツグ〉が暴ぼう走そうした日のわずか数日後という事実も判はん明めいした。こちらからも連絡してみたが、やはり相手からの返事はなかった」


「音信が途絶え、さらにはその時期が競演会コンクールのものと重なる、か。原げん因いんの調ちよう査さは進んでないのか？」


　眉まゆをひそめるゼッセルに、老人が頷くように首を振ふる。


「それを今回、君たちに調べてもらいたい。ミラー君にはその件けんで、既すでに調べ物に取りかかってもらっている最中だ」


　なるほど。この部屋に入室した時から気になってはいたが、ミラーが小こ脇わきに抱えた資料レポートの中身がようやく想そう像ぞうついた。


「そのような場所を一年生の合宿として用いるのは、本来褒ほめられたことではないのだが……ケルベルク研究所支部のそういった状じよう況きようを把は握あくしたのが、こちらでもつい直前のことでな。昨日今日で、すぐさま候こう補ほ地ちを移い動どうすることが少々難むずかしい。まあ、分校と研究所支部も直ちよく接せつ隣り合っているわけではない。一年生を担たん当とうする教師諸君には、生徒が分校の敷地から出ないよう万全を期すよう頼たのんである」


　一年生の担任教師が一年生の見み張はり。


　と同時に、わたしやゼッセルの役目というのはつまり──その合宿に同行し講こう義ぎを担当する教師のふりを粧よそおい、研究所の様子を探さぐること。


「……重大な任にん務むですね」


「それだけあなたたちを信用しているということよ」


　そう応こたえたのは学園長ではない。


　ジェシカ教師長──かつて自分やゼッセル、ミラーの師事した教師。


「では、それぞれ自分の職務に就ついてくれ。分かっているとは思うが、この件については生徒に決して洩もれることのなきようにな」
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　甲かん高だかい汽笛を上げ、黒くろ塗ぬりの車体がプラットホームへと入ってくる。


　上空へとめどなく吐はき出される高温高こう圧あつの水すい蒸じよう気き。その理り屈くつの詳くわしいところまでは聞かされていないが、どうやらあの水蒸気を利用してピストン運動を起こし、その力を動輪へ伝える仕組みらしい。


「……わぁ」


　見上げ、思わずネイトは驚きよう愕がく混まじりの歓かん声せいを上げた。


「すごい！」


　金きん属ぞく製せいの車両が十近くも編へん成せいをなし、一つの列車を構こう成せい。どれほどの重量があるか想そう像ぞうもできないが、こんな鉄の塊かたまりが動くだなんてとても信じられない。


「ネイトは蒸気機関車って初めてか？」


　ぽんと肩かたに手がかけられる。見上げたそこに、体たい格かくの良い男子生徒。


「列車って初めて見ました。僕ぼく、こっちに引っ越して来るときは船を使ってましたから。オーマさんはあるんですか」


　返事の代わりに、クラス名めい簿ぼ片かた手てに、男子生徒を統とう括かつするクラス長は投げやり気味に肩をすくめてきた。


「俺は田舎いなかに帰るときにちょくちょくな。その時は気楽でいいんだけど……さすがにこれはひどいな」


　トレミア・アカデミーの一学年およそ四百人が一つのプラットホームに集結。おかげでプラットホームは生徒でごった返してしまい、どこに誰がいるかすら分からない。各クラスごとに集まるはずの予定が、現げん段だん階かいでオーマの下に集まってる男子生徒はわずか十人だ。


「なんつぅか、ここまで集まりが悪いとかえって潔いさぎよい感じがするな」


　クラス名簿をめくりつつ、呆あきれたまなざしで彼が周囲を眺ながめ回す。教きよう師しの方もそれぞれ生徒の誘ゆう導どうに回っているらしいのだが、その教師の姿すら人波に埋うずもれてしまっている。


「クラス委員って大変なんですね」


「俺はまだいいよ。うちの男子は見つけて声かければきちんと集まるから」


　はて。彼の言いぶりに首を傾かしげる。


「……そうじゃないことってあるんですか？」


「ほれ、大変なのはむしろあっちの方だって」


　彼の視し線せんの先──ハンドバッグを提げた、長身に緋ひ色の髪かみの少女が疲ひ弊へいしきった表ひよう情じようで、人波をかきわけプラットホームを走り回っていた。


　トレミアの制せい服ふくを着た少女がホームから離はなれ、ふらふらと駅構内の売店へと走っていく。その首根っこを摑つかまえて。


「こらミオ、どこ行くつもり！」


「ん？　えとねー、お土産みやげ買おうかなって。地ち域いき限げん定てい販はん売ばいだって」


　動じた素そ振ぶりも見せず、のほほんと答えるクラスメイト。その小こ脇わきには読みかけのミステリー本が挟はさんであったりする。


「まだ出発すらしてないでしょ、気が早い！」


　ミオをホームへと連れ戻もどすやいなや、彼女が次に目をつけたのは──


「……って、ちょっとサージェス、なんでそんな大きいリュック背せ負おってるの。列車内に持ち込める大きさじゃないわよそれ！」


「それがさー、クルーエル聞いてよ。わたし自分の布ふ団とんと枕まくらじゃないとだめなの。そんなわけでさ、登山部たる者、旅行の時は寝袋シユラフじゃないと。あとはテントと非ひ常じよう食しよくと雨具とコンロと──あ、ネイティじゃん。今夜、わたしの寝袋で一いつ緒しよに寝ねない？　すごい暖あたたかいんだよ」


「全部没ぼつ収しゆう！　怪あやしげな誘さそいも禁きん止し！　──ん？　こらキリエ、駅内は飲食だめよ！　ホームでお菓か子しは食べちゃだめだってあんなに言ったじゃない！」


「でもクルーエル。せっかく限定販売の特製クッキーなんですもの。料理研究会に所属する者としては……」


　しずしずと、ウェーブがかった髪を揺ゆらせる大人びた少女。まだあまり話したことはないが、彼女キリエもネイトのクラスメイトの一人だ。


「謳うたい文もん句くにつられすぎ！　そんなのどこでも売ってるわよ！　……あーもうっ、みんなお願いだからじっとしてて！　ていうか、無む駄だな抵てい抗こうはやめて大人しく捕まりなさい！」


　好き勝手に逃げようとするクラス女子たち。それを次から次へ摑まえて集合場所へと引き摺ずっていく、もう一人のクラス委員。


　その様子を、ぼんやりとネイトは見つめていた。


「……クルーエルさん、可哀かわい想そう」


「うちのクラス、どっちかと言うと女子の方が厄やつ介かいなんだよな」


　オーマが苦く笑しようするその後ろ。男子生徒の方はいつの間にか全員の顔ぶれがそろっていた。
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　……どうすればいいんだろう。


　敵てき勢せいの守りは盤ばん石じやくだった。


　全方位に対して隙すきがなく、一点の集中攻こう撃げきに対しても厚あつい守しゆ備び壁へきを敷しいている。残しておいたはずの坑こう道どうは敵てき駒ごまに埋められ、〈王〉を守る兵たちも既に分散させられている。


　──最後の特攻か？　いやしかし、捨すて鉢ばちになってはだめだ。


「ネイト君、決まった？」


「……も、もうちょっと考えさせてください。あと三十秒だけ」


　手元の盤面から目を離さぬまま、ミオに向かって首を振る。


　やはりまずは〈王〉の生せい存ぞんを優ゆう先せん。それにはまず15のＦに〈王〉を逃がすことだ。が、既に12のＦには相手の〈弓兵〉が詰つめている。ならば次じ善ぜん策さくは14のＤに〈王〉を移い動どうさせること。しかし、そこにもやはり敵の駒。敵駒自体はいたって普通の〈歩兵〉。自分の手番である今、〈王〉で攻せめ込めば奪うばえる駒だ。


　──ただ一つの危き惧ぐは……これが〈歩兵〉の仮か面めんを被かぶった〈道化〉である場合。


　わざと駒を奪わせるようなこの配置。あまりに怪しい。


「……まさか」


「ん？　ネイト君どうしたの？」


　頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべるミオ。ただし、その表情はにやにやと笑えみの形だったりする。もうここからして怪しすぎる。奪いにきてくれと言っているようなものだ。


　……だけどだめだ。もう時間がない。賭かけに出るしかないのか。


「じゃあ、〈王〉を14のＤに逃がします」


「そこ、あたしの〈歩兵〉がいるんだけど。〈歩兵〉を奪うということでいいのかな」


　無言で頷うなずき、自駒を相手の駒の上に重ねる。


「ではでは、どうぞご覧らんあれ」


　言われるままミオの〈歩兵〉をつまみあげ、その裏うらを見る。


　駒の裏うら面めんに、奇妙な笑みを浮かべたピエロのシール。


「あああっ、やっぱり道化トラツプだったぁぁ！」


「はい、ネイト君の負けー」


　ゲームの成せい績せき帳ちようらしきものに結果を書きつつ、ミオがけらけらと笑う。


「ま、初めてにしては上出来上出来。精しよう進じんしなさい少年。長きにわたる修しゆう練れんを修おさめれば、いつか日の目を見ることもできるであろう」


　……ミオさん、人格変わってます。


「僕、頭使うゲームは苦手なんです」


　駒を片かた付づける片手間に頭を搔かく。


　列車での移い動どう時間は三時間ほど。その間、クラス内で盤ゲームのトーナメント戦をしようという話になったのだ。ネイトはこのゲーム自体初めてだったのだが、全員参加ということで半ば強きよう制せい的に参加させられた。おまけに運悪く、一回戦目の相手が優ゆう勝しよう候こう補ほのミオだった。


「それに、ミオさん強すぎですよ」


「このゲーム、カイ様もやってるらしいからね。いつかお相手したいなって時々練習してたんだよ。ちなみに今の戦い方も、あの人と同じスタイルなんだ」


　虹色名詠士カインツさんが？


「前にどっかの雑ざつ誌しのインタビューに載のってたよ。『最初は先せん輩ぱいに無理やり誘さそわれたんだけど、やっていくうちにはまりました』って」


「先輩？」


　最高の名詠士とも名高い虹色名詠士カインツ。ある意味、彼のそのイメージからほど遠い単語だ。


　先輩って、まさか母さんのこと？　いやでも多分、カインツさんと母さんは同級生のはずだし。となると、他にそれらしき人は思いつかない。


「気になるよね。詳くわしく言ってなかったから尚なお更さら。母校の先輩か何かだと思うけど。カイ様が『先輩』って呼よぶなんて、その人も何かすごい名めい詠えい士しなのかな」


「まさか。ただの頑がん固こ親おや父じよ」


　やおら、日焼けした少女が一つ前の座ざ席せきからひょいっと首を出してきた。


「エイダさん？」


「ん、エイダ何か情じよう報ほう持ってるの？」


　対し、苦笑気味にパタパタと手を振る彼女。


「ああ、気にしないで、あたしの独ひとり言」


『……はあ、そうですか』


　ぼんやり口を揃そろえるネイトとミオ。


「それよりミオ、二回戦の相手あたしだから。よろしく」


「あらエイダ、一回戦勝ったんだ？」


　驚おどろきの声を上げるミオ。


「ふふふ、せいぜい油ゆ断だんしないことね。何気にあたしこのゲームやりこんでるんだから」


「ほう。それは楽しみだね」


　何やら怪あやしげに目を光らせる二人。それを後しり目めに、ネイトは席から立ち上がった。


「オーマさん、僕ちょっと列車の中見て回ってきたいんですけど」


「ああ、列車の一部は他の学校もいるらしいから、迷まよわないようにな」


　ゲームの盤から目を離さず、クラス委員は気楽に手だけ振ってきた。
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　先頭車両、プライベートルームとして設もうけられた個こ室しつで──


「……研究所の偵てい察さつ、気をつけてくださいね」


　ぽつりと、若わか葉ば色のスーツを着た女じよ性せい教きよう師しが思い出したように顔を持ち上げる。その様子を、椅い子すに腰こし掛かけたままゼッセルは視界の端はしで眺ながめていた。


　ケイト教師、いや教師補ほか。専任は青色名詠。配属されてまだ日が浅いものの、一年生の担たん任にんとしてよくやっているという話を職しよく員いん室しつでしばしば耳にする。


「うん。でも、そこまで大変な仕事ではないと思うの。単に研究所側と意い思し疎そ通つうできればそれで済すむ話だもの」


　部屋の隅すみに置かれた観葉植物に触ふれながら、エンネ。


　──はい噓ダウト。


　声に出すことなく、ゼッセルは心中呟つぶやいた。幼馴染みエンネの癖くせだ。何か不安を抱かかえ込こむ時、必ず近くの植物に触れたがる。


　凶きよう悪あくな触媒カタリストを造つくりだした研究所。そして今、音信が途と絶だえている。単なる設せつ備びの異い常じようか、あるいは何かしら危き険けんを伴ともなうものだとしてもおかしくない。事実、他ならぬ学園長から昨夜、用心しろと耳打ちされたばかりだ。


「ま、俺おれとエンネはぼちぼちやるさ」


　……しかし気になるな。


　情報収集を担当しているミラーから受け取った資料レポートは総そう計けい三十枚まい。職員の過か去こ五年分の経けい歴れき、研究所の資本金出資元、経けい営えい実績まで。しかしそのどこにも、〈孵石エツグ〉を製造した研究者の名前がないのだ。最重要とも言うべき情報が。


「ミラーさんが載のせ忘わすれたというのは？」


「あまりそっちには期待しない方がいいな。こういう報告事例に関して、あの完かん璧ぺき主しゆ義ぎ者しやがそんな必須事項を落とすことは考えにくい」


　──つまり、現時点においてトレミア・アカデミーの情報部、そしてケルベルク研究所の本部ですら、その支し部ぶにおける〈孵石エツグ〉の製造責せき任にん者しやを突つき止めていないことになる。


「結局のところ、それなりに用じ……」


　言葉半ばでゼッセルは口をつぐんだ。通路に響ひびく足音。テンポが速い、走っているのだろう。それが徐じよ々じよにこちらへと近づいてきている。


「ケイト先生！」


　扉とびらをノックする音に、名を呼ばれた女性教師が席から立ち上がる。


「オーマ？　どうしたの」


「別車両に乗っていた他校の生徒と、うちのクラスが小こ競ぜり合いに。止める間もなくうちの女子が──」


「なんですって！」


　表情を強こわ張ばらせ、ケイトが急いで扉を開ける。目の前に息を荒あららげる男子生徒。


「女子……まさか誰か怪け我がでも」


　が。予想に反し、息こそ荒らいでいたものの彼の様子は落ち着いたものだった。緊きん張ちようというより、その表情はどこか疲つかれたかのような。


「あの、いえ……エイダとかサージェスとか含ふくめ、うちの猛も者さが先せん陣じんを切っていったので」


「あー、ユン家の娘むすめさんか。他校の生徒も災さい難なんだな」


　苦く笑しようを隠かくす気にもなれぬままゼッセルは立ち上がった。


　エイダ・ユン。特とく殊しゆな生い立ちゆえ、トレミア・アカデミーに彼女を知らぬ教師はおるまい。ある意味それは、あの夜色の名詠を学ぶ少年よりも特異なものだ。


　武ぶ家け貴き族ぞくとして大陸中に名高いユン家、その一人娘。本来『祓名民ジルシエ』の第一人者として脚きやつ光こうを浴びるはずが、なぜか名詠の学校に入学してきた少女。当時は教師内でも話題になった。あの学園長が直ちよく接せつ本人に意向聴ちよう取しゆをしたほどだ。


「オーマ、争い自体は終わったの？」


「えっと、ひとまずウチの女子は全員無む傷きずです。……今は自分たちの席で、勝利の美酒ジユースで乾かん杯ぱいしてるくらいですから。ただあっちの学校は何人か犠ぎ牲せい者しやが出たみたいで」


　ああ、早くも問題事……苦く悶もんの表情でケイトが目頭を押おさえる。彼女の肩かたを叩たたき、ゼッセルは彼女の代わりに通路へ出た。


「彼女の親父クラウスさんとは一いち応おう面めん識しきあるし、俺が行くよ。頭使うよりこういうのが楽でいい」


「あなたまで喧けん嘩かしないようにね」


　本気か冗じよう談だんなのか。どちらともつかぬ口調で幼おさな馴な染じみが釘くぎを刺さしてくる。……はいはい、分かってますよ。


「相手の態たい度ど次し第だいではちょい難なん航こうするかもな。そっちは俺の分の資し料りよう読んでおいてくれ。俺が千文字以上の文読むと眠ねむくなるの知ってるだろ」


「もう読んでおいたわ」


　さすがに付き合いが長い。そう応こたえてくるエンネの前、彼女の物に加えいつの間にか自分の分の資料が積まれていた。


　──喧嘩の仲ちゆう裁さいか。研究所の方もそれくらい単たん純じゆんな話だと楽なんだけどな。


　呟きかけた言葉を胸の内に押し戻し、ゼッセルは列車の後部車両へと足を進めることにした。
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　列車の最さい後こう尾びは、テラスを思わせる設せつ計けいの、吹ふき抜ぬけの空間だった。夏の陽ひ射ざしが照りつける中で、突とつ風ぷうに制せい服ふくが煽あおられるのはむしろ心ここ地ちよく感じる。


「みんなで旅行かぁ」


　転落防ぼう止し用の柵さくに摑つかまり、ネイトは流れゆく景色を何の気なく眺ながめた。


　……でも、アーマはいないんだ。


　賑にぎやかだった車両内と一転、耳元で唸うなる風鳴りと車輪がレールを軋きしませる音しか聞こえてこない。


　暑い気温の中、制服が風でなびくのは心地よい。でもその風鳴りも、どこか寂さびしい音色に聞こえてしまう。旅行という楽しいはずの騒さわがしさに、けれど、自分にとって最も身近だった相手がいないから。


「──ねえアーマ。僕、列車って初めて乗ったよ」


　テラスを過すぎる突風に搔かき消されてしまうほどの、小さな独ひとり言。どこからも返事はない。返事が来るはずもない。それでも普ふ段だんの癖くせで、自分の肩先に話しかけてしまう。


「すごく速くてすごく頑がん丈じようそうで……でもね、逆ぎやくにそれが少しだけ」


「少しだけ、怖こわい？」


　……今の、僕じゃない。


　声は自分のすぐ近く。振り返るまでもなかった。その声が、とても自分と親しい人のものだったから。


「──クルーエルさん」


「わたしも抜ぬけ出してきちゃった」


　緋ひ色の髪かみを風になびかせる少女。こちらが相づちを打つより先、彼女は自分の横に立ち並ならんできた。


「クルーエルさん、朝大変そうでしたね」


「いつものことよ」


　少女が呆あきれ混まじりの苦く笑しようをこぼす。そしてそのまま、数秒の静せい寂じやくを挟はさみ──


「すこし安心したよ」


　移うつり変わる風景を見つめたまま、隣となりの彼女はそっと頷うなずいてきた。


「え？」


「夏休みの間ちょくちょくキミと一いつ緒しよにいたけど、時々キミが辛つらそうな表か情おしてたからね。何がそんなに辛いのかなって……大体予想ついてたけど、確かく証しようはなかったから」


　その自覚はなかった。自分はただ、アーマや母さんに会いたくて名詠を頑がん張ばりたい、そう思って練習しているつもりだった。──少なくとも、自分ではそう信じていた。


「ぼく、そんな表か情おしてましたか」


「今わたしが声かける前もそんなだったよ」


　口元は優やさしく微笑ほほえんでいるのに、彼女の瞳ひとみはどこか悲しげな色を灯ともしたまま。


「でもその理由が分かった。だから安心したの。『早くアーマに会いたい』、どうやら悩なやみの方向は前向きみたいだからね」


　その言葉の裏うらに潜ひそむ想おもいに触ふれ、ネイトはまぶたを伏ふせた。


　……そっか。僕はこの人に、こんなにも心配をかけちゃってたんだ。


「──ごめんなさい」


「寂さびしい気持ちは分かるから謝あやまらなくていいよ。でもね」


　ふわりと、彼女が視し線せんをこちらに向けてきた。


　いつもと同じ。夏休みに一緒にいてくれた時と同じ。母のそれにも似にた安らかな表情。


「ミオもわたしもケイト先生も、みんなキミの近くにいるんだから。もっと頼たよってもらってもいいって気持ちはあるかな」


　じゃあ、もしかして、クルーエルさんが夏休みも一緒にいてくれたのは。


「──風、気持ちいいね」


　こちらの思いに気づかぬように、いや、あるいは気づいたからこそかもしれない。


　仰あおぐように、目の前の彼女は頭上の雲へと瞳を向けた。


「せっかくの旅行なんだから楽しまないと、ね？」





　　　　３





　風が……湿しめってる？


　列車を出てふと感じた違い和わ感に、無む意い識しきのうちにネイトは足を止めていた。


　駅えき舎しやを出てすぐ、濡ぬれた空気が顔に触れる。不思議な匂においのする風。どこか懐なつかしい。それはきっと、海辺が近いからなのだろう。


　──そう言えば、船に乗った時もこんな感じがしたっけ。


　一度だけ、母に連れられて乗ったことがある。あの時は船ふな酔よいでろくに海も見られなかったけれど、この匂いは確かに覚えていた。


「おーい、ちび君、早くこないとはぐれちゃうぞー」


　離れた位置からかかる声に、反はん射しや的に姿し勢せいを正す。ぼんやり足を止めていた間に、クラスの集しゆう団だんから離されてしまった。


「あ、はい！」


　一ひと抱かかえはある荷物を背せ負おい、クラスメイトの後を追う。


「あれ。エイダさん、それ」


　左手に荷物を抱える彼女は、右手にも細長い物を携たずさえていた。黒くろ布ぬのに巻まかれた、彼女の身長を上回る大きさの。


「ん？　ああこれか。昔の癖でさ、これ持ち歩かないと落ち着かないのよ」


　やっぱり鎗やりか。けど、いくら何でも刃は物ものには違ちがいないだろう。そもそも、どうしてこんな大きな物の携けい帯たいをケイト教師が許きよ可かしたのか不思議なくらいだ。


「……学校の先生たちは、あたしのこと知ってるから」


　何を。そう訊たずねるより先、彼女の方がさっと歩調を速めた。


「ま、色々とね」


　口早に呟つぶやき、それきり彼女が押おし黙だまる。物言わぬ少女、だから、ネイトもそれ以上は訊けなかった。


　お願い、触れないで──彼女の小さな背中が、そう言っているように思えたから。
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　赤茶けた正門から見上げる、鼠ねずみ色の巨きよ大だいな校舎が陽ひに映はえる。


　トレミア・アカデミー分校。芝しば生ふで覆おおわれた本校の敷しき地ちと異ことなり、ここは目の細かい砂すなを敷き詰つめた路面になっていた。


「はい、じゃあここで一度解かい散さん」


　クラスを先せん導どうする担たん任にん教師が校舎のロビーで振ふり返る。


「うちのクラスの部屋は男子が三階東の第一室と第二室。女子が西の第三と第四ね。荷物を置いて、三十分後に中央ホールに集合すること」


　本校と異ことなり建物は一棟とう。だがその大きさは本校一年生校舎のおよそ二倍。一階がロビー、二階が教室。三階が宿しゆく泊はく用の施し設せつになっているらしい。


「んじゃ、うちらは東だからこっちだな」


　ルームキーを握にぎりしめ、オーマが右階段へと進んでいく。


「廊ろう下かとか、トレミア・アカデミーのものと同じですね」


「なんたって分校だからな。っと、第三……第二……ここか」


　宿泊部屋の扉とびらを開ける。さっと目を焼くまぶしい陽に思わずネイトはまぶたを閉じた。


「おー、これすごいな」


　部屋に入るやいなや男子生徒が声を上げる。その視線の先は窓まど。


　ガラスを通した視界の先──三階から見下ろす風景が青一色に染そまっていたからだ。


　彼方かなたに渡る水平線。このまま世界の果てまで続いているのではと錯さつ覚かくさせるほど広大な、透すき通った紺こん碧ぺきの海。その手元、一直線に広がる白はく砂さの浜はま辺べ。


　……波の音は聞こえてたけど、こんな近くだったんだ。


「めちゃくちゃ海日和びよりだな。こりゃ初日くらい遊びに行くか」


　荷物を部屋の端はしに置き、クラス委員のはずの男子生徒が両手を広げる。


「ええっ、今から授じゆ業ぎようじゃないですか」


「ん、ああ、冗じよう談だんだよ冗談」


　おどけた様子で、当人は荷物の中から勉強道具を取りだしてみせた。


「いやでも、女子だってきっとそんな感じだぜ。先生だけだよ講こう義ぎしたがるの」


「そうなんですか？」


　クルーエルさんにミオさん、女子の方はみんな真ま面じ目めに講義を受けると思うんだけどな。





「うわっ、めちゃくちゃいい天気。最高の海日和じゃん！　てかビーチほとんど人いないし、これまさかトレミアのプライベートビーチってやつ？」


　登山用のリュックを放ほうりだし、サージェスが窓まど枠わくへと駆かけていく。


「すっごーい。これはあれだね、泳げって言ってるようなもんでしょ」


　上の制せい服ふくを脱ぬぎだすエイダ。タートルネックのインナーではなく、なんと彼女は制服の下にすぐ水着を着用していたらしい。


　ゴーグル片かた手てに走りだそうとする二人。


「はいはい、二人とも待ちなさい」


　あわやというところで、クルーエルはその首くび筋すじを摑つかまえた。


「ダメに決まってるでしょ。ていうかそんなことされたら、クラス委員のわたしが怒おこられること分かってます？　それとも、分かってやってた？」


「え、ああ、冗談冗談。……クルーエル目が怖こわすぎ」


「ねー。優ゆう良りよう真面目なわたしたちが、そんなことするわけないでしょ」


　向き合い、互たがいに口を合わせる二人。


　……まったくもう。服の下に水着を着ておきながら、冗談も何もないだろうに。


「あなたたちの場合は冗談に聞こえないから怖こわいのよ」


「クルル、クラス委員て大変だねえ」


　勉強道具を取りだしながらけらけらと笑うミオ。


「……クラス委員に推すい薦せんしてくれたのはどなたでしたっけ」


「えへ、あたしあたし」


　まったく、天然なのか図太いだけなのか。罪ざい悪あく感の欠片かけらもない笑顔で断だん言げんしてくるから困こまったものだ。まあ、あえて確たしかめたいとも思わないけれど。


「でも先生だってきっとそうじゃない？　こんな暑い日に講義なんかやってらんないって」


　水着の上、再ふたたび制服を羽は織おりつつエイダがぼやく。


　……そう思ってても、そんなこと堂々と口にする先生いるわけないでしょ。





「おおっ、こんな近くにこんな綺き麗れいな海辺あったのか」


　荷物を抱えたまま、ゼッセルは部屋の窓を勢いきおいよくこじ開けた。


「ほとんど人いないのか！　こりゃ生徒には自習させておいて海で遊──」


「ゼッセル。生徒が教室で待ってるわよ」


　部屋の扉。いつの間にやら、振り返ったそこには教本を脇わきに携えた同どう僚りようの姿すがた。


「……や、やあエンネさん。いらっしゃったんですか」


「今の、学園長に報ほう告こくしていい？」


　にこりと、いつになく清すが々すがしい笑顔で微笑ほほえむ女性教師。茹ゆだる暑さのはずが、背筋が一気に冷たくなった。


「い、嫌いやだなぁ、冗談ですよ冗談」


「それならさっさと講義室に行くわよ」


「……はい」


　渋しぶ々しぶ、講義用の教材を取り出す。


「生徒が真面目に勉強する中、わたしたちが怠なまけるわけにもいかないものね」


　──生徒だって遊びたいに決まってるだろ。


　ぼやきを内心に留め、ゼッセルは先導するエンネの背せを追った。








　今、思えば。


　やはりあの時くらい、多少羽目を外しても良かったのではないか。そう思う。


　少なくとも俺とエンネにとってあの一日が──合宿の初日が最初で最後の、そんな馬ば鹿か騒さわぎができるであろう唯ゆい一いつの時間だったのだから。




　三奏　『逃にげたくて　でも、なぜか　捨すてられなくて』
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　送風機の音、時計の秒びよう針しんが時を刻きざむ音、そして──生徒が鉛えん筆ぴつを走らせる音。


　無言で机き上じようの用紙とにらみ合う生徒たち。


　大教室に並ならぶ七十人強の受講生。だがその中で、実じつ際さいに筆を走らせている生徒は一割わりといったところか。


　……やっぱり、一年生にはまだ難むずかしかったかしら。


　教きよう壇だんの上、一通り生徒の様子を眺ながめ終え、エンネは胸むな元もとで腕うでを組んだ。


　トレミア・アカデミーへの入学時点で、生徒は自分の専せん攻こう色しよくを決めている。この教室に集まっている生徒は、自分の教える『Arzus白』を専攻とする者たちだ。ハイスクールに入りたてとはいえ、専攻色の知ち識しきは多少なりとも持っているはず。それを踏ふまえた上で──『Arzus白』の第二音階名詠ノーブルアリアにおいて詠よび出せる小型精命を列挙し、他色に属ぞくする小型精命と比ひ較かく考察した上で、その共通点及および相そう違い点を述のべなさい。


　エンネの用意した課題がこれだ。


　だがどうやら、他色の小型精命と比較しろという点が鬼き門もんだったらしい。自分の専攻色に属する小型精命、たとえば有翼馬ペガサスについて書けても、『Surisuz黄』の小型精命であるウィル・オ・ウィスプの特とく徴ちようまで覚えている生徒は僅わずかだった。


　……一年生だもの、仕方ないか。


　午前の講義終しゆう了りようの予よ備び鈴れいに、小さく吐と息いき。


「みんなごめんね、他の色の事を書けっていうのはちょっと意地悪だったわ。それは抜きで、『Arzus白』の部分さえ書いてあればいいから。書けた人から提てい出しゆつして、お昼ご飯にしてください」


　案の定、今まで唸うなっていた生徒が途と端たんに安あん堵どの表ひよう情じように。


「ですよね、先生これ意地悪すぎですよ」


「もー、それだけなら一時間前に書き終わってましたよ」


　雑ざつ談だん混まじりに試験用紙を提出する生徒たち。教壇に並ぶ列が終わった頃ころには、教壇に用紙の山。あっという間に教室から生徒の影かげが消えてしまった。


　これで全員かしら。


　乱らん雑ざつに重なった紙かみ束たばを整え、再び教室内を見回した。


「あら」


　教室の最後列、その隅すみ。人目につかない席に一人だけ生徒の姿すがたが。


「どうしたの？　もう無理しないでいいから」


「んー、でもあと一色書けてないんです。他四つは何とか書いたんだけど」


　用紙に視し線せんを落としたまま生徒が呟つぶやく。


「『Arzus白』だけで良いのに、すごいじゃない。それだけ書ければもう提出して十分よ」


「……えっと、それがねセンセ」


　ようやく生徒が顔を持ち上げた。日焼けしたボーイッシュな顔立ちで、すっとこちらを見つめてくる。


「『Arzus白』以外の色は書けたんだよ。でもさ、肝かん心じんの『Arzus白』が書けてないんだ」


　──エイダ・ユン。


『Arzus白』以外の色を全部書いた？　それはどういうこと。


「ちょっと見せてもらっていいかしら」


　机上の用紙を手に取る。


　……なにこれ。


　手にした姿し勢せいのまま、その用紙に記き述じゆつされた内ない容ようを凝ぎよう視しした。





　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ──その外見は黄色い球形の浮ふ遊ゆう体たい。人語は話さないものの、ある程てい度ど単たん純じゆんな命令ならば解かいするとされている。


　大きさは、統とう計けい上九十五パーセントの割合で直径七十センチから百センチの範はん囲い。最大百十三センチというのが公式に報ほう告こくされている。地上六十センチから八十センチの間を浮遊し、その移い動どう速度は時速三キロと遅い。術者の力量によっても異ことなるが、その存そん在ざい時間はおおよそ五時間。力を消費すればその分、滞たい在ざい時間は削けずられていく。


　臨りん戦せん態たい勢せいになると青白く発光し、注意が必要となる。高こう圧あつ電流を帯びた青い触しよく手しゆを伸のばし相手を感電させる。触手を伸ばす速度は移動速度の十倍。触手の長さは全固体で一いち律りつとなっており、最大百六十七・三センチ。触手の本数は最大三本、その太さは一センチ弱。上空及び横方向への攻こう撃げきは可か能のうだが、自分の真下に触手を伸ばすことは不可能。


　特筆すべき点は特になし。


　討とう伐ばつ難なん易い度ど、易。





　名めい詠えい士しにとって肝心な触媒カタリスト・〈讃来歌オラトリオ〉については一いつ切さい触ふれていない。それと対照的、その生態については異様に細かい記述。名詠の際さいに必要な知識ではなく、どちらかと言えばこれは──むしろ、この黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプと対たい峙じした時に必要となるデータ？


「討伐難易度……、易？」


「あっ！」


　自分の呟いた一言に、少女の方が表情をしかめる。


「書いちゃってましたか。つい昔の癖くせで」


「う、ううん。別に書いて悪い事じゃないから」


　試験用紙をめくる。他の名詠色における名詠生物。これらについても全すべて、詳しよう細さいな記述があった。それも触媒カタリストや〈讃来歌オラトリオ〉には触れず、ただ圧あつ倒とう的に綿めん密みつな生態データの列挙。


『Arzus白』については書く時間がなかったのだろうか。


　──いえ、違う。彼女は本当に書けなかったんだ。


　エイダ・ユン・ジルシュヴェッサー。試験用紙に書かれた名を見て、エンネはようやくその理由に行き着いた。


　赤サのラ小マ型ン精デ命ス、緑の小型精命エアリアル。


「ここに書かれてあるの、全部攻撃的な名詠生物ね」


　少女からの返事はない。その沈ちん黙もくが、何より自分の推すい測そくを正しい物と感じさせる。


　そう。『Arzus白』の第二音階における有翼馬ペガサスや一角馬ユニコーンは攻撃的な習しゆう性せいを持っていない。だからこそ、彼女はそれについて習っていなかったんだ。


　やはりそうだ。この少女が持つ名詠生物についての知識は全て、その名詠生物と戦うための知識。


「『Arzus白』、書かなくちゃだめですか」


　困った表情で頰ほおをかく生徒。


「そうね。せっかくここまで書いたのだから『……以上のことと比較し、『Arzus白』の小型精命の特とく徴ちようは、攻撃的な性せい格かくの名詠生物が少ないことだ』とでも書いてちょうだい。それで提出してもらえばいいわ」


「あ、そっか！　その手があったかぁ！」


　威い勢せい良く頷うなずき、少女が試験用紙にかじりつく。


　──あれ、瞬まばたきしていない？


　ふと気づいたが、実際に筆を走らせている時の彼女の集中力は中々に大したものだった。普ふ段だんの授じゆ業ぎようでは割とよそ見しがちな、あまり熱意の見られない生徒だと思っていたのに。


「はいセンセ、できたよ！　やれやれぇ、やっと終わったぁ」


　いそいそと机つくえの上を片かた付づける生徒。彼女が鞄を肩かたにかけるのを待って、エンネはその背せ中なかに声をかけた。


「ねえエイダさん」


「ん？」


「個こ人じん的な話になっちゃうのだけど、あなたのお父さんはあのクラウスさんよね？」


　明るい表情が一転、少女の双そう眸ぼうに影かげが差さす。


「……まあ一応、あの有名人があたしの親おや父じっぽいですよ」


　クラウス・ユン・ジルシュヴェッサー。武ぶ家け貴き族ぞくたるユン家の家長にして、数百を数えるであろう祓名民ジルシエの首領たる人物。


　祓名民ジルシエ──名めい詠えい士しと最も密みつ接せつな関係を持ち、同時に最も対極的な者たちだ。


『Nussis』、反唱とも呼ばれる、名詠物を送り還かえす術じゆつ式しき。触媒カタリストを持ち相手に直接触れるというスタイルをとるが、あの競演会コンクールでの事じ件けん、自分を助けるため反唱を用いたカインツが左腕を犠ぎ牲せいにしたように、その技法は常つねに危き険けんを伴ともなう。


「あなたもやっぱり祓ジ戈ルを持ってるの？」


　この問いに関しては、この少女はそれほど迷まよった様子もなく頷いてきた。


「あれは、祓名民ジルシエの家に生まれた人間なら必ず持ってますよ」


　素す手でで相手に触れるという、危険を伴う反名詠。それゆえ、素手の代わりに鎗やりを使って反唱を行う技法が編あみ出された。


　鎗の先せん端たんに五色の宝ほう石せきを付設し、名詠対象をその鎗で突ついた際さいに『Nussis』の術式を用いて送り還す。その特とく殊しゆ加工を施ほどこした鎗を『祓ジ戈ル』、そしてその技法に特化した者が『祓名民ジルシエ』と呼よばれるのだ。


「ユン家のあなたは、祓名民ジルシエの道に進もうとは思わなかったんだ？」


「……どうだろう」


　あやふやに言葉を濁にごす少女。その表情を見るに、あまりそれに関心を持っているという印象は抱かない。


　現在、祓名民ジルシエは本家であるユン家の他、いくつかの分家に分かれており、その家に生まれた子こ供どもは代々祓名民ジルシエとなるのが伝でん統とうだ。中でも本家たるユンは先人の活かつ躍やくもあり、代々要人の護ご衛えいにつくことが伝統となっている。今では武家貴族として確固たる地位を得るに至いたるほどだ。


　エイダ・ユン。もしそれを望むなら、クラウスの後こう継けいという偉い大だいな地位も望めるというのに。


　──いえ、祓名民ジルシエとしての訓練を受けていたのは間違いないはずよ。


　それは、この模も擬ぎ試験の結果が如によ実じつに示しめしている。これらの知ち識しきはおそらく、決して書物から学んだものではない。知識の全すべてが、彼女が実じつ践せんで身を以もつて、それこそ脳のうではなく骨ほねの髄ずいに刻きざみ込こんだもの。


「……まあ、あたしの方は生あい憎にく、そっちの才能なかったみたいですから」


「才能？」


「そそ。練習っていうか訓練ていうか、あたしそういうの割わりとすぐ逃にげちゃうんで」


　頭の後ろで手を組み、自じ嘲ちようじみた表情でエイダが笑う。


「……でも」


　言い終えるその前に。


「ねね、センセ、あたしも一ついいかな」


　なにかしら。視線で先を促うながす。


「エンネ先生って最上級生の担たん任にんだよね。なんで一う年ち生らの臨りん海かい学校に来てくれたの」


「一年生の担当の方が体調崩くずされたの。それでわたしが急きゆう遽きよ参加することになったのよ」


　それはある程度、最初から想定されていた生徒からの質しつ問もんの一つだ。淀よどみなく、こちらも用意していた答えを返す。そう、返したつもりだった。


「あ、それ噓うそ」


　途と端たん、少女の視線が鋭するどくなった。


「え？」


「それだとさ、ゼッセル先生も一いつ緒しよについて来た理由にならないもん。急遽って言われても、それじゃ納なつ得とくいかないよ。そもそも、一年生の担当で今回の臨海学校に来てない先生は確かに一人いるけど、その先生は前から旅行行くって嬉うれしそうに話してたしね。体調崩したからって理由も嚙かみ合わないよ」


　あまりに整然とした言いように、言葉に窮きゆうした。ゼッセルとの打ち合わせの際、確かにそれは自分も気に掛けていた。けれど、そもそもそんな突っ込んだ追つい及きゆうをしてくる生徒はいないだろう。心のどこかでは、そう高をくくっていた。


　──だけどまさか、それを突ついてくるのがよりによってこの子だなんて。


　普ふ段だんこの少女はどちらかといえば、遅ち刻こくが多く成せい績せきも芳かんばしくない問題児と聞いていた。それがこんな些さ細さいな疑ぎ問もんまで注意を払はらっているなんて。担任のケイト教師からもそんな情報はなかった。


　……どうする、ここから俄にわか仕じ込こみで噓を重ねるか。あるいは単に言葉を濁にごすか。


「ええと、それは」


　言いかけた時、午前の講こう義ぎ終しゆう了りようを報しらせる鐘かねが鳴り響ひびいた。


「お。やっと昼ご飯か！」


　緊きん迫ぱくな空気から一転、自分に背せを向け、何事もなかったかのようにエイダが教室の出口へと走りだす。


「え、ちょ、ちょっと。エイダさん？」


「ごめんね先生、午後はクラスのみんなで海行く予定なの！」


　無む邪じや気きな笑顔で言い残し、少女はあっという間に消えてしまった。


「ま、待って！」


　それを追いかけようとした瞬しゆん間かん──


　窓まどの外の世界が、真しん紅くに燃もえ上がった。


「……えっ？」


　二階にあるこの大教室。その窓からも全ぜん容ようが見通せないほど、異い様ような猛もう火かが眼がん前ぜんに在あった。それも、気味が悪くなるほどに色が濃い。真っ赤という言葉を超こえた緋ひ色。炎ほのおというより、さながらそれは、人の鮮せん血けつを思わせる。


　──一体、何が起きたっていうの。


　天上すら焦こがすように、どこまでも果てなく燃もえ立つ緋色の炎。あまりの眩まぶしさに目を開けていられない。窓の外、位置的には校庭近くの広場だったはず。この時間はたしか、ゼッセルがそこで名詠の実じつ技ぎ指し導どうをする予定になっていた。


　ならばこれはゼッセルの？　いえ、こんな化け物じみた炎、果たして彼が全力でやったって詠よべるかどうか。そもそも、実技指導で彼がここまでする理由がない。


　眩しいながらもその炎を睨にらみつけ、その途端──唐とう突とつに、その眩しさが消え去った。


「炎が、消えた……？」


　矢や継つぎ早ばやに起こった一連の出来事に、エンネは無意識的に息を呑のんだ。


　既すでに先の静けさを取り戻もどしている外の世界。見れば、教室に入り込んでいた火の粉も消えている。


　さっと窓の傍そばにかけよる。しかし、窓から見下ろした広場にそれらしき人ひと影かげはない。


　生徒もゼッセルも見あたらない。つまり、既に彼の講義は終わってたということになる。ならばやはり、あれはゼッセルの名詠ではなかったのだ。一体誰だれが──


「エンネ、いるか？」


　やや大きく、教室の扉とびらがノックされた。


「ゼッセル！」


　がらりと音を立てて開く扉。入ってきたのは、珍めずらしく整った服ふく装そうの同どう僚りようだった。


「ゼッセル、広場で上がった炎見た？」


「そりゃ、あれだけ派は手でなら嫌いやでもな」


　のほほんと、陽気な口調で頷く彼。動じた様子がない、つまり。


「もしかして、あの炎を名詠したのが誰か分かってる？」


「ああ。さっき広場で講義してて、一人だけ毛色が違ちがうのがいたんで気になってた。そしたらそれが、講義が終わって他の生徒が校こう舎しやに戻っても、その一人だけが戻らないときた。んで、ついつい物もの陰かげから様子を見てたら案の定、ってとこだ」


　まさか、さっきの炎は生徒が名詠したというの。まだハイスクール一年目の生徒が？


「その生徒、誰」


　最上級生を教えるエンネだが、名詠に秀ひいでた生徒は他学年の者でも覚えるようにしている。一年生でも、数名は目をつけている生徒がいた。


　ところが──


「いや、言っても分からんと思う」


　やおら、彼は考え込むように頭上を見上げた。


「どうしてそう言い切れるの」


「……ノーマークだったからさ」


　試ためすような口ぶりで呟つぶやき、彼が肩かたをすくめてみせる。


「エンネ、競演会コンクールで真っ赤な羽根をやたら沢たく山さん詠び出した生徒って覚えてるか？」


　真っ赤な羽根？　名詠式において、羽根を詠び出すのはさほど難しい部類ではない。競演会コンクールにおいても、羽根ではなく無数の鳥を名詠した生徒の方が注目を浴びていた。自分も鳥を名詠した生徒の顔は覚えているが、羽根となると。


「……すぐには出てこないわね」


「無理ない。俺も、ついさっきそれを思い出したくらいだしな」


　競演会コンクールの発表時点では他の生徒と変わらない。しかしこの合宿の時点では既に、ゼッセルが自然と一目置くほどまで成長したということ？


「そんなとこだな。競演会コンクールから今日まで、その間あの子に何があったかは分からない。だけどもし、このままの速度であの子が名詠を覚えていけば」


　どこか楽しげに、彼の口調に抑よく揚ようがつく。


「来年の今いま頃ごろには間違いなく、他の上級生を抑おさえて『Keinez赤』の筆頭生徒になる。いや、来年を待たず今年中にもなるかもしれない。とにかく俺から見ても、ちょっと怖こわくなるくらいの子だ。大した原石だよ」


「教師としては冥みよう利りに尽つきる？」


「上う手まくいけばの話だな。……むしろ、少し不安もある」


　珍しく、歯切れ悪そうに彼は続けてきた。


「講義中に名詠に成功すると、大たい抵ていの生徒は喜んで俺おれに報告にくる。だけどあの子だけは違った。上の空って言えばいいのかな。怯おびえたような表か情おつきで、俺が声をかけるまで口もきけない感じだった」


　名詠とは、自分の願う物を賛さん美びし詠びよせる式。だからこそ、自分で名詠した物に自分が驚おどろくというケースは本来ありえない。怯えるなど、もってのほかのはずなのに。


「いやまあ、それは俺の杞き憂ゆうだろうけどさ。ていうか、そうであって欲ほしい」


　いないと分かっていても、今一度、エンネは窓向こうの広場を見下ろした。いずれにせよ、今はその子に何かができるわけでもないらしい。


「ありがと、大体事情が摑つかめたわ。心配してたの。最初はあなたが、生徒に煽おだてられた挙あげ句くやらかしたかと思ってたから」


「……あ、そうですか」


　拗すねたように顔を背そむけるゼッセル。まったく、子こ供どもみたいね。その様子に盗ぬすみ笑いし、彼に先導する形でエンネは通路を歩き出した。


「さ、行きましょ。急がないと今日中に帰ってこれないかもしれないし」


　──目的地は、〈孵石エツグ〉を精せい製せいしたケルベルク研究所。





　　　　２





「じゃあ、今日はこれくらいにしましょう」


　クラス担任であるケイト教師が教本を閉とじる。


「はい。ありがとうございました」


「もうお昼ご飯の時間なのに、ちょっと遅おそくなっちゃってごめんね」


「い、いえ……僕が勉強してなかったからなので」


　教本を鞄かばんの中に詰つめつつ、ネイトは大おお慌あわてで首をふった。


　トレミア・アカデミーの講義は単位制になっており、必須科目の他、各々が自由科目を選せん択たくして受講する仕組みになっている。


　ネイトの受けた講義は名詠式における必須科目の一つ、歴史学だ。トレミア・アカデミーに転入する以前、自分ではほとんど未習だった分野でもある。


「教師わたしと二人っきりは、やっぱり大変だった？」


　苦く笑しよう混まじりの視線で、ケイト教師が面おも白しろがるように聞いてきた。この科目は、他のクラスメイトは夏休み以前に履り修しゆう済ずみ。残された自分はそのおかげで、こうしてケイト教師と一対一での勉強会だ。


「……大変と言えば大変でした」


「正直でよろしい」


　にこりと、むしろ楽しそうに微笑ほほえむ教師。


「ちなみにこの科目ね、あの虹色名詠士さんも苦手だったらしいわよ」


「カインツさんが、ですか？」


「教師長がこっそり教えてくれたの。あの人、昔カインツさんの先生だったこともあるから」


　ジェシカ教師長。転入の際に一度会っただけで、それ以い降こうあまり話した記き憶おくはない人だ。普ふ段だんは学園長の傍そばに控ひかえており、教師というより、今は学園長の秘ひ書しよに近いらしい。


「カインツさん、学生の頃から優ゆう秀しゆうだったんですか？」


「学生時の成績は学校で真ん中だったらしいわ。というより、あまり学校の講義には興きよう味みがなかったらしいんだって。今の歴史学も含ふくめてね。歴史に名を残すような人が歴史の勉強をしていないっていうのも、なんかちぐはぐな感じだけれど」


　──そういえば、お母さんも名詠式の歴史は教えてくれたことなかったっけ。


　偶ぐう然ぜんか必然か。そういった部分も、母と虹色名詠士は似ていたのかもしれない。


「さて、蛇だ足そくもおしまい。お昼ご飯にしましょ。早く生徒食堂行かないと自分の席も取れないわよ」


　あ、しまった。そう言えば、お昼ご飯一いつ緒しよに食べようってミオさんとクルーエルさんから誘さそわれてたんだっけ。


「ごめんなさい、お先に失礼します！」


　鞄を小こ脇わきに抱え、ネイトは慌てて通路へ飛び出した。
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　一階ロビーから外れた、吹き抜けの道。瑞みず々みずしく茂しげる草木が規き則そく正しく植えられ、頭上には雨を防ふせぐための簡かん素そな屋根。


　屋根の支し柱ちゆうに背を預あずけたまま──


　クルーエルは、ぼんやりと頭上の屋根を見上げていた。熱い陽ひ射ざしに、熱い風。汗あせばむ額ひたいを拭ぬぐうこともなく、その静けさの中にただ身を委ゆだねる時間。


　その静せい寂じやくを破やぶったのは、馴な染じみのある友人の声だった。


「あ、クルルいたぁ！」


　とてとてと、見知った顔の少女が走り寄ってくる。


「……ミオ？」


　その後ろにネイトの姿も。


「クルル、お昼の時間になっても来ないから探さがしたんだよ」


「あれ、もうそんな時間？」


　ぼんやりとした目をこすり、クルーエルは寄よりかかっていた支柱から背を離はなした。


「……ごめんね、授業が早く終わって少しぼうっとしちゃってて」


「まったくもー」


　ぷくりと頰ほおをふくらませ、ミオが胸むねの前で腕うでを組む。


「ミオさんと見てきたんですけど、やっぱり食堂混こんでました。三人分の席はちょっと空いてなさそうな感じで」


「仕方ない、食堂でご飯だけ買ってきて外のベンチで食べようか」


　顔を見合わせ頷うなずく二人。


「あ……ミオ、悪いけど、わたしの分も買ってきてくれるかな」


「うん、そだね、食堂混んでるから一人でまとめて買ってきた方がいいもんね」


　──ううん、違ちがうの。


　理由は別にあった。けれど、それは言い出せなかった。


「……クルーエルさん？」


　ミオが食堂の方へ駆かけていくのを見送り、ややあってネイトがこちらを見上げてきた。


「クルーエルさん、何かあったんですか」


「何かって？」


　深ふか紫むらさき色いろの髪をゆらし、彼は不安そうにおずおずと。


「……なんか、クルーエルさん今日元気なさそうに見えて」


　じっと見上げてくるネイトに、クルーエルはそれとなくまぶたを伏ふせた。


　──キミは、そういう部分が本当に敏びん感かんなんだね。


　前から薄うす々うす感じてはいた。顔色を窺うかがうといった類たぐいのものじゃない。純じゆん粋すいに、この少年はそういった部分が聡さといのだろう。


「うん……またちょっとだけ、迷っちゃった」


　ごまかすように、せめて精せい一いつ杯ぱいの作り笑い。


　……でも、なんて言えばいいんだろう。うまい言葉が見つからない。だから──


「あのさ。キミは、怖こわいと思ったことってない？」


　ひどく直ちよく接せつ的な、何の飾かざりもない言葉を、クルーエルは素直に口にした。


「怖いって？」


「名めい詠えい式しきが、だよ」


　その意味を推おし量はかることもできないのか、彼の方は目を丸くしたままだった。……やっぱり、わたしの質問の方が変なだけなのかな。


「あのね。さっきさ、広場の方ですごい炎ほのおが巻まき上がったの知らない？」


「あ、僕それ見ました！」


　興奮混じりの表情で少年が口を開けた。


「すごかったですよね。一緒にいたケイト先生も驚おどろいてたし、他の先生も原げん因いんを調べに行ってたみたいです。そのせいで授業がちょっと遅れちゃったくらいだから」


「──ネイト」





　あれ詠よんだの、わたしなんだ。





「…………え」


　沈ちん黙もく。優ゆうに数秒、ネイトが息をすることも忘わすれて立ちつくす。


「うそ……いや、でも……まさか、クルーエルさん？」


「信じられないよね。でも本当なの」


　うん。すぐには信じてもらえない方が当たり前。


　わたしだって、自分で信じられないんだから。


「わたしね、競演会コンクールでたまたま黎明の神鳥フエニツクスを詠びだせたでしょ。それから、少し変なの。なんか、こんなこと言うと変かと思われるかもしれないけど」


　一呼こ吸きゆう。小さな余よ韻いんを残したまま──


　自分の両の掌てのひらを見ながら、おずおずとクルーエルは先を続けた。


「名詠の調子が良すぎるの」


「良すぎる、ですか？」


　ぽかんと、彼の方が赤子のようにそれを復ふく唱しようする。


「ごめんね。自じ慢まんみたいに聞こえちゃうかもしれないけど……でも、本当に違うの。本当に怖いの」


　今日の午前中に行われた名詠の実じつ技ぎ指し導どう。課題として出された名詠が、自分でも不思議なくらいあっさり成しえた。〈讃来歌オラトリオ〉すら詠うたわず、名詠に要した時間は僅わずか数秒。


　いいえ、それだけじゃない。他の生徒の名詠が、ひどく幼おさなく思えて仕方なかった。


　あまりに稚ち拙せつな想像構築イマジネーシヨン、〈讃来歌オラトリオ〉。手に取るようにその組成が見透けてしまえた。こと『Keinez赤色名詠』に関して、できないことは何もない、そう錯さつ覚かくしてしまいそうなくらい。


「これはきっと勘かん違ちがいだ。そう思ってさ、授業が終わった後に一人で残って、火の名詠をこっそりやってみたの……触媒カタリストは、普通の赤い絵の具」


　その結果が、あの凄すさまじい炎だった。周囲に誰もいなくて本当に良かった。もし自分の近くに誰かがいたら──あれは、ただの火傷やけどじゃすまなかった。


「……それが、すごく怖かったの」


　両手で、クルーエルは自分の身体からだを抱だきかかえた。寒いわけじゃない、ふるえてるわけじゃない。痛いたみとして感じ取れるくらいに上り詰つめた心の昂たかぶりと、身体の火ほ照てり。それが、どうやっても鎮しずまらないから。


　競演会コンクールで真しん精せいを詠んだ副作用なのかもしれない。きっとわたし、一種の興こう奮ふん状じよう態たいになっちゃってるんだ。でも、こんなの違う。


「こんなの、いやだよ。わたし、そんなつもりで神鳥を詠んだんじゃないのに……」


　競演会コンクールで見た、あの力と暴ぼう力りよくに頼たよった最上級生のように。自分が何でもできると過か信しんして、名詠が暴発したらどうしよう。あの時の五色のヒドラじゃないけど、わたしがああいう物を名詠してしまう危き険けん性せいだって、きっとある。


　その可か能のう性せいに気づいてしまった時、目眩めまいにも似にた寒気がした。


「だから、急に名詠が怖くなっちゃったの」


　わたしの言葉の余よ韻いんが途と切ぎれるその前に。


「──でも」


　普ふ段だん遠えん慮りよがちな彼が、いつになく強い口調で言ってきた。


「でも、僕、クルーエルさんはあの最上級生の人みたいにはならないし、そんな怖い名詠詠んだりしないと思います」


　そう言ってくれるのは嬉うれしいよ。けど、だめなの。わたし……


「ううん。僕、信じてますから」


　お願い、今は、そんな目で見ないで。


「ありがとう……でも、ごめん。わたし、今は自分で自分を信じられないの」


　思わず目を逸そらしてしまった。あまりに真まっ直すぐな彼の瞳ひとみが、今だけは切ないほどに苦しかったから。


「──クルーエルさん」


　ふと、彼の声こわ音ねが変化した。


「お願いです。自分を信じられないなんて……そんな、そんな悲しいこと言わないで」


　目を逸らしたはずなのに、思わず彼の方へと瞳を向け──


　溢あふれる泉いずみの水みな面もの如ごとく。


　彼の黒こく瞳どうがゆらゆらと揺ゆれているのを、見てしまった。


　……ネイト？


「クルーエルさんは、自分を信じられないような人じゃないです。だってクルーエルさんは、それをこんなにも怖がってるんだから」


　唐とう突とつに、前まえ触ぶれなく──


「……な、なに？」


　彼は、両手でわたしの手をそっと握にぎってきた。


「あ、あのさ、ネイト？」


「だから、きっと平気です。僕、クルーエルさんの名詠なら、どんなものだって怖くないです。名詠が怖いのなら、僕も一緒にいますから」


　ち、違うの。手……いきなり何を──


「おまじないです」


　にこりと、その少年が微笑ほほえんだ。その目の端はしに、小さなしずくを浮うかべたままで。


「競演会コンクールで、クルーエルさんが僕にしてくれたことです」


　……わたしが。





〝だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟





　一字一いつ句く違たがうことなく、あの日あの時の光景が脳のう裏りに繰くり返される。


「僕、クルーエルさんの詠、大好きです。誰の詠よりも優やさしくて綺き麗れいで、素す敵てきです。……だからお願い、自分を信じられないなんて言わないでください」


　言葉を詰まらせながらの、おせじにも流りゆう麗れいとは言えない口ぶり。それでも彼は一生懸けん命めい、わたしに精一杯自分の気持ちを伝えようとしている。それが、伝わってきた。


　──そっか。


　こんなにまでわたしは、キミに信じてもらってたんだ。


　ちくりと小さな痛いたみを伴ともなって、胸の奥で生まれた何か。最初は痛かったはずの、言葉にもできないふしぎな何か。でもそれは次し第だいに、それは優しい温かみへと変わっていた。


　わたしずっと、わたしにできることはしてあげたいと思ってた。……でも、違った。わたしも本当はキミに、こんなにも心配をかけちゃってたんだね。


「あのぉ、もしかしてあの時のこと忘れちゃいました？」


　黙ったままの自分を、彼が寂さびしげな瞳で見上げてくる。


「ばか。忘れるわけないよ」


　つん、と、自分を見つめてくる少年の額ひたいを指先でつついた。
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「……痛いです」


「痛くないよ、男の子でしょ？」


　からかうように、クルーエルは片かた目めをつむってみせた。


　──ごめんね、心配かけて。


　でも、少し楽になったよ。自分のこと信じられないなんて、もう言わないから。


「……あのさ」


　なんか、キミってふしぎ。


　手のかかる弟に思えることも、落ち込みがちな友人のように思えることもある。けど、普通の学友のはずが──なんだか放っておけない、とても大切な人に思えることもある。


　わたしには、まだ分からない。


「わたしたちの関係って、何なんだろうね」


　ねえ、キミ自身は、どう思う？


「え、か、関係って？　えっと……クラスメイト？」


　悩なやみに悩んだ挙げ句、大まじめに答えてくる彼。


　うん。今は、きっとそうなんだよね。だけど──


「でもね、もしかしたら、これから変わっていくかもしれないよ？」


「変わるって？」


「ふふ、何だろうね」


「えー、教えてくださいよ」


　首を傾かしげたまま頰ほおをふくらませる少年。まだまだあどけないその仕草。やっぱり、お姫ひめ様さまを守る騎き士しにしては、まだキミはちょっと頼たよりないかもなぁ。


「わたしにもまだ分からないよ。ま、いいやそれは。……あ、ミオ帰ってきた。さ、どこでご飯食べよっか」


「……クルーエルさんずるぅ」


「ほらほら、早くご飯食べないと。午後からクラスのみんなで海行くんだから」





　　　　３





　頭上から燦さん々さんとそそぐまばゆい熱線。珊さん瑚ごを細かく砕くだいて敷しき詰つめたような白地の砂すな。透すき通った紺こん碧ぺきの海。押おし寄せては返す澄すんだ波に、日常の鬱うつ憤ぷんすら流れていくような。


　トレミアの敷しき地ちということで、一種のプライベートビーチのようなもの。まさに楽園と呼よぶにふさわしい。


　しかし──そんな光景もいいが、オーマたち男子生徒の関心は別にあった。


「……ネイトの奴やつ、おいしいよな」


　日陰で、砂浜に腰こしを下ろしたまま前方を見つめる水みず着ぎ姿すがたの男子その一。


「ああ、本人があれの価か値ちを理り解かいしてないってのが余よ計けいにな」


　右手にジュース、左手に団扇うちわ。それに遮光眼鏡サングラスを着用しつつオーマは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


　その視線の先。


　水着姿の女子十数人と、それに混まじって遊ゆう戯ぎに興じる子こ供どもがいた。





「ほら、ネイティ、そっち行った！　拾って！」


「え……あ、え……？」


　風に流れるボールを必死で追いかける幼い少年。砂浜に慣なれていないのか、その足取りはよろよろと、先ほどからどこか不安定だ。


「あ、あ、あーっ！」


　頼りない少年の悲鳴。間を置いて、ぽてっとボールが砂浜に落ちる音。


「あはは！　だめだなぁ、ちび君」


「でも、かわいー」


「うん。かわいいから許ゆるす！　ていうかそれでいい！」


　少年がボールを上う手まく繁つなげた時より、むしろ失敗した時の方が歓かん声せいが大きかったりする。


　いかに上手いプレイをするかではなく、いかに面おも白しろ可お笑かしいミスをするか。そっちの方をこそ、この少女たちは楽しんでいるらしい。





「……あれか、あれがうら若わかき十三歳さいの少年の魅み力りよくか」


「顔も男というか、中性っぽいしな。背せも低いし華きや奢しやだし。女子あいつらにしたら、からかいがいというか、いじりがいがあるんだろ」


　当初あの少年はライバルとして認にん識しきしていなかったがとんでもない。恐るべき強きよう敵てきが転入してきたものだ。


「あれ、そういや他の男子どこ行ったの？」


　近くの売店に行っている者、海で素す潜もぐりを楽しむ者。男子生徒の方はそれぞれが好き勝手しているようだが、それにしても人数が少ないような。


「ん。ほらアレだよアレ」


　オーマが顎あごでさすその方向。遊びに用いるボールを持ったまま表情をしかめる金きん髪ぱつ童顔の少女と、それを呆あきれ顔で見つめる緋ひ色の髪かみの少女。





「むー。おかしい。バレーの本では確たしかに理り屈くつ上……ここをこう打てばしっかりボールが飛ぶはずなのに。本読んでないクルルのがあたしより上手い理由が思いつかないのに」


「ミオ、だから本に頼りすぎだってば。実際に練習しないと上手くならないよ」


「……そっか。そうかもね」


「それより、泳ぐ練習するんじゃなかったの？」


「うん、それなら今から水泳の本を読んで──」


「……人の話聞いてないわね」





　その様子をしばし眺ながめ。


「ミオとクルーエルがどうかした？」


「無む謀ぼうな奴ら数人。この旅行がチャンスだってあいつらに告白してきたらしい」


　ほう。小さく感かん嘆たんの吐と息いきを洩もらし、男子生徒その一は女子の集しゆう団だんを盗ぬすみ見た。言われてみれば、男子複ふく数すう人が狙ねらう理由も確たしかに納なつ得とくできてしまう。


　ミオ・レンティア──紙上試験では学年随ずい一いちとも噂うわさされる秀しゆう才さい。であると同時に、愛らしい笑顔と穏おだやかな物もの腰ごしが際きわだつ女の子だ。誰だれ隔へだてなく接せつする彼女の振るまいは、生徒だけでなく教師からの信しん頼らいも厚あつい。


　かたや、クルーエル・ソフィネット。面めん倒どう見みが良い性せい格かくで容よう姿しも頭一つ抜ぬけているし、運動神しん経けいも抜ばつ群ぐん。試験の成せい績せきは控ひかえめに言っても良くはないのだが、それもまた愛あい嬌きようというものだ。


「で、結果は？」


「『……ごめんなさい。わたしたち、まだそういうの──』だってさ。該がい当とう者しや数人は傷しよう心しん旅行中。離れた砂浜でしばし心の傷きずを癒いやしてくるらしい。そっとしといてやれ」


「……次は俺が」


「やめとけ。返り討うちにあう犠ぎ牲せい者しやが増ふえるだけだ」


　冷れい淡たんに視線を交かわし、オーマは遮光眼鏡サングラスのブリッジを持ち上げた。





「よし、次ボール落とした子、罰ばつゲームね。ボール落としたら、明日の講義はこの水着のまま出席ということで！」


　女子全員が可お笑かしげに歓かん声せいを上げる中、顔を真っ青にする少年が約一名。


「え。ちょ、ちょっとそれは……あの、嫌いやな予感が」


「というわけで、行くよネイティ」


「う、うわ！　なんでいきなり球が速くなるんですか！」


「あら、ネイト君上手く拾ったじゃない。じゃあもう一度」


「え、な、なんで……いやそれは遠えん慮りよ──わぁっ！」


「ちっ。二回連続生き残るとは、やるわね」


「あ、あのですね。今あからさまに舌した打うちっぽいのが」


「よし今度こそ。じゃあちび君、三回連続に挑ちよう戦せんだ！」


「うわああっ！　やっぱり僕ぼく狙ねらいじゃないですかぁ！」


「あっ、ネイティ逃にげた！　全員、追えー！」





「てか、男子禁きん制せいなのになんでネイトだけ許ゆるされてるの？」


　もはや諦あきらめた口調で呟つぶやく男子生徒その一。


「許されるっつぅか、むしろ強きよう制せい参加させられてたしな」


　午後、自由時間のため男子生徒全員でビーチに集合という予定になっていた。集合時間、ほぼ全員の姿すがたが見える中、ネイトの姿がどこにもない。


　オーマ含ふくめ男子一同で探さがすさなか──突とつ如じよ聞こえてきた擦かすれた悲鳴。見れば……女子生徒複ふく数すう人に手足を縛しばられ、遥はるか彼方かなたへと連行されていく少年の姿。




[image: ]


　誘ゆう拐かい犯はんに何度か身み柄がらの引き渡わたしを交こう渉しようしたものの、あいにく彼女たちの目的は身みの代しろ金きんではなく、その少年本人だったらしい。


「……く、あれがうら若わかき十三歳さいの少年の魅み力りよくか」


　それ、さっき聞いた。


「男として見られてないってのも、それはそれで哀あわれな気もするけどな」


「ちょっ、ちょっとオーマさん！　黙だまって見てないで助けてくださいぃー！」


　今なお、追いかける女子集しゆう団だんから逃とう走そうするネイトの姿。


「……今ネイト何か言ったか？」


「いや、聞こえなかった。空耳だろ。助けてくれだなんて俺おれは聞いてないぞ」


　きっぱりと首を振り、オーマは鞄かばんから読みかけの雑誌を取り出した。


　……くそ、なんて羨うらやましいヤツ。
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「あーあ。今いま頃ごろ、生徒諸君は海辺で仲良く遊んでるのかな」


　砂すな地じを敷しき詰つめた路面。足あし下もとに転がる小石を、ゼッセルはぼやき混じりに蹴けりつけた。


「さっきからそればっかりね」


　横に立ち並ならぶエンネが苦く笑しようする。


「ミラーは情じよう報ほう部ぶに缶かん詰づめなんだから、それと比くらべれば良い方じゃない」


「いや、あいつ海嫌きらいなんだ。泳げないから」


「……まだカナヅチ直ってなかったの？」


　同どう僚りようの声に混まじる、どことなく楽しげな感情。


　水泳の教本を読んだ限かぎり理り屈くつ上はこれで浮うく──エルファンド学がく舎しや時代、水深一メートル二十センチのプールで何度あのインテリがその言葉を残して溺おぼれたことか。


「ほら、卒業旅行でも海行ったの覚えてるか？」


「随ずい分ぶん昔のことだけど、まあ一いち応おう」


　くすりと笑い声を上げ、エンネが口元に手をあてる。普ふ段だん教きよう師しとして見せる淑しとやかな笑みではなく、自分やミラー、幼おさな馴な染じみの間でだけ彼女がこっそり見せる快かい活かつな笑いだ。


「青色名詠を教える教師なのに、よりによって海が苦手ってのが個こ性せい的よね」


　卒業旅行の五日間。ただ一人ミラーだけは、最後まで海に入ろうとはしなかったのだ。


「まあどっかの誰かさんも、十六歳間近なのに浮き輪わ使っていましたけど」


「今は泳げるわよ。特訓したもの」


「どうだか、今回も旅行鞄かばんに浮き輪入れてたろ。エンネ先生、案外泳ぐ気まんまんですね」


「……何で知ってるのよ」


　ばぁか、鎌かまをかけてみただけだっての。


　むっと口を尖とがらせる彼女。その様子に微び苦く笑しようし──その何気ない会話は、唐とう突とつに終しゆう焉えんを迎むかえた。


　砂の路面から一転、硬かたく乾かわいた土が広がる敷地へ。


「……さて、お伺うかがいするか」


　一息分、ゼッセルは肺はいに残る澱よどんだ空気を吐き出した。


　ケルベルク研究所、フィデルリア支し部ぶ。


　褐かつ色しよくの巨きよ岩がんに刻きざまれた所名を後しり目めに、開放されている門を越こえる。


　……開いてる、か。


　それほど広いわけでもない敷地は、雑ざつ草そうが無む秩ちつ序じよに繁しげるだけ。


「誰かいたか？」


「見た感じ、外には誰もいないと思うけど」


「んじゃ、内部の方お邪じや魔まさせてもらうか」


　研究所正面扉とびら。その脇わきに設せつ置ちされた来らい訪ほう者しや用のブザーに手を触ふれた。機械的な呼よび出し音が内部でこだまし、その余よ波はが正面の扉伝いに自分たちまで響いてくる。


「鳴ってるのは確かだな」


　──なのに、なぜ内部からの応答がない？


　隣に目配せする。こちらの意図が伝わったらしく、エンネが無言で首しゆ肯こうする。


　左手に咄とつ嗟さ用の触媒カタリストを隠かくしたまま、右手で研究所の扉を開いていく。ギィッという錆さびついた音を立て、徐じよ々じよに口を開いていく研究所。


「……暗い？」


　電灯が灯ともっているかと思ったが、内部は数メートル先すら見通せない暗くら闇やみの帳とばりが降おりていた。やはり、何かおかしい。


　開けた扉へ外から陽が差し込む。僅わずかずつ、数メートル先の展てん望ぼうが明らかになり──


　玄げん関かんホールの光景が、視し界かいに触ふれた。


「…………っっ！」


　声にならない悲鳴をエンネが上げる。


　倒たおれかける彼女の肩かたを摑つかみ、ゼッセルはかろうじて平静を装よそおった。


　……これは何かの冗談だよな。


　石せき像ぞう。最初はそう思った。そう。玄関のロビーに飾かざってある記き念ねん碑ひの類たぐいなのだろうと。


　だが凝ぎよう視しすればするほど、それがただの石の彫ちよう刻こくでないと、嫌いやでも理り解かいしなくてはならなくなった。あまりに生々しく、そしておぞましい。


　お伽とぎ話ばなし等で何度も読んだことがある。だがまさか、こんな現象が現実にあるだなんて、今、この時まで欠片かけらも信じていなかった。


　何かに怯おびえたような形相の石像。必死で逃げようとする格かつ好こうの石像。


　──目の前にいたのは、石化した研究所の職しよく員いんたちだった。
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　押おし寄よせるさざ波の音。靴くつが白はく砂さを踏ふむ、軽く小さな音色。同じ一歩のはずなのに一つ一つが違ちがう音、聴きいていて飽あきることがない。潮しお風かぜを受けながらの砂浜の散歩は、ネイトにとってどこか新しん鮮せんなものだった。


「あ、貝かい殻がら」


　深い紫むらさき色いろの外面に、内側は紅べに色。不思議な色合いの二枚まい貝がいを拾い上げる。


「……クルーエルさんにあげようかな」


　昼の青い海ではなく、夕焼けに染そまった水平線。夜が始まる直前。だからこそ、余よ計けいに陽を身近に感じる時間が夕焼けかもしれない。


　ふと。波飛沫しぶきに混まじり、何かが宙ちゆうを切る鋭するどい音が鼓こ膜まくに届とどいた。


　──あれ？


　自分が進んできた方向の直線上、無人と思っていた砂浜に人ひと影かげが見えた。歩を進めるにつれ、次し第だいに速まる風鳴り音。速いだけではない、確かく実じつに強くなっていた。


　既き視し感かん。


　夕陽を浴びながら鎗やりを振ふるう少女が、数日前に見た屋上の光景と重なった。


「エイダさん？」


　一度目は純じゆん粋すいな驚きよう愕がく。二度目となる彼女の鎗そう術じゆつを見て、その凄すさまじさをネイトはようやく悟さとった。


　以前見た時は、その動きの華か麗れいさのみに目を奪うばわれていたが──今彼女が振るう鎗には美しさの中に、背せ筋すじを凍らせるほど冷たい、研とぎ澄すまされた鋭さがあった。


　自由を奪うばう砂の足場にもかかわらず、まるで動きに衰おとろえがない。なにより、踏ふみ込こみや跳ちよう躍やく、それらの動作がまるで無音なのだ。砂を蹴ける音すら聞こえない。


　あまりに静せい謐ひつ。あまりに澄みきった流れ。


　鎗術会。そんな、部活などという幼おさないレベルのものではない。


　……違う。あの時と何かが違う。


　素人しろうとのネイトでもはっきりと分かる。屋上で見た動きも驚いたが、今の少女の鎗はそれすら通り越し、見ていて恐くなるほどだ。


　そして──少女が片手で鎗を携え、全身を回転させると共に、更さらに鎗を高速で振り回す。


　そう。あの時、屋上で彼女が鎗を落とした場面。


　片手で回す、廻まわす、舞まわす。


　十回、二十回、三十回。


　いつまで経たとうと、彼女が鎗を落とすことはなかった。


　にわかに、少女の動きがそこで止まる。小さく洩もれる吐と息いき。この暑さの中あれだけの動きを見せておきながら、しかしその呼こ吸きゆうは一糸の乱みだれもなかった。


「……二度目だね、ちび君」


　困こまったような照れたような、複ふく雑ざつな表情でエイダが苦笑する。


「あ、あの。また鎗の特訓ですか」


「半分当たりで半分ハズレ。まあ正せい解かいにしてもいいんだけどね」


　それきり会話が途と切ぎれる。てっきり彼女の方から二の句を継ついでくるかと思っていたが、彼女は自分の握る鎗を、哀あい愁しゆうにも近い視線で見つめているばかり。


「エイダさん、本当すごいです」


「ん、すごいって？」


「お昼にあれだけみんなと一緒に騒いでたのに、夕方またそんな特訓してるだなんて」


　クラスの皆みなはと言えば、今は一いつ斉せいに部屋で休んでいる。自分も今までばったりと寝ねていて、少し前に目を覚ましたばかりだ。


「もう、ご飯食べるのとかと同じくらい習しゆう慣かんになっちゃったからね。十何年同じこと続けてれば誰でもそうなるよ」


　十何年？　鎗術会はトレミア・アカデミーに来てから入ったはずだ。それならまだ半年も経たっていないはずなのに。


「ちび君はあれだっけ。名めい詠えい士しになりたいのは、お母さんの遺のこした名詠を完成させたいからだっけ」


「はい。名詠士になるかどうかはまだ決めてないんですけど、まずは母の名詠式ができるようになりたいなって」


「──そっか」


　ぎゅっと鎗を握りしめ、彼女はゆっくり頭上を見上げた。


「……ちび君は怒おこるかもしれないけど、あたしはそういうのだめなんだ。だめっていうか、もう逃にげ出してきた後なの」


　ゆっくり、ゆっくり、自らに教え聞かせるかのように少女が息を吐つく。


「あたしの場合はね、生まれた家が特とく殊しゆだったの。祓名民ジルシエってわかる？　一言で言えば、名詠された物を還かえす専せん門もんの職しよく業ぎようみたいな感じの連中」


　祓名民ジルシエ。記憶の器をどれだけひっくり返しても、その単語の欠片かけらすら出てこなかった。


「……ごめんなさい、僕まだ勉強不足で」


「ううん、ちび君が知らなくて当然なんだ。詠よび出す側じゃなくて還す方。なんつか、地味なんだよ。でっかい生いき物もの出すとかそういう派は手でさがないからね。知名度も名詠士と比くらべて当然低いわけでさ。それを知ってあえて祓名民ジルシエを志し望ぼうする人はホント少ないの。だからこそ、祓名民ジルシエは父から子へと家か系けいを以もつて受け継がれることになるわけだ」


　仮かりに、とある街で名詠が暴ぼう走そうしたとする。この時、暴あばれる名詠生物を取り押さえるために別の名詠生物を詠んだとしたら、名詠生物同士の戦いで街はさらにぼろぼろになってしまう。たとえば競演会コンクール時のヒドラに同じヒドラをぶつけたとしたら、街一つがそのまま廃はい墟きよと化すのは想像に難かたくない。


　となれば、被ひ害がいを抑おさえつつ名詠生物に対たい処しよするには、反唱が望ましい。しかし近くにいる名詠士が、たとえばミオやクルーエルなど女じよ性せいしかいない場合、暴れる名詠生物に触れるという作業は非ひ常じように危き険けん。


　よって、反唱のためだけに知識と技ぎ術じゆつをつみ、暴れる名詠生物にも対抗できるよう心身を鍛きたえ上げた『反唱のプロフェッショナル』が必要となった。


「それが今の、祓名民ジルシエの始し祖そというわけ。もちろん、今も祓名民ジルシエとして頑がん張ばってる人はすごいと思うよ。身体張って命かけてる職だからね。一日たりとも一定量の訓練を欠かさない、尊そん敬けいすべき人たちだから」


　だけど──溜息にも似た吐息をこぼし、エイダがうつむく。


「それでもやっぱり、知ち名めい度どはすごく低いんだ。名詠士みたいな専門学校も無いしね。ただ延えん々えんと、独りぼっちでの練習。華やかさなんて欠片もないよ。……祓名民ジルシエって特殊な読み方も何か語ご源げんがあるらしいんだけど、親おや父じは教えてくれないの。ただ名詠士に対する劣れつ等とう感かんから生まれたものじゃないかって、疑うたがいたくなっちゃうよ」


　自嘲じみた微笑を浮かべる彼女。応えに迷い、ネイトはそっと視線を逸そらした。


「エイダさんのお父さんも、祓名民ジルシエなんですよね」


「……うん。一いち応おう祓名民ジルシエの本家がユンでその家長だから、名実共に祓名民ジルシエのトップだろうね。色々大陸を回っているみたいでやたら顔が広くてさ、親父が知人を集めた一つの会合ってか集しゆう団だんがあるんだけど、そこにはあのカインツ様も入ってるくらいだからね」


「カインツさんが？」


　名詠士には、出身校や人脈繁つながりで大きな派は閥ばつが十数個ほど存そん在ざいする。


　組そ織しきのメリットは大きい。職の斡あつ旋せん、売名、著ちよ名めいな要人との会合。トレミア・アカデミーの教師も、学園運営本部が形成するグループに名を連ねているはず。生徒も、トレミア・アカデミーを卒業して名詠士になった時、まずはそのグループに加入するのが恒こう例れいだ。


　虹にじ色いろ名詠士であるカインツ。聞くところによれば、しかし彼だけは、なぜかどの組織にも入ろうとしないという。当然多くの呼び声もかかっただろうし、彼が顔を見せればどのグループだって重役扱あつかいで彼を受け入れるはず。なのに、いまだ彼は独ひとり気まぐれな行動を好む。一時期、それが逆に注目を集めたほどだ。


「まあ、カインツ様はちょっとした傍観者オブザーバー的な参加らしいけどね。でも時々うちの家に来ることもあるみたい。大たい抵ていあたしが学校にいる間だけど」


「……すごいですね」


「カインツ様だけじゃないよ。他にも大おお勢ぜい、他から見たらすごいを通り越して変人としか思えない連中がたくさん。むしろそれの巣そう窟くつみたいな会合だよ」


　もはや言葉が出ない。それだけ偉い大だいな父親を持っているなんて。そう。普通の人間であればそう考える。それは素す晴ばらしいことだ、と。


　けれど──それを口にする少女の双そう眸ぼうは、寂さびしげな色に揺ゆれていた。


「そのリーダーの長子に生まれちゃったもんだから、……色々窮きゆう屈くつな思いをしてきたよ。決められた日課、決められた道、決められた将しよう来らい。他の子が友達と遊んでる時も、あたしは独りでずっと祓ジ戈ルだけを握ってた」


　鎗やりの先端に輝かがやく宝ほう石せき。恐おそらくはそれが送そう還かん用の触媒カタリストなのだろう。


　彼女が祓ジ戈ルと呼ぶ鎗。そう言えば、屋上で見たときの鎗は、何の細工もしていない普通の鎗だった。


「……気づいた？」


　泣き笑いのように、彼女が唇くちびるの端を微かすかに持ち上げる。


「あたしはずっと祓ジ戈ルを使っていたから、重さも長さも祓ジ戈ルのものを身体からだがすっかり覚えちゃってるの。それが、部活の鎗は部指定のだから、当然重さから何から全部違ちがうの。その違いに違い和わ感あってさ……部活の鎗持った時はよく失敗するの」


　屋上で鎗を落とした時、彼女がそれをじっと見下ろしていたことを思い出す。あの凝ぎよう視しの意味が、ネイトにも少しだけ分かった気がした。


「部活動の鎗と祓ジ戈ルって、そんなに違うんですか」


「ううん。あたしが祓ジ戈ルに慣れ過ぎちゃっただけ。祓ジ戈ルの重さは零レイコンマ一グラムだって間違えないし、間合いだって零コンマ一ミリも間違えない。だからこそ、少しでも違うと歯車が全部狂くるっちゃうの」


　〇・一グラム、〇・一ミリ。それをごく当然のように口にする彼女。


　けれど、そんなことが本当に可能なのだろうか。少なくとも自分は、普段使ってるペンの長さだって覚えていないし、言い当てられる自信はない。


「エイダさん、もしかして反はん唱しようも複数色使えるんですか」


　反唱の術式も通常の名詠同様、五色それぞれに分かれている。名詠対象を還かえす専門の職だというのなら、もしや──


「……うん。あたし物覚え良くないけどさ。それでも反唱だけは複数色覚えてるよ」


　反唱の習得は名詠よりも容よう易いと言われている。トレミアの中にも複数色をマスターしている教師はいるだろう。しかし生徒でそれをとなると話は別だ。


　──それを誇ほこらしげに語るどころか、その素振りすら普段この少女は見せたことがない。


　噓うそをつくような人じゃない。だけどにわかには信じられなかった。彼女の告げるそれは、あまりに自分の常じよう識しきを超こえた領りよう域いきだったから。


「言うと馬ば鹿かにされることあるんだけどね、こいつはあたしの……最初の友達だったんだ」


　宝石の施ほどこされた鎗を胸むねに抱いだき、少女が身体を強こわ張ばらせる。


「ううん、友達っていうか、今はもう自分の分身みたいなもんだよ。ずっとずっと一いつ緒しよにいる。重さも長さも、お互たがい知らないことはない──そんな関係」


　……でもそれも、もういいの。


　乾かわいた声こわ音ねが、彼女の小さな口くち唇びるからそっとこぼれた。


「少しね、家に決められた道以外のことをしてみたいんだ。実はあたしの母親が名詠士の資し格かく持っててさ、昔から名詠学校には興きよう味みあったの」


「……そうだったんですか」


「トレミア・アカデミーに来て友人もたくさんできたしね。ちび君じゃないけど、ここに来て本当に良かったなって思う」


　多くの友人に恵めぐまれ、部活に入り、学校生活を心から楽しんでる。それは普段の彼女の様子からも伝わってくる。


　けど──解わからない。


「エイダさん」


　一つだけ、一つだけどうしても解らない。


「でも、それならどうして祓ジ戈ルを使って、今もこうして練習してるんですか」


　そうだね。どうしてだろう。そう呟つぶやき、彼女は独り言のように唇をふるわせた。


「……あたしにもよく分からない。でもたぶん、もう後こう悔かいしたくないからじゃないかな」


　後悔？


「うん。もうあの夢ゆめは見たくないんだ」


　あの夢。後悔。それは、どういうことだろう。


　どれだけ彼女の横顔を見つめても、揺れる瞳ひとみの奥おく底そこは、何か大切なものをしまったまま、どこか遠くの景色を映うつすだけだった。
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「……衣服の皺しわまでここまで緻ち密みつに」


　触ふれないまでも、ゼッセルは目の前の石せき像ぞうぎりぎりまで近づいた。


　十数体の石像。服の繊せん維いすら真ま似ねた質しつ感かんの石像など、今まで見たことがない。いやそもそも、石像が浮うかべる恐きよう怖ふの表情だけで十分だ。ただの彫ちよう刻こくでは決して及およぶことなき、圧あつ倒とう的なリアリティ。


「どうやら、思い違いでもなさそうだな」


「人が石化するなんて……そんなことが」


　消え入るように洩もらし、同どう僚りようたる女じよ性せい教きよう師しが後方へとよろめいた。その肩かたを強めに叩たたき、ゼッセルは一歩だけ足を進めた。




[image: ]


「エンネ、石像に触るなよ。カラクリが分からないんだから用心に越したことはない」


「──学園長に連れん絡らく」


　思い出したように呟く彼女。


「それは、報ほう告こくできるだけの材料を揃そろえてからだ」


　そう。自分たちはまだ、研究所の玄げん関かんホールにいるに過すぎない。この先この奥、何が起こっているのか。最低でもその状じよう況きようを、可能なら原げん因いんの追求までだ。


「……うん」


　ホールの暗がりに白光が差す。


「行きましょ」


　エンネの左手に、名めい詠えいによって生まれた白色の光球。


「お願い、わたしたちの少し先を照らしながらゆっくり進んで」


　無生物のような外見だが、その実じつ態たいは第三音階名詠プライムアリアに属ぞくする光妖よう精せい。危き険けんを察知すると点てん滅めつする習しゆう性せいがある。白色名詠士エンネが探たん索さく用に好んで用いる名詠だ。


　通路前方十メートルほどが見み渡わたせる光量。その光が照らす周しゆう域いきには石像はない、そのことにひとまずは安あん堵どする。


　だがその代わり。


　──なんだこの灰はい？


　前方の通路を見み据すえ、わずかに歩行速度をゆるめた。


　通路の隅すみに散る、膨ぼう大だいな量の灰かい燼じん。何かが燃もえた後の残ざん滓し？　いや、それならこの研究所だって相そう応おうに焼け焦こげているはずなのに。


「何かは分からないけど、なるべく踏ふまずに歩いた方がいいかもね」


「だな──んっ？」


　つと鼓こ膜まくを揺ゆらす音。カサッという、何かが擦こすれたような音に反はん射しや的に振ふり向いた。


「どうしたの？」


　先せん導どうするエンネが足を止める。応こたえるより先、まず自分たちの背はい後ごを確かく認にんした。


　何もいない……俺おれの気のせいか。神しん経けいが過か敏びんになっているからか？


「いや何でもな」


　言葉尻じりは、突とつ如じよ消滅した光妖精の光量と共に消えた。


「えっ？」


　エンネの声。それと同時、周囲が再び暗がりに包まれる。


　光妖精が突然消えた？　自然消滅にしては異常なほど早い、早すぎる。


　やはり、この研究所には何かがある。いや、何かがいる！


　──『Keinez赤の歌』──


　右手に持った触媒カタリストを元に、手元へと一ひと握にぎりの炎ほのおを詠よぶ。


　光妖精ほどの光量ではないが、これで数メートルは…………


　一いつ瞬しゆん、目の前の光景に自身の目を疑うたがった。


　……おい、ちょっと待て。……なんだこいつは。


　先を歩いていたエンネの、その最も寄よりの壁かべに──灰はい色の壁と同化するように、同色の鱗うろこを持つ大だい蛇じやがずるずると這はいずっていた。


「エンネっ、伏ふせろ！」


「え？」


　突然の警けい鐘しようは逆ぎやく効こう果かだった。呆あつ気けにとられたようにエンネがこちらへと振り向く。すなわち、謎なぞの蛇へびに対し背せを向ける。その蛇が鎌かま首くびをもたげ……


「エンネっ！」


　蛇が口を開け襲おそいかかる。


　選せん択たく肢しを迷まようだけの時間はない。無む防ぼう備びの同僚を力ちから任まかせに反対側の壁へと突き飛ばした。


　さくり。耳元で、何かが自分の肩を穿うがつ音がこだました。あまりに微び細さいな、恐おそるるに足りないとすら思えるほど呆気ない音。


　だが、蛇の牙きばが肩の肉を穿つ激げき痛つうだけは本物だった。


「……痛つっ！」


「ゼ、ゼッセル！」


　彼女の声にいちいち答える余よ裕ゆうはなかった。


　左肩に嚙かみついて離はなさない蛇の頭部を右手で握り、力任せに引き剝はがそうと試みる。が、蛇は強固にその牙を突き立てたまま。


「こ……のっ……！」


　明かりとして名詠しておいた炎を摑つかむ。その炎を直ちよく接せつ、蛇の頭部に押し当てた。


　炎に炙あぶられ蛇がのたうち回る。緩ゆるくなった顎あごを持ち、一気に肩から剝がす。なおも暴あばれる蛇を、ゼッセルは力任せに床ゆかへと叩き付けた。床を這いずる大蛇。まだ息はあるものの、さすがに再さい度ど飛びかかってくる気配はない。


　左手の出血を確たしかめようと視し線せんを自分の肩先へとやり──


「……そういうことか。ようやくここのふざけたカラクリが見えてきたぜ」


「ゼッセル……肩！」


　エンネの掠かすれた悲鳴。


　灰色に石化した左肩。痛いたみも違い和わ感もない。ただ自分の腕うででないかのように、どれだけ力を込めても肩から先が反応しない。


　こいつが、玄げん関かんホールにあった石せき像ぞうの原げん因いんか。


「考えるのは後だ！　とにかく一度ここを出るぞ！　この研究所はやばい！」


　歩いてきた通路を駆かける。だが二人の足はものの数秒で凍こおりついた。


　……今まで何もいなかったはずなのに。


　歩いてきた通路を埋うめる、灰色の石ト竜カ子ゲ。その壁には今襲ってきたものと同じ大蛇が、それも上壁から横壁までを塗ぬりつくすように這い近づいてくる姿すがた。軽く見積もっても優ゆうに十体。


　通路に堆うずたかく積もっていた灰の山を思い出す。あの中に隠かくれていやがったのか。だが腑ふに落ちない。そこまでして侵しん入にゆう者しやを出口へ向かわせたくない理由はなんだ？


　もし研究所内部に入れさせないことを目的とするならば、この名詠生物たちを隠しておく必要はない。最初から玄関前で威い嚇かくさせているはずなのに。


　むしろこれでは、最初は研究所に誘さそうことを良しとするような──


「……なるほどな」


　立ちつくすエンネの肩を摑む。


「ゼッセル？」


　出口を塞ふさぎ経路を断たつ。自然、侵入者にとって残された道は一つ。


　そう。このふざけた悪戯いたずらを施ほどこした奴やつは、俺たちを研究所の奥へ招しよう待たいしようとしているに違いない。


「エンネ、逃げる方向はこの奥だ！」


　エンネの背を押し、ゼッセルは通路を駆けだした。


　研究所の奥へ進む方向へと。




　間奏　『それは、夏の冷たい風に誘さそわれて』







　湿しつ気けと熱を帯びた微び風ふうに、にわかに混まじる冷たい冷気。夏のこの時期に、ふと気候がもたらした気まぐれな悪戯いたずら。肌はだを冷やす風に身をさらしたまま、クラウス・ユン・ジルシュヴェッサーはまぶたを閉とじた。


　……もう、一年が経たつのか。


　一年前に娘むすめと交かわした口こう論ろん。一字一句く、まるで違たがえることなく覚えている。


〝なんで、なんであたしだけこんなことしなくちゃいけないの！〟


　去年のまさに今頃だった。あの暑い日の、暑い夜。





　O toga Wem── millmo,大いなる HIr shoul畏敬と da ora peg尊厳を ilmeri以て giris ende我が名を zorm刻む





〝他の子が友達と遊んでるのに、なんであたしだけ毎日毎日──〟


　エイダ・ユン。娘は生まれた時から専せん用ようの祓ジ戈ルを与あたえられ、物心がつくと同時、祓名民ジルシエとしての教育を受け始めた。


　祓名民ジルシエとしての修しゆ行ぎよう。その過か酷こくな鍛たん錬れんは、控ひかえめに言っても常じよう軌きを逸いつするものだ。その訓練は陽ひの昇のぼる前より始まり、終わりはない。筋きん肉にくが悲鳴を上げ骨ほねが泣き、呼こ吸きゆうすらままならない状じよう態たいでなお鎗やりを振ふり続ける。精せい神しんが摩ま耗もうし意い識しきを失って、ようやくその日一日の修行が終わるのだ。





　Lor be se送還 Gillisu〈みおく〉る feo olfey者の、 cori ende始にして olte頂





〝辛つらいとかそういうのじゃない。ただ……あまりにもくだらないんだ〟


　ユン家の一人娘として、それはすなわち、いずれは自分の後を継つぐ者として。


　自分を含ふくめ、周囲の期待はあまりに大きいものだった。だからこそ、娘に課した鍛錬も相そう応おうに苛か烈れつなものだった。成人男性でも音ねを上げる鍛錬を、まだ学校に行く歳としにすら達たつしない幼おさない少女がこなす。できなくて当たり前。これは最初から、挫ざ折せつを学ばせるためのものだった。


　誰だれもが無理だと思っていた。自分も、娘が音を上げるものと思っていた。


　──だが、娘はその修行に耐たえ切った。


　熾し烈れつな鍛錬をただ乗り越こえただけではない、娘の鎗そう術じゆつに対する習得速度は異い様ようなものだった。まだ十を少し過すぎた年ねん齢れいでありながら、自分を除のぞくなら娘の技ぎ量りようを上回る者がすぐには思い浮うかばないほど。


　その才さい能のうは才能という言葉すら超え、狂きよう気きと喩たとえた方が正確なのかもしれない。それこそ、父である自分が恐おそろしく感じるほどに。


　恐ろしい、だが同時に、それは自分にとって最高の誇ほこりでもあった。


　紛まがうことなき天てん賦ぷの才。親おや馬ば鹿かと言われようと、外へ出かけた時は娘の自じ慢まん話に夢む中ちゆうになっていた。娘の訓練の最中は、娘に気づかれない場所で、ずっとそれを見守っていた。それだけ娘を愛していたのは、今なお胸むねを張はって宣せん言げんできる。


　祓戈の到極者ジルシユヴエツサー。とある条じよう件けんを満たした時に冠かんすることを許ゆるされる後名。祓名民ジルシエとしての訓練を修おさめる者の多くが三十代にようやくその後名を許される。自分が二十四でそれを付ふ与よされた時、周囲からどれだけ持て囃はやされたことか。


　エイダ・ユン・ジルシュヴェッサー。


　それを、わずか十六歳の少女が冠することの特異性。異常性。


　認みとめる者、尊そん敬けいに値あたいする者は今まで何人も見てきた。だが娘に対してはそれすら超えた、ある種畏い怖ふの感情を禁きんじ得ない。


　祓名民ジルシエの最も気高き血。最も濃こき血。先人より受け継いだ全すべての技ぎ術じゆつと歴史を受け継ぎ、さらにそれを凌りよう駕がし昇しよう華かさせるに足る、至いと高たかき器ほまれ。


　しかし──


〝あたしは、もうこんなつまんない生活はこりごりだ〟


　あの夏。あの暑い日の夜よ更ふけ。


　唐とう突とつに、娘は自分の部屋に怒ど鳴なり込んできた。


　……いや、思えば、薄うす々うすと予感はしていたのかもしれない。


「エイダ。この道が、本当につまらないだけの道と思うか」


　あの日返した言葉を再ふたたび呟つぶやく。


　娘は泣いていた。何を思って泣いていたのかは分からない。


　父じぶんに対する怒いかりか、哀かなしみか。自分の生まれた家か系けいが持つ定めの苦しみか、悔くやしさか。


〝親おや父じこそ、そう思ったことはないの？　生まれた時からこれをやれって決められて、一生死ぬまで同じことの繰くり返し。それに疑ぎ問もんを思ったことは本当にないの？〟





　ole shan夢も ilis, peg望みも、 loar, peg全て kei, Hir遥か et univa過去〈うしろ〉に sm hid捨ててきた





　Hir beその qusi道、 Gillisuもはや xshao ele振り返る sm thes,ことすら neckt ele叶わず





「……あるさ」


　かつて、娘と対たい峙じしたときは意い固こ地じに「ない」と言い張っていた。


　けれど、もう認めよう。あれは私の拙つたない噓うそだ。


「祓名民ジルシエの家系に生まれた者は誰だって一度は同じ疑問に辿たどり着く。──私だってそうだった」


　庭園に植えられた大たい樹じゆ。その太い幹みきにくくりつけられた的。長きにわたる訓練の果てに幾いく千せん幾万の小こ穴あなが穿うがたれた的。ただずっとその的に向かい鎗を突き出す日々。


「だが、それでもある日気づいたよ」


　名めい詠えい士しに〈讃来歌オラトリオ〉があるように、祓名民ジルシエに伝わる祀まつり歌うた。セラフェノ音語に隠かくされた、その歌か詞しの語る意味に。





　Hir beわたしの qusi道は Gillisuここに xshao ele在り sm thes,他に neckt ele無く





　誰に言われたわけではない。この道は、自分で選んだ道だった。


〝……親父、あたしには分からない〟


「分からないわけじゃない。お前がまだ気づかないだけだ」


「gil」、セラフェノ音語における『前』。


「ilis」、セラフェノ音語における『望み』。


　祓名民ジルシエの名の由ゆ来らい。父がなぜこうも根本的なことを未だ伝えずにいたか。


　願わくば、そのことを自ら悟さとって欲しい。


──『gillisu誰よりも前で護る者』


　この道は、きっと誰かを……




　四奏　『守れる鎗やりの道行きを、教えてください』
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　分校、一階。ホールに設もうけられた休きゆう憩けい席せきに人ひと影かげはなく、時折通路を過すぎる足音を除のぞき、ホールは真冬の湖のような静けさを保たもっていた。


　……まあ、今って本当は授じゆ業ぎよう時間だから仕方ないけどさ。


　その休憩席の端はし。テーブルに頰ほお杖づえをついたまま、エイダはガラスの壁かべ越ごしにじっと外の景色を眺ながめていた。


「──自主勉強するにしてもなぁ」


　ぺらぺらと、テーブルに置いた教科書を適てき当とうにめくっていく。そのページに記された内ない容ようをざっと流し読む。が、それもせいぜい数十秒。すぐに脱だつ力りよくの吐と息いきをこぼし、エイダはテーブルにうつぶせた。


　机つくえの上で本をじっと読むという行こう為いが、とにかく自分はだめなのだ。そう。外で身体からだを動かしていた方がずっと楽。祓ジ戈ルを握にぎっていた方が──


「あー、違う違う！」


　……もうっ、何考えてるんだあたしは。


　自分はもう祓名民ジルシエじゃない。名めい詠えいを学ぶ生徒なんだ。


　そう、祓ジ戈ルだって要いらない。……要らないはずなのに。





〝でも、それならどうして祓ジ戈ルを使って、今もこうして練習してるんですか〟





「……そうだね、どうしてなんだろう」


　テーブルに寝ねそべったまま、視線だけを天てん井じようの照明へ。


　昨日のネイトからの問いかけには、正直言葉に詰つまった。


　骨ほねの髄ずいまで染しみ込こんだ祓ジ戈ルの感かん触しよく。鎗そう術じゆつ会かいという部活に入ったのだってそうだ。やめたくてやめたくて、なのに、気づいた時には鎗やりを振ふるってる自分がいる。


　もう一度同じ問いに遭そう遇ぐうした時、自分はなんて答えればいいんだろう。


　脱力するようにまぶたを閉とじ、数分──


　ふと、微かすかな足音がホールに響いた。どうせ校こう舎しやの用よう務む員いんか誰かだろう。そう決めつけ、一度は開いたまぶたを再度閉じる。


　だが。その足音は通り過ぎるどころか、自分のすぐ背はい後ごで止まり──


「あれ。エイダ、どうしたの」


　ん、この声？


　聞き覚えのある声に、ゆっくりと顔を持ち上げた。眠ねむ気けの残るぼんやりとした視界の中、クラスメイトの少女がこちらを覗のぞくように見下ろしていた。


「クルーエルこそ、今は授じゆ業ぎようの時間でしょ？」


「うん。まあそうなんだけどね。なんか自習になっちゃったから」


　飲み物の入った紙コップと自習用の教本を携たずさえ、対面にクルーエルが腰こし掛かける。それを待って、エイダはやんわりと口を開けた。


「……ねえクルーエル、前から気になってたんだけど、ちび君と仲良いよね」


「ちび君て、ネイト？」


　紙コップに口をつけつつ、彼女がぽかんと首を傾かしげる。


「そそ。ちび君から聞いたよ。夏休み、ずっと名詠の練習付き合ってあげてたんだって？」


「ずっとじゃないよ。わたしの時間ある時だけ」


　けろりと、涼すずしい顔で答えるクルーエル。


　わたしの時間ある時だけ──もっとも彼女のことだ、自分の使える自由時間は全すべてという意味に違いない。


　……あのね、それをずっとって呼ぶのよ。


「お姉さん役ってやつ？」


「そんなんじゃないよ。ただ、ちょっと放ほうっておけないっていうか」


「ま、十三歳さいだからね。おっちょこちょいな部分もありそうだし」


　どうにも忙せわしない彼の様子を思い描えがき、小さく苦く笑しようした。転入した当日、実験室で名詠を暴ぼう発はつさせて真っ黒な煙けむりを詠よんだのは今も記き憶おくに新しい。


「それもあるよ。でも他にも……色々とね」


　色々の中身については、クルーエルは言ってこなかった。ただ彼女の表ひよう情じようを見るに、それほど底の薄うすいものでないことは想そう像ぞうがつく。


「やれやれ、ちび君も大変だねぇ」


「ちび君も、って？」


　耳みみ聡ざとく、友人は言葉の端はしを聞き返してきた。


「……えっとさ」


　微かに、エイダは目を伏ふせた。


「──たとえばね、クルーエル。もしウチのクラスにさ、ちび君以外にも独ひとりぼっちの子がいたとしたらどうする？」


「……たとえば、誰？」


　その双そう眸ぼうに緊きん張ちようを映うつし出し、彼女が押おし殺した声で聞いてくる。


「たとえば、あたしとか」


　しかし、自分がそう口にした途と端たん。


「あー、平気。それは無いから」


　ぱたぱたと、気軽な口調でクルーエルは手を振ってきた。


「え、平気って？」


「まーったく、何を言い出すかと思えば。あなたが落ち込んでる姿すがたなんか見た日には学校中が大おお騒さわぎよ。生徒会が臨りん時じの集会騒ぎ、新聞部が総そう動員で取材に来て、ミステリー調ちよう査さ会も原げん因いんの究きゆう明めいに動き出すってば」


　……え、ちょ、ちょっとそれはひど──


「そもそもそんな質しつ問もん、らしくないよ。いつもの体力馬ば鹿かで大騒ぎして先生に怒おこられて、おまけに遅ち刻こく魔まのエイダじゃないと」


「……あ、あんたね」


　表情を引きつらせながらも、何とか平静を保たもつ。うん、保ってるはずだ。あたしは冷静。決して、テーブルの下で拳こぶしを握にぎりしめてなんかないぞ。


「──でも」


　やおら、つい直前までのふざけた表情から一転。


「本当に何か困こまったことがあったら、やっぱり話してほしいな。話を聞くだけでも、してあげられると思うから」


　……相談か。それができればいいんだけどね。


　胸むねの内だけで、エイダは首を横に振った。


　親にも教きよう師しにも言えない悩なやみ。相談しろと言うのは至し極ごく簡かん単たん。だけど悩んでる人間にとっては、それこそが一番勇気の要ること。相談なんて、それができれば──


「『それができれば苦労はしない』、エイダ、もしかしてそんなこと考えてる？」


　前まえ触ぶれ無く、対面に座すわる彼女がぴしゃりと言い切った。


　いつになく強い声こわ音ね。まるで、その問いに絶ぜつ対たいの自信があるかのように。


「……何でそう思うの？」


「わたしが、ついちょっと前までそうだったからだよ」


　粛しゆく々しゆくと、クラスメイトは告げてきた。


「……あんたが？」


「うん。こう見えてわたしだって、ずっと迷まよいっぱなしだったんだから。こう言うと変に思われるかもしれないけどさ、学校に来るのも億おつ劫くうな時があったくらいずっと迷ってた」


　教室ではそんな素そ振ぶり一いつ切さいなかった。明るくて面めん倒どう見みが良くて、そんな明るいイメージしか、エイダはクルーエルに抱いだいてなかった。……でもきっと、彼女のそれは噓うそじゃない。そうじゃなきゃ、あたしの気持ちを先読みなんてできるわけがないから。


「でもその分ね、他の人の似にた気持ちも分かってあげられたらなって思うんだ」


　胸に手を当て、しずしずと話す少女。


「だから、何かあったら言ってきてね。相談なんて堅かた苦くるしいことじゃなくて、学校の寮りようでわいわい話を聞くことだってできるもん。わたしで良いならいつでも。友達でしょ？」


　テーブルに頰ほお杖づえを突ついたまま、そのクラスメイトはにこりと微笑ほほえんでみせた。


「…………」


「ん？　エイダ？　どうかした？」


「……なんでもないよ」


　見つめてくる彼女から、エイダはそれとなく顔を背そむけた。


　話を聞いてあげる。彼女のその言葉はもちろんありがたい。だけど──悩みこそ違ちがえど、自分のように迷ってて、それでも頑がん張ばってる子がいた。その事実こそが、今の自分には嬉うれしいことだった。


「ま、一いち応おうお礼は言っておくね。でも気にしないで、ただ言ってみただけだから」


　そっと椅い子すから立ち上がり、二、三回その場で身体からだを伸のばす。


「あ、そういえばさ。エイダはどうしてこんな時間に休んでるの？」


「講こう義ぎ担たん当とうのエンネ先生が体調崩くずしたんだって。専せん攻こう生徒は休講みたい」


　今日の朝唐とう突とつに告げられた休講告知。部屋にいても暇ひまなのでぶらぶら校こう舎しやを徘はい徊かい、それにも飽あきて、ホールで休きゆう憩けいしていたというわけだ。


「あら、わたしのとこと同じか。うちも先生が風か邪ぜひいたとかでさ」


「クルーエルの専攻って『Keinez赤』だっけ。先生誰？」


「んと、たしかゼッセルって先生。普ふ段だん最上級生を教えてる先生だったかな」


　……ゼッセル先生？


　クルーエルの応こたえに、内心エイダは眉まゆ根ねを寄よせた。


　おかしい。エンネ教師の話を信じるならば、エンネとゼッセル両教師は、体調を崩していた教師の代理として合宿に参加したはず。その二人が、時同じくして体調不良？


「ねえクルーエル、昨日も『Keinez赤』の講義はゼッセル先生だったんだよね」


「うん。昨日は元気そうだったけど」


　昨日は普通に講義ができていた。エンネ教師も同じだ。そしてもう一つ、自分の記き憶おくが確かならば──昨日の二人には共通点があった。


「あたし昨日、授業終わった後ゼッセル先生とすれ違ったけど、たしかあの先生、割わりとまともな服着てたよね。一日目の列車なんかラフなシャツ姿すがただったのに」


「そう言われてみればそうね。珍めずらしいねって他の子も言ってたかも」


　トレミア・アカデミーにおいては教師用の上着が支し給きゆうされているものの、基き本ほん的に日にち常じようの服ふく装そうは教師に裁さい量りようが与あたえられている。ゼッセル教師はどちらかといえば、普段は割と軽装を好むタイプだったはず。


　その教師がいつになく正装。それも真夏のこの時期に？


　ざっと考えられるのは──大事な会議か場に出席、あるいは誰かがこの分校に来るか、逆ぎやくに誰か要人の下もとへ行くか。


　大事な会議か場。まずこれは考えにくい。本校ではなく分校で、しかも夏期休きゆう暇かの合宿中に重要な会議があるとは到とう底てい思えない。


　だが、わざわざ客人を分校で迎むかえ入れる必要性はない。本当に大事な用があるなら客人の方が本校に来るだろう。逆に、些さ細さいな用よう件けんなら手紙でも何でも構かまわないはず。夏休み、それも合宿中の分校に要人が来るというのは現実的ではない。


　ならば消去法で残るのは、誰か要人の下へ行くという選せん択たく肢し。


　……思い出せ。昨日のエンネ教師の授業を。


　あの時エンネ教師は模も擬ぎ試験を生徒に与あたえ、終わった者から即そく座ざに教室から出て行かせた。実際、自分を除のぞくなら全すべての生徒が、実際の講義終了時間より早い時じ刻こくに教室を後にしていたはずだ。


　──講義終了時間を早める必要性があったとしたら？


　そしてその時刻、自分は通路でゼッセル教師とすれ違った。エンネ教師から離れる自分とすれ違う。すなわちゼッセル教師が歩いていた方向は、エンネ教師が講義を担当していた教室。つまりあの後、ゼッセルとエンネ両教師は二人でどこかに行く予定があった？


　どこかに行って……そして現在、二人は何かしらの理由で教きよう鞭べんがとれない状態にある。


　それを裏うら付づけるのは臨りん時じの休講。もし事前にこの休講が分かっていれば、教師側もあらかじめ二人の代役を立てていたはず。つまりこの休講、教師側にとっても不ふ測そくの出来事だった可能性が高い。


「ねえエイダ、ちょっと不自然な感じしない？」


　自習用の教本を片かた手てに、クラスメイトの少女が立ち上がる。やはりと言うべきか、クルーエルも同じ疑問を持ったらしい。


「まあ、やたら変な感じするわね。クルーエル、どうする？　時間ある？」


「いいよ。どうせ休講だし、このまま腑ふに落ちないのも嫌いやだから付き合ってあげる」


　互たがいに目配せし、そして二人は互いに相手から背を向けた。確かめることは──体調を悪くしたという教師二人が、本当に今この分校にいるのかどうか。


　恐おそらくは、二人はこの分校にはいない。


　そうだとして、二人が急きゆう遽きよ外に行く理由は何だ。


「クルーエルは一階の看護室お願い。あたしは二階、教師の控ひかえ室覗のぞいてみるよ」
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　コン、小教室の扉とびらが小さくノックされた。


　手元の試験用紙から視線を持ち上げる。扉が開き、そこには黒髪長身の少女が。


「おいっす、ネイティ。こんな教室に一人で何してるのさ？」


「あ、サージェスさん。おはようございます」


　両手にレポート用紙と筆記具を携たずさえた彼女。その後ろの通路では、何やら数十人の生徒たちがまとめてどこかに移い動どうしている。


「あれ、どこか行くんですか」


「うん。『Surisuz黄』専せん攻こう者はみんな海辺に集合だってさ。センセが模も範はん演えん技ぎ見せてくれるんだって。その後は自由時間になるっぽいし」


「模範演技ですか、楽しそう」


　いや、まあ見てるだけってのも眠ねむたくなるんだけどね──あっけらかんといった面おも持もちで呟つぶやき、彼女は肩かたをすくめてみせた。


「興味あるならネイティもこっそり来る？」


「……僕、まだ歴史学の単位取れてないんですよ。この補ほ講こう期間中に取りましょうって、ケイト先生がつきっきりで教えてくれてて」


「あれ。ていうか、その肝かん心じんのケイト先生は？」


　きょろきょろと教室内を見回し、サージェスが首を傾かしげる。


「なんか今日の朝に急用が入ったみたいです。『午前中は昨日の箇か所しよの小テストやってて』って言ったきり、どっかに行っちゃいました」


「あらら。まあ頑がん張ばりなさい、少年」


　そう告げ、彼女がきびすを返す。そのまま教室の扉を閉しめて出て行く、そう思いきや。


「あ、そうそう」


　背を向けた姿のまま、彼女は思い出したように言ってきた。


「ネイティ、そういやあたしがこの前言った、屋上に行ってみなっていうのはどうなった？　会えた？」


「はい、エイダさんですよね」


「どう思った？」


　ひどく抽ちゆう象しよう的な彼女の問いに、ネイトは天てん井じようを見上げつつ。


「どうって……すごいなぁって。鎗そう術じゆつ会かいにも入ってるし、他にも……えと、祓名民ジルシエでしたっけ。それも習わされているんだとか」


「そっか、まあそう見えるかな」


　こくりとサージェスが頷うなずく。その納なつ得とくにも似にた仕草のまま。


　──習うなんて……そんな生やさ…………じゃないらしいけど──


「え？」


　背を向けたままの彼女の言葉。あまりに微かすかな声音に、最後まで聞き取ることができなかった。


「あ、あの」


　今なんて。そう訊たずねる前に、やおら彼女はこちらへと振ふり向いた。


「あたし寮りようがあの子と相部屋だからさ、色々聞いてるの。……ネイティ、エイダの件けんは、あまり他の人に喋しやべっちゃだめだよ」


「は、はい」


　理由は訊きけなかった。そう告げる彼女の声音が、とても悲しげだったから。


「あの子が、自分からそれを言えるようになるまでね」


「エイダさんが、ですか？」


「うん。あの子、自分が『違ちがう』ってこと、すごく意い識しきしちゃってるから」


　──違う？　それってどういうことだろう。


　こちらの困こん惑わくに気づいた様子もなく、彼女が扉によりかかる。いつになく弱々しい双そう眸ぼうは、教室の窓まどを越こえた、さらに遠くの場所を見つめていた。


「ばかだよね、あの子。自分がそっちだから仲間外れなんじゃないかって、いつか嫌きらわれるんじゃないかって、ホントはいつも気にしちゃってるんだよ……そんなわけないのにさ」


「あ、あの。それってどういうことですか。僕ぼく、エイダさんのこと嫌ってなんか──」


「ううん、あの子が勝手に思い込んじゃってるだけ。ネイティの気にすることじゃない。……だけどね、ネイティ、これだけは覚えておいて」


　ふたたび、彼女が背を向ける。


「ネイティとは違う理由で、昔、あの子も独ひとりぼっちだったんだ」
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　分校二階、連れん絡らく室。無線のための機材に向け、ケイトは極きよく力りよく平静にと努めた。


「ゼッセル先生、あるいはエンネ先生からの連絡……やはりそちらもありませんか」


「本校側には来てないな」


　通話先の相手は、ただ淡たん々たんと事実を述のべてきた。


「ケイト、もう一度確認させてくれ。ゼッセルとエンネがケルベルク研究所へと発たったのが昨日の午後一時過すぎ。それ以い降こう二人からの定期報ほう告こくが途と切ぎれたわけだな」


「──はい」


　壁かべにかかる時計は現在九時半。


　二人の姿を分校で最後に確かく認にんした時から、既すでに二十時間が経けい過かしている。


「現在こっちは、学園長が臨時の用で外出だ。かといって俺から勝手な指し示じを出すわけにもいかないからな……生徒はどうしてる？」


「休きゆう講こう処しよ置ちをとっています。全すべての講こう義ぎを取り消すと生徒側も不ふ審しんがるでしょうし、他の講義は予定通りです」


　数秒、通話先の相手が沈ちん黙もくする。


　ミラー・ケイ・エンデュランス。


　ゼッセル、エンネ教きよう師しと同期の教師であり、今はトレミア・アカデミーの情じよう報ほう処理部門にも籍せきを置いている知識人。


「たしか、君の方も午後から講義があるはずだったな」


「ええ。午後からは全ての教師に講義予定が組まれています」


　今はまだ自分の手が空いている。しかし午後になれば、連絡を絶たった二人の対たい応おうにあたれる教師がいなくなる。本来なら早さつ急きゆうに対応班を設せつ置ちするべきなのに。


「……怪あやしいのは、言うまでもないな」


　無線機の声に小さく首しゆ肯こうする。ケルベルク研究所支し部ぶ、やはりあの場所で何かが起きたと考えるのが自然。


「わたしが──」


「だめだ」


　わたしが偵てい察さつに。そう言い終えることすら許ゆるされなかった。


「あの二人もそれなりに警けい戒かいして赴おもむいたはずだ。万全の用意をしていた二人が、なおどうしようもない状じよう況きように陥おちいるような場所だとすれば、君一人で行くのはあまりに危き険けんだ。二人、いや最低三人のチームスリーマン・セルを組んで行くべきだ」


　それは……そんなことはわたしだって知っている。


　自分はまだ教師として着任したばかりの半人前。経けい験けんも知識も足りないこと、他ならぬ自分が一番よく分かっている。


「今日の夜七時までに二人から何かしらの連絡がない場合、夜八時の列車で俺もそちらに向かう。それまでは待つんだ。同どう僚りようを信じて」


　一方的に回線が切られる。


　壁に掛かった時計を一いち瞥べつ。夜七時まで、優ゆうにまだ十時間を残している。


　だけど……それまで待てるわけがないじゃない。


　仮かりに何かしらのアクシデントに巻まき込こまれても、あの二人ならいくらでも連絡の手しゆ段だんを名めい詠えいできるだろう。それすらない状じよう態たい、それはどれほど深しん刻こくな状況なのか。


　──やっぱり、せめて遠巻きに研究所を見てくるぐらいは。


　教師にあてがわれたロッカーへと向かう。人工の宝ほう石せき、自分が調合した触媒カタリスト。自分の最も扱あつかい慣なれた触媒カタリストを持てるだけ、服の裏うら地じに仕込まれた収しゆう納のう部ぶに隠かくし入れる。


「……二人とも、どうかご無事で」





　若わか葉ば色のスーツを羽は織おった教師が通信室を出、急ぎ足で通路を進む。通路に響ひびく彼女の足音に自らの足音を重ね、エイダはそっと教師の背を追った。


　──ケイト先生、どこかへ行く気？


　教師の足取りに迷まよいはない。二階から一階へ。そして玄げん関かんフロアを出て校こう舎しやの外へ。


　……しまったな。


　予想以上に教師の行動が迅じん速そくであったことに、エイダは苦虫を嚙かみつぶした。


　部屋の外壁に密みつ着ちやくし聞き耳を立てたものの、部屋内で喋しやべるケイト教師の声はほとんど聞き取れなかった。いや、万一にも周囲に聞こえぬよう、教師の方が意図的に声量を抑おさえていたのだ。


　ただ一つ分かることは、今から自分の担たん任にん教師がどこかへ向かおうとしていること。


　僅わずかに開いている扉から内部を窺うかがう。よほど急いでいたのか、開きっぱなしのロッカー。察するに、名詠用の触媒カタリストまで念入りに選んでいたらしい。


　──やっぱりだ、ちょっと物々しすぎる。


　教師の表情に浮うかぶ緊きん張ちようも、普ふ段だんのそれと明らかに異ことなる。


　さて、どうする？


　今からではクルーエルに連れん絡らくしているだけの時間がない。動き出すのは午後かと思っていたが、まさかこの時じ刻こくからとは。


　仕方ない、自分だけでも後を尾つけ────ん？


　ふと背はい後ごに感じる気配、無意識のうちに振ふり返る。


「あれ、エイダさん？」


　そこに、深い夜色の髪かみをした、まだ幼おさない顔立ちの少年が立っていた。
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　研究施し設せつ。薄うす暗ぐらい小部屋で息を殺し、扉向こうの気配を探さぐる。


　扉に耳を当てること数秒──あの生物たちが近づいてくるような物音はない。十秒……二十秒。優ゆうに一分は聞き耳を立てていたが変化はない。


　……ふう。肺はいの中の澱よどんだ空気をエンネはようやく吐はき出した。


「ひとまずここは安全みたいね」


　直線の続く通路を脇わきにそれた小部屋。数人分のソファに楕だ円えん形けいのテーブルが目に付く、おそらくは休きゆう憩けい室しつか。


「腕うで、どう？」


　ソファの背にもたれかかるゼッセルへと振り返る。苦く笑しよう混まじりに、同僚は動く右腕で石化した左手を叩たたいてみせた。


「どうと言われても、別段痛いたいわけじゃないし違い和わ感もない。ただ、どうやっても肩から先が動かないけどな」


　玄関ホールに隠かくれ潜ひそんでいた灰はい色の蛇へびと石ト竜カ子ゲ。そして同様に、あの石化した研究所職員も多くが玄関付近に集中していた。彼らがあの蛇と石ト竜カ子ゲの軍ぐん勢ぜいにやられたことはまず間ま違ちがいあるまい。


「あれだけの名詠生物。一人で全部詠よび出したとは考えづらいな」


　視し線せんをテーブルへ向け、彼が押し黙だまる。そう、それは自分も疑ぎ問もん視ししていたこと。


　──けれど、今はより早さつ急きゆうに、優ゆう先せんさせて考えなくてはいけないことがある。


「さしあたって、あなたの左腕を治すことを考えないとね」


　まずゼッセルの言うとおり、あれは名詠生物だと思った方がいい。


　現げん在ざいのところ判はん明めいしている事実は、あの生物たちが例外なく灰色だったということ。そして、この研究所の至いたる所に積もった大量の灰。そして、灰色の表皮を持つ生物たち。両者に関係性がないとは考えにくい。


　あの灰の中に蛇と石ト竜カ子ゲは隠れていた。しかしこれらが実は、名詠生物の隠れ家ではなく、本来名詠の触媒カタリストとして用いられたものだとしたら？


「燃もえがらの灰を触媒カタリストに？　そんな名詠聞いたことないぞ」


「まだ判はん断だん材料が少なすぎて何も分からないわ。とにかく今は、あの生物たちが名詠生物であると仮か定ていして動きましょう。そう考えればある程てい度ど納なつ得とくがいくわ。そして、そう考えることのメリットもある」


「メリット？」


　オウム返しに訊ねてくる彼の左手を、エンネは凝視した。


「この現象が名詠生物によりもたらされたものならば、あなたの石化した腕も職員たちも、治す手段がある。腕を石にしている名詠効こう力りよくを送り還かえせばいいはずだから」


「──反唱か」


　名詠生物の中には毒の牙きばを持つ種も存そん在ざいする。その毒は名詠生物本体が消えてもなくなることはなく、毒そのものを還すことで対たい処しよするのが常套セオリー。その応おう用ようとして試みる価か値ちはある。


「ほんとはそっち専せん門もんの祓名民プロがいればいいのだけど。わたしだと時間かかるかも」


　スーツの内側から、液えき体たい状じようの触媒カタリストが入ったフラスコを取り出す。


「ここで焦あせったって仕方ないだろ。のんびりやってくれ」


　達観したかのように、幼おさな馴な染じみは飄ひよう々ひようと言ってきた。
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「……ケイト先生、どこ行くんでしょう」


　心もち抑おさえた声で、ネイトは先を行くエイダの背せ中なかに訊たずねた。


「ま、尾ついてけば分かるよ」


　日焼けした肩をすくめてみせる彼女。


　回答を終えた試験用紙を抱かかえ職員室に向かう、その途と中ちゆうのことだった。


〝ちび君。念のためさ、あたしと一いつ緒しよについてきて〟


　言われるままにケイト教きよう師しの後を追って、もうどれだけ歩いただろう。十分、もしかしたら数十分？　尾び行こうという慣なれぬことの緊きん張ちようと疲ひ労ろうで、時間感覚が麻ま痺ひしている。


　教師の進む道は砂すな浜はまに面した一本道。周りには瘦やせた木立がまばらにある程度。後を追う際に身を隠す場所が限かぎられている。おまけに足あし下もとは砂じや利り地。足を踏ふみ出すたびに足下の砂が弾はじけ、小さな足音を立ててしまう。


　そのはずが──聞こえる足音は、先を行く教師と自分の二つだけだった。


　自分のすぐ前を歩いているはずの少女の足音が、ぞっとするほどに静かなのだ。


　砂地に足あし跡あとすら残さない無音の歩行術じゆつ。砂浜で、彼女が鎗やりの訓練をしていた時のことを思い出す。あの時も、砂浜には足跡が残っていなかった。


　……これも、祓名民ジルシエの訓練で培つちかったことなのかな。


　祓名民ジルシエ──名めい詠えいを送り還す者。名詠士とまるで対照的な人間。


〝ネイト……名詠って、なに？〟


　かつて病びよう床しようの母が伝えてきた、あの言葉。


〝名詠とは自分を詠よぶためのもの。わたしはそう思ってるの。自分の心を形にして詠び出すことが本当の名詠式だと思ってる〟


　あの日の母の言葉を信じるならば──自分の心そのものを名詠によって詠び出すならば、なぜそれを送り還す必要があるんだろう。


　……お母さん、僕ね、まだ分からないかもしれない。


　他ならぬ母の言葉、信じたいに決まってる。けれど、祓名民ジルシエとして一生懸けん命めい生きている人たちがいることも、紛まぎれもない事実。


「あ、あのエイダさん」


「ん？　なに、ちび君？」


「い……いえ、ごめんなさい。何でもないです」


　胸むねの奥おくのしこりを残したまま、ネイトは口をつぐんだ。


　僕には分からない。ねえ。エイダさんも、そうなんですか？


　名詠士も祓名民ジルシエも捨すてられなくて、でもその歌と鎗の間に挟はさまれたまま動けなくなっちゃって、だからこんなに苦しんでるんですか？


　先を行く少女の背中は、何も語ってこなかった。


　沈ちん黙もくしたままの彼女。一歩だけ、ネイトは彼女との距きよ離りを詰つめた。


　少しでも、彼女との心の距離が近づくことを信じて。


　──ケルベルク研究所、フィデルリア支し部ぶ。


　道の先に、そう刻きざまれた案内板が見えてきた。
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　灰はい色と化した左腕。石化したその表面にぴしりと罅ひびが入っていく。亀き裂れつ。それは指先から始まり肘ひじ先さきまで伸のびて──


「おい、これ」


　まずいんじゃないか。同どう僚りようが言い終える前に、エンネはその口元に手をあてた。


「平気。動かないで」


　そう告げる自分の視し線せんは、あくまで彼の肩先。


　……よし。罅の内側から、淡あわい白光が洩もれだした。水すい蒸じよう気きが立ち昇のぼるように、光の粒つぶが少しずつ部屋の天てん井じようへと昇のぼっていく。反はん唱しようの効こう果かが現あらわれている証しよう拠こでもある。


　白光の粒と共に、石化した灰色の部分までもが併あわせて剝はがれ、そして。


「さて、どうかしら」


　色を取り戻もどした左肩に安あん堵どの吐と息いきをこぼし、エンネは額ひたいに浮うき出た汗あせを拭ぬぐった。


　言われるまま、彼が左肩に力を込める。


「……動く。痛いたみも違い和わ感もないな」


　ゼッセルの様子を見る限かぎり、石化する前とまるで変わりない。正直、治ち癒ゆしたとしても何かしら後こう遺い症しようが残るものと互たがいに覚かく悟ごしていたのだが。


「不幸中の幸いってやつか」


「あら、わたしに謝しや礼れいは？」


　すると、幼おさな馴な染じみは妙みようにあどけない笑えみを浮うかべてきた。


「帰ったら新品の浮き輪買ってやるよ」


「期待してるわ」


　一いつ瞬しゆん口元をゆるめたものの、すぐにエンネは表ひよう情じようを引き締しめた。


「一つ分かったことがあるの。一応『Surisuz黄』・『Beorc緑』も試ためしたけど、そっちでの反唱は効こう果かが薄うすかった。効果があったのは『Arzus白』。無理やりカテゴライズするならば、この名めい詠えいは『Arzus白』に近い」


「……近いって、どういうことだ？」


　効果があったのは確かに『Arzus白』。けれど実じつ際さいにやってみて、自分の知る『Arzus白』とは何かが違ちがったのだ。『Arzus白』の亜あ種しゆ……ううん、そこからさらに派は生せいし変化した名詠？


　学術的に言うなれば、五色の内の白色名詠。反唱が効くのだから、それは間違いないと思う。だけど、完全にそれと位置づけてしまうのは相応の危険リスクを伴ともなう。


「便べん宜ぎ上じよう今は、これを『Isa灰色』とでも言った方がいいかもしれない」


　そう。つまり灰はい色名詠。


　それも、ただ灰色の物を詠よぶだけじゃない。相手を灰色に、すなわち石にする名詠なんだ。そう仮定すればほぼ全すべての現象の説明がつく。


「灰色名詠？　んな色そうそう認みとめられるのか？」


　怪け訝げんな表か情おつきで同僚が口を挟んでくる。むろん彼の言い分も分かる。この世界に存そん在ざいする名詠式は全部で五色。例外はない。そう自分も信じていた。


「でも、わたしたちはその例外を知っている」


　夜よる色いろ名詠という名の例外。


　夜色の歌い手を、その詠うたを、その真しん精せいを、わたしたちは目まの当たりにしたのだから。


「……まあそうだけど」


　憮ぶ然ぜんとした面おも持もちで彼が押し黙だまる。


「夜色名詠を異い端たんとするなら、灰色名詠はさしずめ『Arzus白』の突とつ然ぜん変へん異い。それも、ものすごく攻こう撃げき的な変異ね」


　本来好戦的な生物が少ないはずの白色名詠。それが、研究所一つを丸々落とすほどに凶きよう悪あくな攻撃色になるなんて。


「気にくわないって表情だな」


「こんなの、本当の名詠の使い方じゃないわ」


　これが『Arzus白』の派生形ならなおさらだ。どんな理由があろうと、こんな非ひ道どい真ま似ねは間違ってる。


「なあ、ここの研究員たちも治せそうか」


　……そうしたいのは山々なんだけど。


「ただ、今ここでそれをしてる時間的な余よ裕ゆうはないわよ」


　もうかなりの時間、外部との連れん絡らくを閉とざしてしまっている。分校、あるいはトレミア本校でもその状じよう況きように混こん乱らんしていることだろう。本来一いつ刻こくも早く連絡をとらなくてはなるまい。が、大量の名詠生物群ぐんが今も退たい路ろを塞ふさいでいるはず。


「ひとまずここの研究所の奥おくへ行きましょ。これだけ大きな施し設せつなんだから、緊きん急きゆう避ひ難なん通路の一つや二つあるはず。厄やつ介かいな連中が群むれてる出口より逆ぎやくに楽かもしれない」


　体温を取り戻した左腕を軽く回しつつ、腰こし掛かけていた同僚がソファから立ち上がる。


「気乗りはしないけど、他に選せん択たく肢しないもんな」


　疲つかれた表情で頷うなずくゼッセル。その肩に手をやり、せめて自分も頷いてみせる。もはやそれくらいしか、できることが思いつかなかったから。


　──急ぎましょう。わたしたちもそろそろ体力が限げん界かいに近い。





　　　　３





　ケルベルク研究所？　こんな場所に、ケイト先生が何の用なんだろう。


　案内板に刻きざまれた見覚えのない名に、エイダは内心眉まゆをひそめた。前方にうっすらと確かく認にんできる、何かの巨きよ大だいな施設。おそらくはあれが研究所なのだろう。


　ちび君、そろそろ気をつけて。そう口にしようという矢先。カツン、歩道に突き出た岩に、ネイトの靴くつ先さきがぶつかった。


　ぁっ……少年が小さく悲鳴を上げる。


「誰だれっ？」


　途と端たん、前方を行くケイト教きよう師しが弾はじかれたようにこちらへと振ふり返ってきた。


　あちゃ、まずぅ。慌あわてて最も寄よりの木々に身を隠かくす。


「ご、ごめんな──うぎゅっ」


　だめ、静かに！　声に出して謝あやまろうとするネイトの口を無理やりふさぐ。が、そうするやいなや、前方の教師が声を張はり上げてきた。


「そこ、誰かいるの！」


　薄うす々うす、尾つ行けられているという予感はしていたのだろう。教師のそれは疑ぎ問もんではなく確信の声こわ音ねだ。


「エ、エイダさん。どうしましょう」


　……どうしましょうと言われてもねえ。


「あと五秒待ちます。それまでに出てきなさい」


　あのね先生。そう言われて出て行く輩やからがどこに──


「出てこないなら、その木々一帯に名めい詠えいで大おお粒つぶの雹ひようを──」


「なっ……ま、待って、タイム、先生早まらないで！　ほらあたしあたし。先生の可愛かわいい可愛い生徒だから！」


　沈ちん黙もく。


　ややあって、教師は呆あきれ気味に言ってきた。


「あいにく本物のエイダなら、教師の前ではきちんと姿すがたを見せると思うのだけど」


　本物のエイダならって……既すでにエあイたダしだって分かってるくせに。


　一度大きく嘆たん息そくし、エイダは木こ陰かげから歩道へと歩を進めていった。


「うー、分かりましたー。あたしたちの負け！　ほら、ちび君も出た出た！」


「う、うわっ。……エイダさん、いきなり蹴けるのひどいです」


「ネイト君まで？　あなたたち、一体どうしたの」


　呆れ半分驚おどろき半分の眼まな差ざしで見つめてくる担たん任にん教師。


「いやぁ先生、偶ぐう然ぜんですね。あたしたち、たまたま散歩がしたくなりまして」


　精せい一いつ杯ぱいごまかし笑いを浮うかべたものの。


「あ、あの。ケイト先生の行き先が気になるってエイダさんが」


「うわっ、ちび君裏うら切ぎり者！」


　プレッシャーに負け、隣となりの優良真ま面じ目め少年があっさり吐はいてくれた。


「ふぅん。エイダがねぇ。エイダ、もちろん話してくれるわよね？」


「え……ええとっ……そのですね、何と言いますか」


　──先生、触媒カタリスト持ちながら脅おどしてくるの恐こわすぎなんですけど。
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「ここが研究室か」


　周囲を一通り眺ながめ、ゼッセルは腕うでを組んだ。


　巨大な研究部屋。周囲に散見する各種実験装そう置ち。溶よう液えきに満たされた、半はん透とう明めいの水すい槽そう。共通点と言えば、それらが例外なく破は損そんしているということ。そしてここにも数体、石化した職しよく員いんの姿。


　研究所の至いたる所で見られる、石化した職員たち。つまりこの現象は研究所全体に関わる出来事だったということか。


　職員間での抗こう争そうか。あるいは──


「得体の知れない何者かの襲しゆう撃げき、というところかしら」


　低く抑おさえた声でエンネが呟つぶやく。瞬まばたき一つせず、彼女はじっと正面の文字を見み据すえていた。





　Lastihyt ;ラステイハイト; miquvy Wer敗者の shela玉座に -c-nixer佇む arsa者よ





　メインルームにそびえる白はく亜あの中央柱。高こう価かな石材を用いて建てられたであろう室内用の石せき碑ひに、緋ひ色の塗と料りようで刻きざまれた歪いびつな字体のセラフェノ音語。


「ラスティハイト。何かの名前？」


　──いや、これは。


「人名だ」


　足早に石碑に近づき、擦こするように指先でその石いし肌はだを削けずる。さらりと、微かに剝はがれ落ちる塗料。いや、塗料の役やく割わりを果たしていた物。


　どす黒い赤。なるほど、血けつ液えきってわけか。


「二年……いやもっと前、三年前かな。カインツが、確かその名前の奴を探してた」


「カインツが？」


　目を細め、同どう僚りようが薄紙一枚分顔をこちらへと向けてくる。


「理由までは聞かなかった。だけどこんな奇き妙みような名前、それ以外に聞き覚えない」


　黒く変色した血文字から目を逸そらす。


　奥へと続く通路。壁かべに貼はられた間取り図──この先が最さい奥おう、最も広いメインホールになっているらしい。


「急ぎましょう。あまり長なが居いするような場所じゃないもの」


　先せん導どうするようにエンネが通路へとつま先を向ける。その背中を追おうとし、だがその直前にゼッセルは足を止めた。


　研究室内に幾いく度どとなくこだまする、機械的な呼よび出し音。


「ブザー？」


　誰かが来た。可か能のう性せいとしては、自分たちを探さがしに来たトレミアの教きよう師し。


「……だけど、まずいな」


　あの玄げん関かんロビーには、危き険けんな名詠生物たちが今も息を潜ひそめて隠かくれているのに。
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「──で、わたしの行き先が怪あやしいからって後をついてきたのね」


　エイダの言い訳わけじみた白はく状じように、ケイトは大げさに目元を押さえた。


「だって気になるんだもん。エンネ先生もゼッセル先生も分校校こう舎しやにいないだなんて、探したくなっちゃいますよ」


　悪びれることなくうそぶく教え子。まったくもう……推すい測そくというか嗅きゆう覚かくというか、こういう時だけ鋭するどいのも困こまりものだ。


「で、先生ここ何？」


　眼がん前ぜんのケルベルク研究所を、のほほんとした様子でエイダが指さす。


「知り合いの研究所よ」


「いや、まあそれは分かりますってば。どっちかと、気になるのはエンネ先生とかゼッセル先生とかが分校校舎にいない理由でして。ケイト先生がこんな場所に来るのも、何か関係があるのかなーと」


　何か、まだ特別な理由があるんですね──白々しくも、言外にそう告げてくる。


「それに関しては、正直わたしにも分からないわ」


　視し線せんを前方へ。鈍にび色の壁に囲まれた施し設せつが肉にく眼がんでも把は握あくできた。


　ケルベルク研究所、フィデルリア支部。〈孵石エツグ〉を精せい製せいし、そしてトレミア・アカデミーへと持ち込んだ研究所。


　ゼッセル・エンネ両教師が訪おとずれたはずの場所。自分の教え子をこれ以上同行させるのはあまりに危険。なのだが……あいにくここまでついてきてしまった時は、どうするべきか。今から帰れと言われてすぐ帰るような雰ふん囲い気きでもない。


　それに、もう一つ。既すでに最悪の状じよう況きようが研究所内で起きていた場合、誰かを分校への連絡役として必要とする可か能のう性せいも零ゼロではない。


「……あなたたち、一つ約束して。わたしが帰るよう指し示じした時は、何があってもそれを優ゆう先せんすること」


　こくんと頷うなずく両生徒。それを確認し、ケイトは研究所の敷しき地ちに足を踏ふみ入れた。


「あの、勝手に入っちゃっていいんですか？」


「トレミアとの協力機関だから。トレミアの教師とケルベルク研究職しよく員いんは、相そう互ご施設への出入りが許ゆるされてるわ」


　……それにしても、この静けさは何。


　敷地に人ひとりとして姿がない。この不自然な静ざわ寂めき、逆に鼓こ膜まくが痛いたむ。


　──本当に、ゼッセル教師とエンネ教師がここに？


　施設の正面扉とびら脇わきに備そなえ付けられたブザーを押す。扉一枚を通じて、内部で呼び出し音が鳴り響いていることが伝わってくる。


「……誰もいないんでしょうか」


「それは、ちょっと考えづらいわね」


　少年の疑ぎ念ねんに応こたえるように再ふたたびブザーへと手を伸のばす。


　数秒。数十秒。内部からの応答はない。いやそれどころか、研究所内部から職員の会話すらまるで聞こえてこないのだ。


「ねえセンセ」


　扉の鍵かぎ口ぐちをじっと見み据すえたまま少女が促うながす。


「その扉、開いてるっぽいよ」


　扉の取っ手に手を触ふれ、力を込めた。軋きしんだ音を立て、僅わずかな砂すな埃ぼこりを伴って扉が動く。


「そのようね」


　一度、肺はいに残る澱よどんだ空気を吐はき出した。この生徒たち二人を帰すための機を失ったことへの嘆たん息そく、もう半分は自分にも理解できぬ何か。決意か、それとも不安か。


「開けるわよ」


　それは背中の二人ではなく、自分に言い聞かせるためのもの。


　ゆっくりと、擦こすれた悲鳴にも似にた音を響ひびかせ扉が開いていく。暗がりに包まれた玄げん関かんホールへと足を踏み入れる。


　自分たちの眼前に、奇妙な光景が展てん開かいしていた。


「……なに、これ」


　玄関ロビーに並ならぶ、十数体にも及ぶ奇妙な格かつ好こうの石せき像ぞうたち。訝いぶかしげに表情を歪ゆがめ、少女がそれの下もとへと歩み寄よっていく。石像。それも一つや二つではない。石像の共通点は、どれも胸むな元もとに何かペンダントのようなものを。


　いえ、違う。これは研究所職員用のネームプレート。けれどなぜ、この石像がわざわざ職員用の物を？　これではまるで────いや、まさか。


　さっと脳のう裏りをよぎる悪お寒かんに背せ筋すじが粟あわ立だった。


「二人とも、石像から離はなれなさい！」


「え？」


「先生、どうしたんですか」


　石像に触れようとしていたエイダ、一方で玄関ロビーを左に曲がる通路まで足を進めていたネイト、二人の声が唱和する。


「ここは危険よ、今すぐ分校へ戻もどります！　ネイト君も早くこっちに戻ってきて！」


　疑念の表情ながらそれでも小走りで駆かけ寄ってくる少年。


　それを遮さえぎるように。


　灰色をした何かが天てん井じようから落ちてきた。細長い、くねるように蠢うごめく何か。少年の前に立ち塞ふさがるように鎌かま首くびをもたげ──


「蛇へびっ？」


　二メートル近い灰色の大だい蛇じやを前に、少年の足が止まる。なぜこんな施し設せつ内に、いや、そんなことを考えている場合じゃない。


「先生っ！」


　背はい後ごではエイダの悲鳴。


「分かってます！　ネイト君、後ろに下がって！」


　少年目がけて襲いかかろうとする大蛇。果たして間に合うだろうか。衣服の衣囊ポケツトから人工サファイアを取り出した。片かた手てに携えた触媒カタリストが澄すんだ青色の名詠光を放つ。


　だが、それよりも早く。


「違うっ！　先生、後ろっ！」


　背後に控ひかえる少女が、悲鳴を超こえた絶ぜつ叫きようを上げた。


　……え。


　両足に走る微かすかな痛いたみ。同時、その両足が、岩のように動かなくなった。





　最も離れた位置にいた──最も出口に近い位置に立っていたエイダだけは、その時起きた出来事の一部始終を理り解かいできた。


　──天てん井じようから降ふってきた謎なぞの生物は、確かに灰色の大蛇一匹ぴきだけだった。


　自然、ネイトやケイト教師たちの注意はその蛇一体に釘くぎ付づけになる。いや、自分もそうだった。視線はその蛇にしかいっていなかった。だがこの場には、灰色の生物は一体ではなかったのだ。


　自分が気づいたきっかけは、何かが地を這はう微かすかな物音。それは、教師の足あし下もとすぐ近くから聞こえていた。


　……え。


　研究所の床ゆかに積もった大量の灰。それが動いていた。より正確に言うならば、その灰の下に隠れた何かが動いていた。


　石ト竜カ子ゲ？


　普ふ段だん見るものより妙に手足が長く細く、鋭えい利りな爪つめを持つ石竜子。それも一体じゃない。二体、いえ三体？　明らかな敵てき意いの光を眼めに灯ともし、灰色の生物が教師の足下へと忍しのび寄る。


　ケイト先生は──だめだ、大蛇の方に注意がいってしまってる。


「先生っ！」


「分かってます！　ネイト君、後ろに下がって！」


　触媒カタリストを携え、大蛇を見み据すえたまま教師が応こたえる。


　違ちがう！　その蛇はただの囮おとりなんだ！　本当にやばいのは──


　祓ジ戈ルを置いてきたことに歯は嚙がみしかけ、だがすぐに思い直した。


　ううん、あたしは祓名民ジルシエじゃない。今のあたしは名めい詠えい士しになろうとする生徒なんだ、今こそ名詠で何とかしないと。だけど……


　……だけど、何を詠よべばいいの？


　自分に行使可か能のうな名詠ストックを思い出し、言葉を失った。ただでさえ攻こう撃げき的な生物の数が少ないのが白色名詠。皆かい無むという訳わけではない。けれど、それらはどれも自分の実力で詠び出せるようなものじゃない。


　……だめだ、あたしの名詠じゃ何もできない。


「違うっ！　先生、後ろっ！」


　ただ教師に向かって叫さけぶしかなかった。教師が慌あわてて振り向く。だがその警けい鐘しようはあまりに遅おそすぎた。教師の死角となる足下、足首めがけ石ト竜カ子ゲが爪を振ふり翳かざす。


　その爪が教師の足を僅わずかにかすめた瞬しゆん間かん、女性教師の足はもはや足ではなくなっていた。


　埃ほこりが空を舞まうほどの微かな音もなく、瞬間的に教師の足が灰色に凍こおり固まる。


「ケイトせんせ──」


　だが。


　ともすれば石化という現象自体既すでに予想、あるいは覚かく悟ごすらしていたのかもしれない。自由を奪うばわれた両足の事をまるで気にすらかけず、あろうことか。


「来ないでっ！」


　その教師は真っ先に、教え子たる自分に向け片手を突き出してきた。残る片手、触媒カタリストとなる宝石が暗い玄げん関かんホールを煌こうと照らす。


　──『Ruguz青の歌』──


　教師が床へ宝石を叩たたき付ける。刹せつ那な、その地点を発生点とし、巨大な氷ひよう壁へきが玄関ホールに聳そびえ立った。自分と数多あまたの灰色生物群ぐんを隔へだてる氷壁。出口に近い自分はいい、しかし灰色生物群ぐんの集つどう領りよう域いきには、ケイト教師及び小こ柄がらな少年までも含ふくまれて。


「せ、せんせ──」


「エイダ、あなたはこのことを分校の教師に伝えなさい。早く！」


「で、でも！」


「ネイト君はわたしが何とかします。氷壁がある間は、この生物たちもあなたを追えないはず。その隙すきに、できる限りこの研究所から距きよ離りを置きなさい！」


　その理り論ろんに説得されたわけではなかった。


　──あたし、何もできないの？


　それが本当に正しい理論なのか、最上の選せん択たく肢しなのかすら定かでない。だがそれでも、教師の必ひつ死しの気き迫はくに圧おされエイダは駆けだした。
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「先生、ちび君！　……ごめんなさいっ！」


　玄関を越えて外へ脱だつ出しゆつする。風の悪戯いたずらか、それとも教師の策さくか。自分が外へ飛びだすと同時、今まで口を開けていた扉とびらが音を立てて閉しまっていった。室内の状況がまるで分からなくなる。悲鳴も物音も聞こえない。


「ごめんなさい……ごめんなさい……あたし…………」


　──馬ば鹿かだ。


　あたしは、どうしようもない馬鹿だ。





　教え子の少女が玄関を飛び出していく。ひとまず一人分の無事は確かく保ほできた。そのことに多少なり安あん堵どする。残る教え子は一人。


　その残る一人に向かって、ケイトは声を振ふり絞しぼった。


「ネイト君、あなたはその通路の奥おくへ向かいなさい！」


　大だい蛇じやと対たい峙じする少年が、慌あわてたように顔を持ち上げる。


「でも、先生は！」


「わたしは──」


　平気です。無事です。必ず後で追いつきます。あまりに拙つたない言葉しか浮うかばない。そんな気休めの言葉には、きっとこの少年を動かせるだけの力はない。


　だから。頷く代わり、衣服から蓋ふた付つきのフラスコを取り出した。


「ネイト君」


　せめて微笑ほほえんでみせる。名詠を志こころざす者に、それを教える側の者として。


「……頼たよりない先生でごめんね」


　再さい度ど、触媒カタリストを床に叩きつけた。床に零こぼれた水面が光り輝かがやき、そこに青い名詠門チヤネルが生まれる。天井まで届とどく氷壁──それは少年と大蛇を阻はばむ場所に。


　これで彼の方もひとまずは安全だ。その代だい償しように、全すべての灰色生物の視線が自分へと突つき刺ささる。……そう、これでいい。わたしはこれで……いい。


「ケイト先生っ！」


「奥へ逃にげなさい。エイダが助けを呼んでくるのがいつか分からないけど、それまでじっと隠かくれてて！」


「でもっ──」


「……頼りなくて、本当にごめんなさい」


　教え子を守るつもりが、囮おとり役やくだけで精せい一いつ杯ぱいだなんて。


　わたし、やっぱりまだ……先生なんて呼ばれる資し格かく、ないのかな。
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　……まただ。


　どうしようもない自分の無力さに、エイダは唇くちびるの端はしを嚙かみ切った。


　絶たえ間なく移うつり変わる風景。全力疾しつ走そうで、もうどれだけ走ってきたか。酸さん欠けつによって引き起こされる頭ず痛つう。心しん臓ぞうが痛いたみ、肺はいが悲鳴を上げている。だがそれでも、走り続けた。


　走ることしか、今の自分には贖ゆ罪るされていないのだから。


　──また、あたしは何もできない。逃げるだけだ。


　学校の競演会コンクール、あのキマイラたちに襲おそわれた時だって、あたしは逃げてた。


　名詠士になりたくて、祓名民ジルシエになるのが嫌いやで、名詠士としての自分のまま、ずっとずっと怯おびえてた。……ううん、怯えたフリをしてた。


　名詠士としての自分には何もできない。もしあの時、自分が祓名民ジルシエとして振ふる舞まっていたならば──少なくとも、あたしは守ってもらう立場じゃなかった。誰かを守れる立場にいたはずだった。


　だけど名詠士として生きてみたくて、その結果、友人が大おお勢ぜい傷きずついた。





〝ちび君はあれだっけ。名詠士になりたいのは、お母さんの遺のこした名詠を完成させたいからだっけ〟


〝……ちび君は怒おこるかもしれないけど、あたしはそういうのだめなんだ〟


〝少しね、家に決められた道以外のことをしてみたいんだ。実はあたしの母親が名詠士の資格持っててさ、昔から名詠学校には興味あったの〟


　でも、それならなぜ今も祓ジ戈ルを使って練習してるのだろう。


〝……後こう悔かいしたくないから〟





　あの時、競演会コンクールで感じた無力感。もう同じ後悔をしたくないから。


　もうあの日の夢は見たくない。


　だから、今も自分は祓ジ戈ルを捨てきれなかった。


　──なのに今もあたしは。


　ケイト先生を、そしてあの幼おさない少年を見殺しにして一人で逃げてきた。


　……親おや父じ──あたしは──


　あたしは……どうすればいい！
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「急げ、エンネ！」


　全力で、薄暗い通路をゼッセルは駆かけ抜ぬけた。


　その前方を光妖よう精せいの幻げん灯とうが照らす。


　数分前に聞いた呼よび出し音。もしトレミアの教きよう師しが自分たちを探さがしにこの施し設せつまで来たのなら、当然あの玄げん関かんホールにも足を踏ふみ入れてしまったはず。


　……だが、おかしい。


　既すでに玄関部に相当近づいているはず。灰はい色いろ名めい詠えいの生物たちが襲おそいかかってくることは覚かく悟ごしていた。なのに、いまだ一匹ぴきも現あらわれないとは。


　胸むねに渦うず巻まく疑ぎ念ねんを残したまま、玄関ホールへと続く最後の角を曲がる。


「──っ！」


　まず目についたのは天井まで届とどく巨きよ大だいな氷ひよう壁へき。その脇わきに添そうように、無数の氷ひよう塊かいが乱らん雑ざつに転がっていた。氷塊の中に閉とざされているのは、見覚えある灰色の名詠生物。


　そしてその氷塊に混まじり──床ゆかに伏ふせたまま微び動どうだにしない人間の姿すがた。


　見覚えある形状のスーツ、学園で何度となく見かけたあの服ふく装そうは。


「ケイトっ！」


　最悪の予感に背せ筋すじを凍こおらせながらも、同どう僚りようの下もとへと駆け寄った。


　慌あわてて抱だき起こす。肩かたに触ふれた手にはスーツの感かん触しよくはなく、ざらっとした石の質しつ感かん。


「…………ぁ……」


　目を瞑つむったままの女じよ性せいから僅わずかに吐と息いきが洩もれる。その肩、背中、両足。五体の半分までもが石化しかかっていることに怖おぞ気けだった。


「エンネ、早くっ！」


「もうやってるわ」


　肩先から背中にかけ、広範はん囲いに渡わたって灰色の光粒が立ち上る。うっすらと色を取り戻していく同僚の身体からだ。


「……おい。これ」


　ざらりとした石の質感はひとまず消えた。だがその後に残ったものは──ぬるりとした冷たい感触。……まさか。


　彼女の背中にあてていた手を持ち上げる。掌てのひらに付着していた、大量の血。──しまった。血を止めていた石化が解とけ、かえって出血がひどくなったのか。


「悪い、背中開けるぞ」


　スーツを脱ぬがせ背中の部分のシャツをはだけさせる。傷きず痕あとそのものは小さいが、深い。大だい蛇じやの牙きばに背中を襲われたのか。問題は、その位置が心しん臓ぞう部ぶに近いということ。


　傷口に止血用の布ぬのをあて、包帯を肩から回して固定する。


「用意いいのね」


　反唱を続けながらエンネが視線をこちらに向けてくる。


「赤色名詠士の場合、いよいよになったら自分の血を触媒カタリストに使うからな。その後に出血が止められませんてのは洒落しやれにならないから、わりかしこの手の物は携けい帯たいしてる」


　だがこの傷、この程てい度どで果たして応おう急きゆう処しよ置ちになるかどうか。


「……ま……」


　微かすかに、まぶたを閉じたままケイトが口元をふるわせた。


「まだ……残っ……てる」


　残ってる？


　反はん射しや的に周囲を見渡す。通路に撒まかれた灰。燃もえがらの粉ふん塵じんの下、何かが蠢うごめいた。


　──俺おれたちが来て、ひとまず身を潜ひそめてたってわけか！


「くそっ、こんな時に相手なんかしてられるか」


　相あい棒ぼうである青色名詠士ミラーがいないことに歯は嚙がみする。密みつ閉ぺい空間は赤色名詠士の弱点だ。相手を倒たおすために炎ほのおを盛せい大だいに詠よびだせば、たちまち自分たちもその煽あおりを受ける。最悪この施設全体が燃え上がってしまう。


　──やはり、何が何でも俺たちを奥まで行かせたいってことか。


　玄関部、脱だつ出しゆつを遮さえぎるように群むれ集つどう名詠生物。


「ゼッセル、どうするの！」


「ケイトは俺が背負う。逃にげるなら非ひ常じよう通路の方だ」


　進むべき道は研究所最奥、大ホール。


　その先に何かがある。その確信だけはもはや絶ぜつ対たいに近かった。





　　　　４





　分校の校門、その両りよう脇わきに見覚えある教師たちの姿があった。


「エイダっ、今までどこ行ってたの。勝手に校こう舎しやから出ていって──」


「ごめん先生！　後で話すから！」


「なっ……ちょっと、エイダ！」


　肩を摑つかもうとする腕うでを強ごう引いんに振ふり払はらう。その勢いきおいのまま校舎の内部へ。


　──ケイト先生は事じ情じようを話せと言っていたけど、そんな悠ゆう長ちような真ま似ねしてられない。


　分校三階、クラスの女子にあてがわれた部屋。


　無人の部屋、その片かた隅すみに駆け寄る。無む造ぞう作さに置かれた自分の荷物、その脇の壁に立てかけてある、布ぬのにくるまれた細長い何か。


　……結局。あたしにはこれしかないのか。


　施設に残っている先生を助ける方法は、今の自分にはこれしかない。


　そう、後こう悔かいしたくないから。


「親おや父じ、あたしは別に祓名民ジルシエになるって決めたわけじゃないんだから！」


　通路を駆ける。長大な得物を持った自分を奇き異いの視し線せんで見つめる生徒、教師たち。


　……はは、懐なつかしいや。あたしがトレミアに入学した時、祓ジ戈ルを持ったまま入学式に出た時も、初めはこんな感じで見られてたっけ。


　そういえば、あの時は、どうやって最初に友達ができたんだっけ。


　あの時は──


　頭を過よぎるのは、黒くろ髪かみ長身の少女だった。トレミア・アカデミーの女子寮りようで自分と相部屋の子。一番最初に向こうから声をかけてくれて、偶ぐう然ぜん同じクラスで、そこから徐じよ々じよに友達が増ふえていった。


　彼女が、名詠学校の生徒として見つけた最初の友達だった。


　ロビーへ続く最後の角を曲がる。その直前、その角の陰かげからトレミア・アカデミーの白制せい服ふくが見えた。こんな馬ば鹿か長い鎗やりを持って廊ろう下かを走る女の子。驚おどろくか、からかわれるか、そう、そのどちらかしかないと思ってた。けれど──


「よっ」


　その角から現あらわれた生徒がしたことは、自分に向かって片手を上げることだった。


　黒髪長身の、見覚えあるクラスメイト。


「……サージェス？」


　なんで、なんでここに。


「あれだけ大おお騒さわぎして戻もどってきて、今度は大おお慌あわてで階かい段だん降おりてくるんだもん。誰だれだって気づくよ。それより、その鎗──」


「こ、これは……！」


　反はん射しや的に、自分の携たずさえていた鎗を後ろに隠した。自分の背せ丈たけより長い鎗。隠しきれるはずがないのに。


「ち、違ちがうんだ。あ、あのさ……あたし……」


　何かを言おうとして、けれど声にならなかった。


　あ……あたしはあんたと同じ名詠を学ぶ生徒で、この鎗は……今この時だけなんだ。だから……お願い、嫌きらわないで。ずっとずっとあたしたち、友達のままで……。


「ばか、何小さくなっちゃってるの」


　萎い縮しゆくする肩に、サージェスが唐とう突とつに触ふれてきた。


「……サージェス？」


「決めたんだろ？　そっちの道を選ぶんだって」


　突とつ如じよ通路に鳴り響ひびく靴くつの音。通路の奥、複ふく数すうの教きよう師したちが走り寄ってくる。


「ほら早く行きな。センセには話つけておくから」


　にこやかに、力強く、その友人は自分の背中を押してきた。


「……ねえ、サージェス」


「うん。なにさ」


「これからも……友達でいてくれる？」


「ばーぁか」


　背中合わせの少女は、心底呆あきれた声で。


「そんなこと心配する暇ひまあったら、することしてさっさと戻ってきなさい」


　その瞬間。なにか、とても重い枷かせが音を立てて外れていった。


　普段その重さに慣なれているはずの鎗が、今までになく軽い。


　……聞いたか、親父？


　たとえあたしが名詠士じゃなくたって、それでもあたしの居い場ば所しよはここにある。ここで待っててくれる友達がいるんだ。


「いいじゃん。あたしだって、たまには女の子したくなるんだよ」


「はいはい、分かりましたよ」


　それ以上、友人は何も言ってこなかった。


　──ありがとう。


　振り返ることなく、エイダはロビーを走り抜けた。





　教師が構かまえる校門に行き着く直前。


「……エイダ！」


　聞き知った声が背中に届とどいた。振り返った先、緋ひ色の髪をなびかせる少女が自分に向かって駆け寄ってくる。


「エイダ、あなたどこ行ってたの！　ネイトもケイト先生もいなくなっちゃって、先生たちが大騒ぎしてるのよ！」


「ごめん、今それ話してる時間ないの」


「待って！」


　背を向け走りだす。その直前、彼女は力ずくで肩かたを摑つかんできた。


「つまり、ケイト先生とネイトの居場所知ってるのね？」


「クルーエル、あたし急──」


　言いかけた言葉は、彼女の二の句くによって消え去った。


「急いでいるなら、何とかしてあげられるかも」


　くすりと片目をつむり、微笑ほほえむようにクルーエルが口元をやわらげる。


「……え？」


　話が見えない。それってどういうこと？


「エイダ、あなたの持ってる鎗それでちょこっとだけわたしの指先、切ってもらえるかな」


「クルーエル？　ごめん、意味が……」


　有う無むを言わさず、鎗の先せん端たんに彼女が指先を押しつける。あまりのことに制せい止しも間に合わなかった。鋭えい利りに研とぎ澄すまされた鎗先に、少女の指先が微かすかに触れる。


「ちょ、ちょっと何してるの！」


「──エイダ。わたしもずっと迷まよってたっていう話、したよね」


　やわらかな声と共にクルーエルが振り返る。


「わたしね、一度名詠が怖こわくなったことがあったの。でもそれを言ったら、あの子、『僕ぼく、信じてます』だって。……あれはずるいよ。ホントに、言われたこっちが恥はずかしくなるくらい一生懸けん命めい応おう援えんしてくれるんだもん」


　あの子？


　クルーエルがそんな単語を使いそうな相手……それって、もしかして。


「ううん、それが誰かは秘ひ密みつ」


　どこか悪戯いたずらっぽく、どこか照れたように微笑む彼女。


「だから決めたの。今ここで、わたしにできることがあるのなら──もう怖がらない。信じるって言ってくれたのを、裏切りたくないからね」


　その指先から一滴てき、赤の触媒カタリストが風に舞まう。


　一陣じんの風に攫さらわれた赤の飛沫──それがいつしか、紅あかく燈もえる無数の羽根に姿を変えていた。幾いく百ひやく幾千にも及およぶ羽根。自分たちを包むように、地に落ちることなくいつまでも空に舞っている。


　見覚えがある。これ、競演会コンクールでクルーエルが詠びだした奴やつ？　でも妙だ。彼女は今、〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたってないのに。





『わたしを詠よぶのに〈讃こ来と歌ば〉は不要いらない』





　その声は、エイダの耳にも確たしかに聞こえた。


　不思議な声。朧おぼろ気げで儚はかなく、なのにとても近くから。


『愛いとしい小鳥。翼つばさなき歌い手よ。さあ、わたしの名を呼んで』


　優やさしい風が吹ふいた。周囲を吹く潮しお風かぜとは違う、心の内面を澄ませる微風そよかぜ。


　燈もえる羽根が踊おどるように宙ちゆうを舞う。緋の髪の少女を護まもるように。


　赤の祝祀まつりが終わったその後に──少女の背はい後ごに寄り添そうように、巨大な真しん紅くの翼を持つ名詠生物がそっと佇たたずんでいた。


「……うそ」


　一歩、圧おされるように後ずさる。


　伝でん承しようとして物語として。名詠を学ぶ者だけじゃない、世界中の一いつ般ぱん人じんにすら、その存そん在ざいは伝説として広く知れ渡っている。


　紛まがうことなき赤の真しん精せい。最も気高き名詠生物がそこにいた。


『お乗りなさい、爪つめ持てし雛ひなよ』


　詠び出した名詠者に小さく頷き、黎明の神鳥フエニツクスが自分に向けて翼を差し出してくる。
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『さあ、あなたの道行きを教えて』


　道行き。進むべき導しるべ。それは。


　……あたしの選んだ道は。





　──決めたんだろ？　そっちの道を選ぶんだって──





　あたしの選んだ道は、きっとみんなと違う道。


　だけどあたしも、もう迷わない。それが、送り出してくれた友人との約束だから。


「──意地悪」


　にやりと、エイダは唇くちびるの端はしをつり上げた。


「あんた、ホントは分かってるんでしょ」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。


　自分に合わせるかのように、神鳥の瞳ひとみもまた微笑ほほえんでいた。


『とても好よい。名詠士に在あらざる少女よ。それは、とても好よい決意こたえです』




　終奏　『諸もろ人びと歌う　奏かなでる鎗やり使つかいの道行きよ』
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　背せ中なか越ごしに、背負う同どう僚りようの息づかいが聞こえてくる。弱々しい、か細い呼こ吸きゆう。


　──ケイトの出血が止まらない。


「あとちょっとだから、それまで我が慢まんしてくれ！」


　背負う彼女からの返事はない。


「……それまで保もってくれよな」


　ここへ来る前に確かく認にん済ずみ。最さい奥おうのメインホールには外への避ひ難なん扉とびらが確たしかにあった。


　自身疲ひ労ろうで頭ず痛つうと目眩めまいに見み舞まわれながら、それでもゼッセルは走り続けた。
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「……静か」


　更こう衣い室しつだろうか。職員用の研究服が並ならべられたロッカー。ネイトはその一つにじっと身を潜ひそめていた。


　……ケイト先生。


　自分とエイダを逃にがすため、一人残った教きよう師し。


「──僕ぼく」


　競演会コンクールにも似にたような無力感を味わった。ただあの時と決定的に違うのは、今この場所では自分が本当に独ひとりだということだ。


　いつも傍そばにいてくれたアーマがいない。夜色の触媒カタリストを用意してくれるミオがいない。そして、あの時のように名めい詠えいを見守ってくれるクルーエルがいない。


　……また独りなの？


　ずっとずっと前。自分が孤こ児じ院いんに預あずけられていた頃ころ。話すべき相手もなく、頼たよるべき相手もいなかった。だから──朝が来て孤こ独どくを感じるなら、いっそずっと布ふ団とんの中に隠れていたかった。いつまでもいつまでも、醒さめない夜が続けばいいと思ってた。


　でも。


　今は亡なき母親に拾われて、そこから、何かが少しずつ変わっていった。アーマと出会い、トレミア・アカデミーに来てまた沢たく山さんの人たちと会えた。緋あかい髪かみをした優やさしい少女と会い、母との約束を探さがし続けていた名詠士と出会い、大勢のクラスメイトにも出会えた。


「だから。今は、違うよね」


　一いつ緒しよにいてくれる人はいる。今は、僕がここでじっとしてるから会えないだけ。こんなとこで隠れてたって仕方ない。


「僕から行かないと」


　ロッカーを僅わずかに開き周囲の様子を探さぐる。平気だ、辺りにあの蛇へびや石ト竜カ子ゲの姿すがたはない。


　更衣室を出、来た道の先へと通路を進む。


　が、ものの数秒と経たたず、靴くつ先さきに異い常じようがあった。震ふるえてる。僕が怯おびえてるから？　いや違う。これは──


「なに、これ……地じ震しん？」
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　音もなく、光妖よう精せいの幻げん灯とうが突とつ如じよ消えた。またしても灰色の名詠生物か。一いつ瞬しゆん身構えたものの、ややあってエンネは安あん堵どの息をついた。


　落ち着いてみれば何と言うことはない。光妖精の発する光が、さらにまた別の光によって隠れただけ。


　暗い通路を照らす、わずか一ひと筋すじの光こう明みよう。それは閉とじかけた扉とびらの奥から、木こ洩もれ日のように通路を照らしていた。


「……メインホールだよな」


　ゼッセルの独り言だとは分かっていたが、それでも頷くことにした。


　灯あかりという灯り全てが途と絶だえた研究所でただ一か所、最奥に位置するメインホールのみ照明が生きている。偶然だと言うにはあまりに作さく為い的な状況。今までの状況からして、これで良い場面に行き着くという可能性は限りなく零ゼロ。あのホールへ突入するかどうか自体が分ぶの悪い賭かけになる。あの奥で待っているのはおそらく──


　……だけど、行くしかない。避ひ難なん路ろはこの先だ。これ以上はケイトの身体からだが保もたない。一いつ刻こくも早く、医い療りよう機き関かんへ運ばなくては。


　扉を蹴り開ける。部屋の眩まぶしさにまぶたを閉じかけるも、睨にらみつけるように部屋の中央へと視し線せんを向ける。


　向けたまま、エンネは目を細めた。


　──そういうことだったのね。


　奥歯を嚙かみしめる。ようやく、この馬ば鹿かげた茶番の正体が見えてきた。


「これが原げん因いんだったわけね」


　巨きよ大だいな空間の中央。宝ほう石せきが施ほどこされているらしき絢けん爛らんな灯とう籠ろう、その上に据すえられた灰はい色の〈孵石エツグ〉。さながら、五色に輝かがやく玉ぎよく座ざに構かまえる灰色の王と喩たとえるべきか。視線をずらせば、部屋の隅すみにはさらに五色の〈孵石エツグ〉。


「……さすがにこの触媒カタリストを精せい製せいした施し設せつだけあるな」


　ケイトを背せ負おうゼッセルの、皮肉にも似にた呟つぶやき。


　トレミア・アカデミーに持ち込まれた物は五色の〈孵石エツグ〉が各一つずつだったと聞く。ならばこの施設にまだ相当数が残っていてもおかしくない。


「この研究所も〈孵石エツグ〉が暴ぼう走そうしたのか？」


「それは、まだ断定できないわ」


　小さく、エンネは首を横に振った。


　学園に持ち込まれた触媒カタリストは既存の五色のみだったと聞く。研究所で精せい製せいした〈孵石エツグ〉が五色のものだけならば、この灰色の〈孵石〉はそもそも何だ？　それに今のところ、灰色の〈孵石〉はこの部屋にある一個しかわたしたちは見ていない。仮に触媒の単純な暴走だとしても、この灰色名詠生物群の数は勘かん定じようが合わない。せめて二つ、いや、あの量を詠び出すならば最低三つは卵が必要だ。


　そして、研究室の碑ひ石せきに残されたあの血文字……


　──いいえ、やめましょう。


「今は、面めん倒どうなのは忘わすれた方が良さそうよ」


　少なくとも今、現げん状じようの分ぶん析せきはわたしたちに求められていない。無事この場を脱だつ出しゆつする、現状の打だ破はが最さい優ゆう先せんだ。


「ゼッセル、一いち応おうその触媒カタリストには触さわらないでね」


〈孵石エツグ〉は触ふれられることで強きよう制せい的に名めい詠えいを発動させる。仕し掛かけは今なお不明だが、それは前さきの競演会コンクールで証しよう明めい済ずみ。


「……ケイト、待ってろ」


　もはや自力で背に摑つかまる体力すら残っていない同どう僚りよう。自身疲ひ労ろうの色を浮うかべつつも、ゼッセルが彼女を背負い直す。


　部屋の奥、周囲の鈍にび色の壁かべと一線を画す朱しゆ色いろの扉とびら。研究室のマップで確かく認にんしたのと同じ、あの扉を越えれば外界へ出られるはずだ。


　不意に。


「……地震？」


　彼が微かすかに眉まゆをつり上げる。それに併あわせるように、微び弱じやくな揺ゆれが足先から伝わってきた。さらさらと、天てん井じようの壁材が剝はがれ落ちていく。


　不思議だ。この感じ、以前にも体験したような。


　既き視し感？　いや違ちがう。自分もゼッセルもミラーも、そしてカインツも。あの時、これと同じ鳴動を確たしかに目まの当たりにした。


〈孵石エツグ〉の暴走。あの時生まれた怪かい物ぶつの地鳴り。


「エンネ！」


　やおら、彼の声が裏うら返がえった。悲鳴か警けい告こくの入り交まじった声こわ音ね。自分たちが通ってきた扉。その扉の奥、通路の陰かげから灰はい色いろの生物たちがゆっくりと這はい進んできていた。


「くそ、どこまで罠わなになってりゃ気が済すむ！」


「ゼッセル、急ぎましょ！　こんなの相手にしてら……」


　──その足が、止まった。


「…………うそ」


　部屋の四隅すみ。無む造ぞう作さに転がっているだけだった卵たまご形がたの触媒カタリスト、うちの二つが活性化の光を放ち出す。いやそれだけならまだいい。問題は、その卵の場所が避ひ難なん通路の最寄りに置かれた二個こということだ。


　名詠光が消え、倒たおれた〈孵石エツグ〉の両脇にそれぞれ数体の名詠生物。


　背中に灰色名詠生物群ぐん。そして正面には宙ちゆうを漂ただよう黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ、その脇に控ひかえるように、緑の体表をした双頭の毒蛇アンフイスバエナ。


　──囲まれた。じりじりと、中央部目がけて包囲の輪が狭せばまってくる。


「ケイト……やるだけのことはやるけど……ごめんね、最悪の結果になるかもしれない」


　床を滑すべるように、足あし下もとから双頭の毒蛇アンフイスバエナが迫せまってくる。天てん井じよう伝いに灰色の蛇へび。左右からは灰色の石ト竜カ子ゲと黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。


　数が、多すぎる！


　──『Keinez赤の歌』──


　最も近い距きよ離りにいた灰色の石ト竜カ子ゲ数体目がけ、ゼッセルが猛もう火かを名詠。ただしそれはバックファイアが届かぬ程てい度どに抑おさえた炎ほのお。紅あかい熱波に混じり、足を止めることなく進んでくる灰色の影が確かに見えた。


　──この程てい度どの火力じゃ動きも止められないの？


　真正面から迫せまる双頭の毒蛇アンフイスバエナを牽けん制せいするように、エンネは立ち位置をずらした。


　一瞬、同僚の姿が視界に映うつる。彼のすぐ背はい後ご二メートルほど、ぞっとするほど近い距離まで黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプが音もなく忍しのび寄っていた。こいつの攻こう撃げき範はん囲い、たしかヒトの身長程度だったはず。だとすればあの距離は──まずい！


「ゼッセル、後ろ！」


　慌あわてて彼が振ふり向くも、あまりに距離が近い。反射的に飛び離れようとするゼッセル。しかしその直前で彼の膝ひざが落ちた。直前まで差し迫った危き険けんに、ケイトを背負っていたことを彼は失念していたのだ。同どう僚りようを背に支ささえる負荷だけ、動きが鈍にぶい。


　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプの発する光が黄色から青に変化。球状の発光体から絹きぬ糸いとほどの繊せん糸しが伸のばされる。


　だめだ、ゼッセルは躱かわせない。そのことを本ほん能のう的に悟さとった。





　O muas dowaお伏せなさい





　……伏ふせる？


　自分が言葉を理解するより先、セラフェノ音語によって綴つづられたその言こと霊だまに導みちびかれるように、彼が背のケイトごと床ゆかに倒たおれ込こんだ。


　朱しゆ色に塗ぬられた避難通路が、更さらなる真しん紅くに染そまり膨ふくれ上がる。


　刹せつ那な、その避難通路が音を立てて弾はじけ飛んだ。粉ふん砕さいされた扉とびらの破は片へんが眼がん前ぜんの黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプを巻まき込み、部屋の壁かべに猛もう烈れつな速度で衝しよう突とつする。


　……これは？


　広大なホールのその床へ、優ゆう雅がとも言えるほど静かに降おり立つ真紅の巨きよ鳥ちよう。


　……黎明の神鳥フエニツクス？


　周囲の状じよう況きようも忘わすれ、エンネはその場に立ちつくした。自分のすぐ目の前に、あまりに有名ながらあまりに名めい詠えい事例の少ない、名詠士間でも半ば幻まぼろしと化した名詠生物。


「ほらエンネ先生、早くこっち来て！」


「エイダ？」


　巨大な鳥の背からひょっこりと顔を覗のぞかせた少女に、呆ぼう然ぜんと声を失った。


「ゼッセル先生、ケイト先生と一いつ緒しよに乗ってください！」


　もう一人、神鳥の翼つばさと同色の髪かみをした少女が自分たちに向けて手て招まねきしてきた。


「おまえ、クルーエルか」


　ゼッセルが目を見開く。彼が知っているということは、彼が講こう義ぎを担たん当とうしていた生徒だろうか。


「センセ、ちび君知らない？」


　神鳥の背からエイダが飛び降りてくる。その手に──金きん属ぞくの光こう沢たくを放つ長大な鎗やり？


「ちび？」


「ああ、ネイト君のこと。あたしやケイト先生とここに来てたはずなんだけど」


「……ごめんなさい、ケイトとしか会ってないの」


　予想に反し、少女の方は普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした表ひよう情じようのままだった。


「ううん、それだけ教えてもらえればいいよ。探さがせば見つけられるだろうし」


　それだけ残し。ゆらりと一人、自分たちから離れエイダが歩き出す。まさか本気でネイトを探しに行くつもりなのか？


「……エ、エイダ！　何を！」


　黎明の神鳥フエニツクスから離れてホールを進む少女に向かい、足を止めていた名詠生物群ぐんが一気に襲いかかる。


「エイダ、後ろ！」


　神鳥の背に乗るクルーエルが叫さけぶ。


　少女のすぐ真後ろ、先ほど壁に吹き飛ばされたはずの黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプ。


　にもかかわらず、その警けい鐘しように少女は振ふり向きもしなかった。


「──把わ握かってる」


　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプが伸ばした光の繊せん糸し、それと同時に、背を向けたまま少女が鎗を背後の相手に突き出す。光の糸と鎗。互たがいが交こう叉さし通り過すぎ──


「黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプの攻こう撃げき限げん界かい範はん囲いは一・六七三メートル。対し、我わが祓ジ戈ルの長さは一・八九五メートル」


　指先一本分の空くう隙げきを挟はさみ、光の糸は少女の背中の直前で止まっていた。


　対照的に。少女の鎗に突かれ、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプが小こ刻きざみに震ふるえ出す。


「つまり、祓ジ戈ルの端はしより〇・二メートルの箇か所しよを持った上で突き出せば、〇・〇二二メートルの差で相手の攻撃は絶ぜつ対たいに届とどかない」


　届かない。その言葉と共に、黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプが光の粒つぶになって送り還かえされていく。


　死の境きよう界かい線せんまで……僅わずか二・二センチ。


　今、この少女は背後の相手に対し振り向いてもいない。いやそもそも、自分の持つ鎗すら見ていない。自分の握にぎる箇所が指先一つ分ずれていればどうなっていたことか。


「一ミリだってずれませんよ、絶対に」


　心中を見み抜ぬいたかのように、少女がぽつりと呟つぶやく。


「……そのくらいの研けん鑽さんは、ずっと昔に積んでますから」


　その声こわ音ねは不思議と、悲ひ愴そうに満ちたものだった。


　討とう伐ばつ難なん易い度ど──易い


　なぜ少女が背後の相手を目にしていないか、その理由にようやく思い及およぶ。


　眼中にもない、まさにその言葉の体現。既すでに彼女の視し線せんは、次に倒すべき相手の方を向いていた。


「総そう数すう二十七、うち詳しよう細さい不明のものが十三体」


　足あし下もとから双頭の毒蛇アンフイスバエナが襲いかかる。


　毒滴したたる牙きばが足先に触れる──そう錯さつ覚かくするほどの距離で、だが蛇へびの牙は空を切っただけ。鎌かま首くびを持ち上げた姿し勢せいのまま、その名詠生物が緑の名詠光を発して還っていく。


「残り二十六体。うん、何とかなるな。一通り掃そう討とうしてからちび君探した方が楽そうだ」


　少女は、その蛇の更さらに背後に立っていた。


　──速い。いえ……やわらかい？


　あまりに自然で滑なめらかな体捌さばき。水中で今と同じ動きを再現したとして、水面には波は紋もん一つ立たないだろう。そう思わせるほど、あまりに流りゆう麗れい。今まさに返り討うちにされた蛇自身、自分がいつやられたのか最後まで理解できなかったに違ちがいない。


「一通り……掃討？」


　つい昨日、自分の講義で模も擬ぎテストを受けていた少女。彼女が用紙に書いていた名前を思い出し、エンネは息を呑のんだ。


　エイダ・ユン・ジルシュヴェッサー。


　祓戈の到極者ジルシユヴエツサー──祓名民ジルシエの中で最高位にある称しよう号ごうであるとは聞いている。だけど、この弱じやつ冠かん十六歳さいの少女が既にそれを冠しているというの？


　祓名民ジルシエの頭とう領りようたるクラウスですら、その後名を手にしたのは二十代半ばだったと聞いている。なのに、こんな名めい詠えい校で名詠の勉強をしていた女の子が既にそれを？


　にわかには信じられない。けれど、目の前の光景は圧あつ倒とう的に本物だった。


　小さな呼こ気きだけを響かせ少女が踊おどる。名詠生物たちの眼前に自らの身体からだを晒さらし対たい峙じする。命すら賭かけた舞まいに、見ている自分たちの方が恐おそろしくなる。


　危険だから？　否いな、その舞の可や憐さしさにこそ、背せ筋すじが凍こおった。


　天てん井じようから落下する大だい蛇じやを払はらい、と同時に足下の双頭の毒蛇アンフイスバエナを躱かわし、灰色の石ト竜カ子ゲの爪つま先さきをわずか数ミリの差で逸そらす。圧倒的な体捌さばきに共鳴するかの如ごとく、金きん属ぞく製せいの鎗やりが鞭むちのようにしなり、風鳴りを伴ともないながら周囲の相手を薙なぎ払う。


　繊細にして豪ごう放ほう。機き敏びんにして静せい謐ひつ。華か麗れいにして残ざん酷こく。鎗なのに、刀のような鋭するどさがある。鎗なのに、弓のように美しい放物線を描えがく。


　そもそも、少女一人にして相手は三十近い。その全すべてが、自分たちを忘わすれたかのように、少女へ一いつ斉せいに襲いかかっていた。にもかかわらず、四方を囲まれた中でなお少女の舞ぶ踊ようは一時として止まることがない。胸むねの鼓こ動どうすら凍るほど張り詰めた、死地の舞ぶ踏とう会かい。そのはずなのが、猛たけりも焦あせりもそこには存そん在ざいしていなかった。


　……違う。わたしの知っている生徒じゃない。いえ、わたしの知っている名詠士じゃない。この少女は──名詠士に在あらざる者。


　振るう鎗が相手を二体をまとめて薙ぎ払う。断だん末まつ魔まの名詠光を迸ほとばしらせ、次々と還っていく名詠生物たち。


　残り十三体。そこで、初めて少女の動きが止まった。


　右手に鎗を携たずさえたまま、左手をだらりと下げている。


「エイダ、左手！」


　クルーエルの悲鳴につられるように少女の手を見み据すえ……そこで呼こ吸きゆうが止まった。赤しやく銅どう色に日焼けした少女の左ひだり腕うで、灰はい色になった左手首だけが異い様ように目立つ。


「……かすってたか」


　機械的な声音で少女が洩もらす。その視線の先、残る十三体、それは全すべて灰色の名詠生物だった。


「エイダ、もういいわ！　退ひきなさい！」


　たった一人で名詠生物十数体を相手にしたんだ。もう十分だ。今すぐこの施し設せつから脱だつ出しゆつするべきだ。──にもかかわらず。


「それはできません」


　あろうことか、背を向けたまま彼女は首を横に振ってきた。


「エイダ！」


　どうして。どうしてそんなに意地を張はるの。片腕が石化した状じよう態たいで何ができるの。


「……あたしが、不器用な女だからです」


　そう。名詠士になりたくて、でもなりきれなかった不器用な──幻げん聴ちようか。そんな言葉が、少女の口からこぼれた気がした。


　前後左右。あらゆる方位から名詠生物群が迫せまる。容よう易いに捌ける数じゃない。エイダ、片手だけでどうしようというの。


　その瞬間、少女が叫んだ。


「センセ、何色！」


　──灰色名詠こいつの反唱に、五色の中で最も適てきした色は何色だ。


　その意図に自分だけが気づいたのはきっと、わずかな時であろうと自分が、この祓名民ジルシエの少女の『先生』であったからなのだろう。


「あなたの選んだ色よ！」


　彼女に伝わるように、エンネは肺はいに残る呼気全てを振り絞しぼった。


　返事の代わり、少女の持つ祓ジ戈ルの先せん端たんが白色に輝かがやく。先端の送そう還かん用宝ほう石せきを真珠パールに入替シフト。


　そして、祓名民ジルシエの少女はその祓ジ戈ルを自らの左手に突つき立てた。


　さながら硝子ガラスが割われる音。


　澄すみきった乾かわいた音を立て、腕を石化させる呪のろいが一いつ瞬しゆんにして祓はらわれる。その意味が伝わったのか、灰色の生物群がわずかに動きを鈍にぶくする。瞬まばたきほどにも満たない逡しゆん巡じゆん。隙すきという隙ですらない微かすかな虚きよ。だが祓名民ジルシエの少女には十分だった。


　──『Nussis還れ』──


　矛ほこ先さきの残ざん像ぞうだけを残し、白く輝く祓ジ戈ルが全方位を薙ぎ払う。蒸じよう気きが騰もえ立つように、部屋に残っていた全ての名詠生物が白はく煙えんを上げて消えていく。


　その煙けむりに身を委ゆだねるかの如ごとく、祓ジ戈ルを携える少女はじっと瞳ひとみを閉じていた。





　　　　３





　微び弱じやくな揺ゆれが止まり、もうどれほど経たっただろう。


　ふと立ち止まり、ネイトは周囲を眺ながめ回した。


　通路は一本道、緩ゆるやかに右へとカーブしているらしい。自分は分ぶん岐き路ろを左に逃にげたから、方位としては総そうじて直進に近いはず。


　……何もいない、よね？


　数秒おきに背はい後ごを確かく認にんしているが、あの不可思議な灰色の生物たちが後を追ってくるという気配はない。照明の落ちた通路、微弱な緊きん急きゆう灯とうを頼たよりに進んでいく。


「避ひ難なん……経路？」


　通路の壁かべに貼はり付けられたプレートの文字、たしかにそう刻きざまれていた。


　ここをさらに歩いていけば、避難扉とびらに辿たどり着く。


　再ふたたび足を進める、その前に──身体からだが震ふるえた。


「あ、あれ」


　身体だけじゃない。床ゆか、壁、天てん井じよう。その全てが悲鳴を上げるように震えていた。


　地じ震しん？　だとしたらさっきよりも大きい。


　……一体何が起きてるの？
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「エイダ、すごいじゃない！　そんな特とく技ぎあったんだ」


　鎗やりを抱かかえたまま戻ってくるクラスメイトに、クルーエルは思わず歓かん声せいを上げた。


　鎗そう術じゆつ会かいに入っているということは知っていた。けれど、まさかここまでの技量を持っているとは。クラス内では、まるでそんな素そ振ぶりなど見せたことがなかったというのに。


「ん……まあ特技というか」


　言葉を濁にごしたままクラスメイトが後ろ頭を搔かく。たった今神かみ業わざ的な技量を見せておきながら、その表情は不思議と寂さびしげな陰かげを映うつし出していた。


「クルーエル、先生たちを早く連れて帰ってあげて」


　ケイト、エンネ、ゼッセルの三人。それに自分とエイダ。重量的に厳きびしいかとも思ったが、神鳥の方は問題ないと言ってきた。


「分かってる。エイダも早く乗りなさいってば」


　ところが、一人背に乗り遅おくれた少女は苦く笑しよう気味に肩かたをすくめてきた。


「あたしはちび君探さがしておくよ。あたしが連れて来ちゃったようなもんだからね。さすがに責せき任にん感じちゃってるから」


「でも……」


『参りましょう。急ぐ必要があるのだから』


　神鳥が首を持ち上げる。……確たしかに、冷静に事を考えるならエイダや神鳥の言う方が正しいことは目に見えていた。問題は、自分たちの担たん任にんであるケイト教きよう師しだ。背中の傷きずが深い。今すぐ医い療りよう機関へと運ばなくては。


「エイダごめんね、わたしもすぐ戻ってくるから」


「あいにく、遅ち刻こく魔まのあんたに言われてもね」


　軽い口調でエイダがおどける。あなたも同じでしょ。そう言い返す直前。





　loar dime,風、 Hir qusi嗤う fluse feo地に這う nen rawa砂の cley儚さを





　sheza羽、 dime, Hir笑う qusi火に nazarie酔う feo eza da灰の wavir uc corne愚かさを





　声が、何ど処こからともなく、無風のはずの室内を駆かけめぐった。


　それと同時。





　──ピシリッ──





　何か硬かたい物がひび割れる音。あまりに小さい音ながら、奇き妙みようなほど明めい瞭りように、それはホール中に響ひびき渡わたった。





　solitie孤独の kaon,牢宮 writh lef芥の eza,宴 lastis os終わらぬ fisa惨劇を endehec敗者が mofy笑う





　arsei玉座は glio,王に飢え ovanしかれど ezisその glia椅子に jes座すは reive埃のみ





　老人のしわがれた声が、奇妙な旋せん律りつを歌い上げる。


　いえ、ただの歌じゃない。これは〈讃来歌オラトリオ〉？


「な、なに……？　また？」





　omunis万象は via-c-転じ、univa,わたしは Yer sis塵と tera peg埃に ezis, eza流れゆく





　zette yupaならば、 thes Iこの世界に neckt勝者は loern不在





　死者の怨おん念ねんを思わせる旋律は、唯ゆい一いつ残った〈孵石エツグ〉から──


「エイダ、今すぐこいつに乗れ！　その卵はまずいっ！」


　エンネ教師に続き、ゼッセル教師が顔色を変えた。


　中央に掲かかげられし灰色の触媒カタリスト。


　それが、殻からが破やぶれるかのように少しずつ外皮の部分が剝はがれていく。内部から洩もれる、鈍にび色の輝かがやき。





　Isa daさあ boema生まれ foton落ちた doremren子よ Ser laそなたらは lemenent,王に clar lef傅く ilmei arsa子供たち





　jesその諸手に effectis王の剣 qusi fo十二から Lastihyt,成る ecta peg威光の sterei orza翳し





『この研究所そのものが罠わなだった、ということなのでしょうね』


　神鳥の睨にらみつける先──


　一ひと際きわ輝く名めい詠えい光こう。光の粒つぶが螺ら旋せん状じようの環わを描えがき、その中心に銀色の影かげが現あらわれる。


『そして、これが最後にして最悪の罠のようです』





　miqvyいま、 O evoia世界の arsei全ては tearl dis敗者と elmaei Iなれ　── sterei王剣・ efflectis十二銀盤の Ezehyt =哮れる ende arsa日





　銀色の何かがそこにいた。


　体長二メートルほど。細長い金きん属ぞく針ばりを合わせ人型を成したような形状。両手に相当する部位からは、直ちよく接せつ銀色の剣けんが生えている。名詠式で詠よび出される既き存そんの名詠種とは違ちがう、灰色の名詠生物たちとも風ふうを異ことにする、あまりに人工的な外観フオルム。──その周囲、真しん精せいを護まもるように宙ちゆうに浮うく、十二刃じんにものぼる銀色に輝く鎗やり・剣・斧おの。


　……まさか、こいつが灰色名詠の真精？


　両手に二つ、その周囲に十二の刃を備そなえた銀色の名詠生物。


　その真精が、ゆっくりと両の武ぶ器きを持ち上げる……そう認にん識しきした瞬しゆん間かん。





　自分たちのすぐ眼がん前ぜんに、その真精は立っていた。





『……捷はやい』


　神鳥が洩らす驚愕の声。


　あまりに唐とう突とつ、何の予よ兆ちようもなく動き出す。それも恐おそろしいほど速く滑なめらかに。その動きに、クルーエルは全身が粟あわ立だった。この真精の動きは、エイダのそれに酷こく似じしている？


　振り上げた剣が神鳥に向かって振り下ろされる。


「──虚うつけ」


　叩たたきつけるような銀ぎん閃せんが、さらに下から振ふり上げられた銀閃に弾はじかれた。


「棒ぼう人間、相手を違たがえるな！」


　真精の正面、鎗を携えた少女が独ひとり立ち塞ふさがる。


「エイダ？」


「先に帰ってて。さっきも言ったでしょ、あたしはちび君を探してから戻る」


「何言ってるの、エイダも早く乗って！」


　視線を正面の相手に向けたまま、彼女が無言で首を横に振る。その拍ひよう子し。


　……ぽちゃん。


　小さな小さな飛ひ沫まつが、床ゆかに落ちた。


「エ、エイダ、あなた？」


「お願い……先行って」


　その飛沫は少女の瞳から。


「あたしは不器用な人間だから、これしかないの」


　ゆっくりと、少女が横顔を向けてくる。


　湖こ畔はんのように波立つ双眸みなもを。


「……あたしさ、名詠士って憧あこがれてたんだ」


　──泣いていた。


　初めて見た。エイダが、大粒の涙なみだを頰ほおから流していた。


「最初はね、ばか親に決められた道ってのが嫌いやだから、どうせなら反対の名詠士になってやるっていう、つまらない理由だったんだ。親と喧けん嘩か別れしてこの学校来たようなもんだもん」


　手元の鎗を抱だき寄よせ、真精が徐じよ々じよに近づいてくる中で、あまりに無む防ぼう備びな格かつ好こうで少女がこちらに振り向いた。


「でもね、やっていくうちに面おも白しろくなってさ。本当に名詠士になれればいいなと思うようになれたんだ。それだけはホント。たくさん友達ができたのだって、実はこれが初めてだったんだ。あたし……それまではずっと……ずっと」


〝──たとえばね、クルーエル。もしウチのクラスにさ、ちび君以外にも独りぼっちの子がいたとしたらどうする？〟


　ふるえる声こわ音ね。ふるえる身体からだ。


　ふるえる涙。ふるえる吐と息いき。


　あまりに弱々しく脆もろい、目の前で嗚お咽えつを洩らす女の子。


「そう思ってたはずだったんだけどね。……初めてだよ。祓名民ジルシエとして過すごした思い出がありがたいと思ったの」


　あふれる涙を隠かくそうともせず、そのクラスメイトが場違いな微び笑しようをこぼす。


「あたしは……馬ば鹿かで不器用だから……この道しかないみたい」


　その仕草に、見る者すべてが言葉を失った。


　あまりに儚はかなくあまりに潔いさぎよい。


　それほどまでに、少女の立ち振る舞いは──紛まぎれもない祓名民ジルシエだったから。


「でもエイダ、いくらあなたでもこんな怪かい物ぶつ相手に一人じゃ……」


「大へ丈ー夫き。こんな木で偶くの坊ぼうなんかより、ウチの頑がん固こ親おや父じのが百倍タチ悪いし」


　壁かべという壁が、天てん井じようという天井の石材が崩くずれ出す。先の鳴動か、あるいはこれも罠わなの一つか。


『……クルーエル、ここを離はなれます』


　神鳥がふわりと翼つばさを羽ばたかせる。


　……きっと、逃げろなんて言葉は届とどかないんだろうね。


　ずっと名詠の学校にいた祓名民ジルシエ。


　そして、今──それが彼女の選んだ道ならば。


「エイダ、さっさとネイト連れて帰ってきなさいよ！　約束だからね！」


　自分にできるのは、クラスメイトとして信じることだ。





　……はいはい、分かってるよ。クラス委員。


　口元の微笑を絶たやさぬまま、エイダは避ひ難なん扉とびらを越こえる神鳥を見送った。


　──ただし、ちょっとだけ遅ち刻こくするかもね。


　視し線せんを眼がん前ぜんの相手へと向け、両手で構かまえていた祓ジ戈ルを片かた手てに持ち替かえる。


　物心つく前から与あたえられた自分の祓ジ戈ル。


　幾いく年ねんの鍛たん錬れんを経へて、祓ジ戈ルの重さを一グラム以内の誤ご差さで、間合いを一ミリ以内の誤差で把は握あくする。この祓ジ戈ルでできること、できないこと、その全てを我わが身に刻印きおくさせる。──それを成し遂とげた時、初めて父から、祓名民ジルシエとして名乗ることが許ゆるされた。


　十三歳さい。歴史上記録にない若わかさの祓名民ジルシエが誕たん生じようした瞬しゆん間かんだった。


　それから、三年。


　この鎗やりはもはや自分の分身。鎗と振るい手の関係はそこにない。どちらもが鎗であり、どちらもが振るい手なのだから。


「さ、あとは二人だけで寂さびしく戦やりますか」


　……そう言えば、お前に話しかけるのは久ひさしぶりだったね。


　頰をつたう涙を拭ぬぐう。周囲の壁を薄うす紙がみのように切り刻きざみながら近づいてくる真精。触ふれる者全てを切り刻む──高速で旋せん回かいし真精の周囲を護まもる、十二の銀色の刃やいばたち。肌はだが焼けつくように痛いたむ。刃ではなく、相手の発する殺気に当てられて。


　紛まぎれもなくこの相手は強い。それだけは認みとめざるをえない。今の、名詠士としての自分のままならきっと勝てない。ならば名詠士としての半年は無む駄だだった？　……否いいえ。


　ただ一つ、名詠士の学校で覚えたことがある。


　勝てないからこそ、詠ばなくてはならない。


　自分の最もよく知る、そして最も嫌きらいだった──あの日の自分を。





　O toga Wem── millmo,大いなる HIr shoul畏敬と da ora peg尊厳を ilmeri以て giris ende我が名を zorm刻む





　詠うたえ。思い出せ。


　空想イメージも想ビ像ジ構ヨ築ンも要いらない。


　詠び起こすべきは、かつて在ありし日の自分。


　過か去こに切り捨すてた自分。手て放ばなし背を向けた、祓名民ジルシエとしての記き憶おく。


　ただ無心に祓ジ戈ルだけを愛し、祓ジ戈ルと共に生きた自分を──今一瞬いちどだけ詠び起こせ。





　ole shan夢も ilis, peg望みも、 loar, peg全て kei, Hir遥か et univa過去〈うしろ〉に sm hid捨ててきた





　Hir beその qusi道、 Gillisuもはや xshao ele振り返る sm thes,ことすら neckt ele叶わず





　片手で鎗を廻まわす。次し第だいに速く、次第に強く、美しく。


　親から、周囲から、天てん賦ぷの才と言われるのが嫌だった。だからこそ、誰だれにも見つからぬ場所で、言葉では到とう底てい喩たとえられぬほど研けん鑽さんを積んできた。





　Lor be se送還 Gillisu〈みおく〉る feo olfey者の、 cori ende始にして olte頂





　lipps生涯ただ hypne鎗と cooka,ともに fifsia-c-歌い、ect-c-ele踊り、 peg Gill,生きる jes qusi定め girisなればこそ





　名めい詠えいの学校に来て、名詠の勉強を怠おこたることはあった。


　鎗そう術じゆつ会かいに入って、気まぐれに練習から逃にげることはあった。


　けれど──祓名民ジルシエとしての鍛たん錬れんだけは欠かしたことがない。





　leide私の neckt ele葬送に sm Yem花は hypne,無く、 reive私の zayxuy墓石に lostasia名は Yem nehhe不要





　O la朽ち Laspha,錆びた Wem我が shel zo弋のみ、私の hearsa軀に lipps sm突き cley立てよ





　血豆ができてそれが潰つぶれ、掌てのひらの皮が破やぶけ、激げき痛つうに瞳ひとみを濡ぬらし、だけどそれでも祓ジ戈ルだけは握にぎってた。冬の凍こおれる雨に打たれ気を失ったことも、夏の狂くるった熱線に灼やかれ、肌はだが爛ただれ腐くさりかけたこともあった。だけど、それでも祓ジ戈ルは離さなかった。


　わたしの祓ジ戈ルは裏うら切ぎらない。振るった数だけ鋭するどくなり、泣いた数だけ強くなってきた。


　そうだ。そう言い切れるだけの距きよ離りを、わたしたちは一いつ緒しよに歩いてきた。





　Isaいざ O ora,謳え、 sterei数多の Ies,色たち、 sterei da数多の cooka詠ばれし doremren子らよ





　鎗が空を切り裂さき、あたかも少女の身体を覆おおう刃の鎧よろいと化す。


　空を切り、楽曲にも似にた調べを鎗が奏かなでる。


　赤しやく銅どう色の鎗使いが詠う、赤銅色の旋せん律りつ。





　Jes nehhe今ここに qusi Ies,全ての arsei名前を spil, Seo解き la miqvy放ちて virgia唯一つ──





　名詠士としてではなく、祓名民ジルシエの名を背せ負おうのならば。


　自身の背に護まもるべき者が、自身の前に倒すべき相手がいるならば。


　──至し高こうの称しよう号ごうを抱いだく者として、退ひけない道がある。





　bekwistもはや Yem nehheわたしの鎗を olfey縛めるものは、 bestiそこに Gillshuvesher無い





　焦あせりも猛たけりも、遥はるか彼方かなたに消え去った。


　身体の火ほ照てりも昂たかぶりも、周囲の鳴動すら届かない。


「いくぞ真しん精せい！　我われを以もつて、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーが故ゆえと知れ！」


　その部屋に名詠士はもういない。


　歌と鎗やりの狭はざ間まに揺ゆれる時期は、もう過ぎた。





　──エイダ・ユン・ジルシュヴェッサー、参ります。
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　……地震、まだ続いてる？


　前の激震は収おさまったが、髪かみを震ふるわせる微び弱じやくな揺ゆれは続いている。


　にわかに、音が変化した。


　壁かべが崩くずれる破は砕さい音おんではなく、透すき通った金きん属ぞくの響ひびき。硬かたい何かと何かが絶たえ間なく衝しよう突とつする、冷たく鋭するどい旋せん律りつ。音色は、自分が進む方向から聞こえてくるような。


「……明かりがついてる？」


　扉だろうか、その隙間から銀色の光が。


　音おん源げんは──その扉の奥おく？


　扉の先へと顔を覗のぞかせ、ネイトは息を呑んだ。


　銀色の金属棒ぼうで構こう成せいされたようなヒト型の真精。両手に直ちよく接せつ生やした刃を振り翳かざし、対たい峙じする相手に斬きりつける。


　その相手として立ちはだかっているのは──赤銅色の肌をした、鎗を携える独ひとりの少女。


　……エイダさん？





　右、左。零レイコンマ数秒の時間差で両の刃が打ち下ろされる。右の刃を鎗の切っ先で弾はじき、弾いた動作の流れのまま、左の刃に視線を向ける。既すでに、鼻先にまで迫せまった銀ぎん閃せん。


　──弾くのは間に合わない。


　刃の峰みねに鎗を合わせ受け流す。と同時、身体を床ゆかに伏ふせる。風鳴りを立て、銀色の鎗と斧おのが今まで自分の首があった地点を過よぎる。


「ッ！」


　呼気を破は裂れつさせ、浮ふ遊ゆうする守しゆ護ご剣けんたちを薙なぎ払はらう。キィィッ……ン。氷の鐘かねを打つような余よ韻いんを残し、鎗と斧が消しよう滅めつする。


「……のこり八本か」


　更さらなる追つい撃げきをバックステップで躱かわし、約四メートルの距離を置く。


　四・四二メートル、それが自分の間合い。対し、相手の間合いが最大四・一四メートルであることまでは確かく認にんできた。二十八センチ──速度と武ぶ器きのリーチで僅わずかに勝る分の差。ただし敵てきの周囲を護る武器たちは、真精の周囲六メートルまでを不ふ規き則そくに飛んでいる。


　真精の間合いに留とどまるという選せん択たく肢しはない。万一これ以上懐ふところに飛び込まれれば祓ジ戈ルのリーチが徒あだになる。ならば自分の立ち位置は、相手の周囲四・一四メートルから四・四二メートルの範はん囲い内。それ以上近づけば相手の間合い、それ以上離れれば相手の攻撃だけが一方的に届く。


　二十八センチの空間内。その矮わい小しような持ち幅はばが生と死、勝利と敗北を隔へだてる境きよう界かい線せん。この空間を外すか外されれば負ける。けれど、違たがえずとも今のままでは停てい滞たいが続く。


　──見み出いだせ。この天てん秤びんをひっくり返す手しゆ段だんを。何がある？


　が。考える間を与あたえることなく真精は距離を詰めてきた。


　……常じよう識しきが通用しない未知の相手、か。


　常人では目で追うことすら能あたわぬ剣閃。瞬まばたきする間に切り伏せられる速度で抉えぐり、穿うがち、突き、振り下ろす──かと思えば唐突に退ひき、退いたと思えば猛もう烈れつな速度で突進してくる。衝突してくるかと思えば突然に速度を落とし、再ふたたび退く。


　まるで動きが読めない。


　剣術の型をまるで無視した不規則な斬撃。ヒトの持つ呼吸を無視し、ヒトの持つ間合いを無視し、ヒトの為なした剣技を嘲あざ笑わらうような出で鱈たら目めな斬撃を繰くり出してくる。視線が何ど処こを向いているかすら定かではない。


　……だめだ、乱みだされるな。自分の呼吸を保たもて。


　突き出される右の剣を、身を捩よじって躱す。左の剣をぎりぎりまで引きつけ、身体を反らしてすり抜ける。銀光が頰ほおをかすめる。熱い、皮ひ膚ふ一枚まいを削けずられ血が滲にじむのを感じる。


　けれど、それを代だい償しように相手の攻撃は躱しきった。


　最速の動作で祓ジ戈ルを突き出す。真珠パールを加工し付ふ設せつした先せん端たん。乳にゆう白はく色しよくに輝かがやく鎗やりの切っ先が真しん精せいの胴どう体たいへ伸のびる。
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　が、鎗が貫つらぬいたのは真精ではなく、その周囲を護まもる剣けんの一いち刃じんだった。


「──またか！」


　意図せず苦い吐息が洩もれる。


　対峙して悟さとった。真精の周囲を舞まう十二の刃、これは真精の武器にして護り。この真精に一撃を与えるには、まずこの十二の守護剣を先に還かえさなくてはならない。その数、残り七。


　頰を伝う汗あせに血が混まじる。


　相手の弱点は予想がついている。真精の身体を構成する銀の金属片たち。それをまとめ上げているのは、中ちゆう枢すう部ぶで鈍にび色に輝く〈孵石エツグ〉。あの触媒カタリストがこの真精をこの世界に留めているコアだというのは想そう像ぞうに難かたくない。


　……身体はまだ動く。平気だ。


　身体の動きが鈍にぶる前に、精神が摩ま耗もうする前に敵の守護剣たちを全て還す。還した上で、相手の中枢に祓ジ戈ルを叩たたき込む。


「行くよ、祓ジ戈ル」


　自分の握にぎる鎗に向かって頷うなずき……





　──リィィィ……ンッ──





　何か、何かとても冷たい音が手元で響ひびいた。気力、威い勢せい、覚かく悟ご、決意。その全てが消え流されてしまうほど……悲しい音。


「……祓ジ戈ルが？」


　最初は目の錯さつ覚かくかと思った。信じられなかった。だけど見つめれば見つめるほど、それが錯覚などではないことを証しよう明めいするだけだった。


　鎗の先端から半ばにかけ、蜘く蛛もの巣のように罅ひび入いった細かな亀き裂れつの存そん在ざいを。





　……エイダさん？


　彼女に何かが起きた。傍はた目めにもそれはネイトにも伝わってきた。


　突とつ如じよ、少女から何かが消えたのだ。体力？　違ちがう、もっと根源的な何か。


　闘たたかう気力そのものが消しよう滅めつしたかのように、ただただ相手の攻こう撃げきを避よけるだけ。そう。避けるだけなのだ。鎗で払うことも受け流すこともない。ひたすら後ろに下がり続けるだけ。


　だけど──それは無茶だ。いくら彼女でもそれだけで避けきれるわけがない。


　瞬きする間に、彼女の背が壁に触れる。逃げ場のない少女に向け、真精が一挙に距きよ離りを詰つめる。剣が肩かたを掠かすめ脇わき腹ばらを抉えぐり、浮遊する斧おのが足を裂く。


「エイダさんっ！」


　扉を越え、ネイトは彼女の下へ駆けだした。





　……噓うそでしょ、ねえ噓でしょ。


　祓ジ戈ルに罅が入るなんて。今までそんなことなかった。手入れは一日たりとも欠かしたことがない。普ふ段だんの扱あつかいだって細心の注意を払ってた。別に、今の応おう酬しゆうだって実じつ際さいに刃を重ねたのはせいぜい数太た刀ち。祓ジ戈ルの強度を考えればこの程てい度どで──ならばこれは、もっと違う理由？


　考えられるのは唯ただ一つだけ。


　生命ある者、形ある物、それら全すべてに等しく定められた節理──寿じゆ命みようという名の縛ばく鎖さ。十数年にわたる過か酷こくな鍛たん錬れんに触れ、その結果あまりに早く訪おとずれることとなった、祓ジ戈ルとしての限げん界かい。


　……嫌いやだ、嫌だ。そんなの噓だ。


　自分の分身が？　一番初めにできた友達が？


　──あたしを、置いていっちゃうの？


　──そしてそれは、あたしのせいなの？


　極限まで高め上げていたもの全てが、音を立てて崩くずれていく。


　真精が剣を打ち下ろしてくる。祓ジ戈ルで弾くこと、やろうと思えばできたかもしれない。けれど、どうしてもできなかった。


「っ！」


　身をかがめて躱かわす。肩先に鋭い痛いたみが走る。小さく、だが深い裂れつ傷しよう。


　……でも、でも構かまわない。


　祓ジ戈ルで受ければ、祓ジ戈ルの寿命はまたさらに短くなる。それだけは絶ぜつ対たいに嫌だ。


　浮遊する武器から逃げ、振りかぶってくる相手の剣から逃げる。


　──トン。つと、背中に硬い感かん触しよく。壁？


　と同時。真精がこちらに向かって一気に距離を詰めてきた。突きだしてくる剣、自分からさらに距離を詰めて外す。そのつもりが、足が動かなかった。


「痛つうっ！」


　浮遊する斧がふくらはぎを抉っていた。痛みに一瞬視界がぶれる。再ふたたび顔を持ち上げた時、そこには真精の持つ大剣。


　……避けられない！


　祓ジ戈ルで防ふせぐ？　でも、他に方法はないの？


　思念の回転が逆に徒あだとなった。身体が動かない。


「エイダさんっ！」


　振り下ろされた大剣がぴたりと止まった。動きを止めた真精が背後へと振り返る。メインホールに現れた闖ちん入にゆう者しや。まだ幼おさなさの残る顔つきの小こ柄がらな少年。


　……ちび君？


　金属の擦こすれる音を撒まき散らし真精が疾はしる。その照しよう準じゆんは──


　だめ……だめだよちび君……早く逃にげて、早く……きちゃだめだって。


「来るなぁぁっ！」


「え？」


　その場に呆ぼう然ぜんと佇ちよ立りつする少年。真正面に迫った真精が大剣を振り上げる。それを為なす術すべなく見上げる少年。あまりのことに、彼の方はまだ事情を理解していないのだ。


「あ……あ……」


　眼前に迫った真精の威圧に呑のまれ、彼がその場に凍こおりつく。


〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたわずに名詠ができる者ならともかく、とかく名詠士は直接自分を狙ねらわれると脆もろい。だからこそ、名詠士の前に、盾たてとして祓名民ジルシエが存そん在ざいする。なのに、ここに祓あ名た民しがいるのに。よりによって、目の前で名詠士かれの方が先に。


　……いやだ。あたしはもう後こう悔かいしたくない。目の前で友達が傷きずついて、競演会コンクールの時にあれだけ胸むねが痛くなったじゃないか。


　誰一人として守れない？　ならばこの鎗は何のためにある？


　何も成すことなく寿命尽くだけちる。


　それは、あたしの祓ジ戈ルが本当に望んでいることなのか？


〝エイダ。この道が、本当につまらないだけの道と思うか〟


〝祓名民ジルシエの家か系けいに生まれた者は誰だって一度は同じ疑ぎ問もんに辿たどり着く。──私だってそうだった〟


〝だが、それでもある日気づいたよ〟


　……そういえば。そんなことも言われてたっけ。


〝……親おや父じ、あたしには分からない〟


〝分からないわけじゃない。お前がまだ気づかないだけだ〟


　ようやく気づいた。あの日あの時、父親の瞳ひとみが告げてきたものが。


〝あたしは……馬ば鹿かで不器用だから……この道しかないみたい〟


　自分が、自分に為せることを探して選んだ結果がこれだっただけのこと。


　自らの意い志しで選んだこと。


　もう戻もどれない。生涯いのちあるかぎりこの道を歩くしかない。


　あまりに過か酷こくであまりにつまらない道。……でもそれでも。


　──この道は、きっと誰だれかを守れる道だから。


　少年へと振り下ろされる無む慈じ悲ひな銀ぎん閃せん。真しん精せいの持つ両剣、その周囲を舞まう守護剣。


　その悉ことごとくが、乳白色の煌きらめきに薙なぎ払はらわれた。


「……エ、エイダさん」


「平気かい？　ちび君」


　無言でこくりと頷うなずく少年。その頭をかるく撫なでてやる。


　ふと視し線せんを移うつした先。祓ジ戈ルの先せん端たん、罅ひびがさらに大きくなっている。


　たぶん、次でお前とお別れなのかな。


　……最後まで、あたしと一いつ緒しよに戦ってくれる？


「ちび君、触媒カタリスト持ってる？」


　口早に、唇くちびるを動かさず背後の少年へと問いかける。


「え？　は、はい」


「じゃあ一つ頼たのもうかな。君が一番最初にみんなの前で見せてくれた名詠、あれここでやってちょうだい」


　競演会コンクールで見た名詠ではない。彼が転入して来た初日。実験室で彼が詠うたった〈讃来歌オラトリオ〉にこそ用がある。


「え……で、でもあれは僕にはまだ」


「失敗して構かまわないよ。〈讃来歌オラトリオ〉付きで、真精あいつに聞こえるよう派は手でにお願いね」


「──っ！」


　少年の表情に緊きん張ちようが走る。自分が何を意図し何を狙ねらっているか悟さとってくれたのだ。


「エイダさん、たぶんあれは一分以内で消えちゃいます。……うまく合わせてくださいね」


　目配せだけを残し真精の正面へと飛び込む。


　真精の携える両の剣。そして周囲を飛び回る守護剣。身を捩よじる、しゃがむ、跳ちよう躍やくし、躱す。祓ジ戈ルで受けてはいけない。残された最後の一撃分。それを確実に当てるために、今は避よけ続けなくてはならない。


「──cart lef昏黎 dimi-l-のshadi帳 denca-c-舞いdowa降りる」


　自分の背はい後ご、少年の奏かなでる〈讃来歌オラトリオ〉がホール全体にそっと拡かく張ちようしていく。





　YeR be彼方〈あなた〉の orator名前を Lom nehhe讃えます





　lor besti暗く bluci ende雄々しく branousi憫 -l-〈いたわ〉 symphoekiしい





　O she主 sairaの qersonie片翼 Laspha〈かりそめの主〉──





　少年の足下、うっすらと夜色の名詠門チヤネルが浮うかび上がる。


　薄うす皮かわ一枚まい分まで惹ひきつけた銀の大剣とすれ違ちがいに、渾こん身しんの跳躍で相手の懐ふところに入り込む。


　同時。彼の名詠が終詩を紡つむぎ終えた。


　──『Ezel夜の歌』──


　途端。室内が一瞬にして膨ぼう大だいな量の黒こく煙えんに包まれた。


　名詠の暴ぼう走そうが生み出す一現象。


　真精、ネイト、エイダ。三者の視界が皆みな等しく零ゼロになる。


　……だけど！


　目を痛いためつける刺し激げきの中、エイダは目を見開いた。夜目の訓練はしているが、目的は別にある。相手の中枢、灰色に輝く〈孵石エツグ〉だけは、この黒煙の中でも煌こう々こうと光を発しているからだ。


　──つまり、お前はそこにいるっ！


　防ぼう御ぎよは考えない。ただ無心で祓ジ戈ルを突きだした。





　一方で、灰の真精にも目印はあった。


　少女の持つ祓ジ戈ルの先せん端たん、乳白色に輝かがやく宝ほう石せき。これが相手の位置を教えてくれる。両の剣、浮遊する守護剣。持てる武器全てを、その宝石の周囲目がけて突きだした。


　そして……





　──黒煙が晴れた。


　少女と真精。互たがいが互いに、自らの武器を突きだした姿し勢せいのまま動きを止めていた。


「……終わったね」


　身体が触れるほど接した状態で、エイダはその相手を見上げた。


　祓ジ戈ルの先端が〈孵石エツグ〉を貫つらぬいたのは感かん触しよくで分かっていた。


　一方で、真しん精せいの突きだした銀ぎん剣けんは、悉ことごとく見当外れの壁を穿うがっていた。


「今の状じよう況きようでまともに戦ったら相打ちか、あるいはそっちが勝ってたかもだけど」


　穿たれた壁に、わずかに灯ともる乳白色の光。


　それは、自分が名めい詠えいで詠よびだしておいた偽いつわりの目印。


『…………』


　真精は応こたえない。少女の張っていた二重の策さく。それを称しよう賛さんするかのように、ただじっと名詠の光を見つめていた。


　自分がネイトに頼たのんだのは初めから、名詠暴走時に発生する黒煙だった。互いに視界が奪うばわれた時、目印になるのは〈孵石エツグ〉の光と、祓ジ戈ルの先端に付設した宝石の輝きだ。


　その宝石の輝きに似にせた白光を、エイダはネイトの名詠と同時に詠んでいた。


　もともと白色名詠は自分の専せん攻こう。触媒カタリストは祓ジ戈ルの真珠パール。そのための〈讃来歌オラトリオ〉は──


〝真精あいつに聞こえるよう派は手でにお願いね〟


　ネイトにあえて大声で〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたわせ、その声に隠かくれるかたちで自分の〈讃来歌オラトリオ〉を重ねる。あとは──真精の剣は偽ぎ造ぞうの祓ジ戈ルへ向けて振るわれ、自分は相手の〈孵石エツグ〉目がけて祓ジ戈ルを突きだせばよかった。


　さらさらと、真精を構こう成せいする金きん属ぞく片へんが細かい砂すなとなって消えていく。


　浮ふ遊ゆうする七本の守しゆ護ご剣が消え、真精の持つ大剣が消え、身体からだそのものが消え。中心を穿たれ破は砕さいした〈孵石エツグ〉だけが、メインホールの床ゆかに転がっていた。


　そして、同時に。


　自分にとって大切な物の一つが、音を立てて砕くだけていった。





「エイダさん！」


　放心したような表情で立ちつくす少女。今にも気を失い倒たおれるのではないか、その悪寒に、ネイトは慌あわてて彼女のもとへ駆かけ寄よった。


「傷きず、だいじょうぶですか」


「……平気だよ」


　平気なはずがない。両足から流れ落ちる血が、靴くつ先さきまでを紅あかく染そめているのだから。


　なのに、彼女はそれすら意に介かいした様子もなく、ただ自分の足あし下もとを見つめていた。


　血ち濡ぬれた靴じゃない。少女がじっと見つめる物はそのさらに先。


　──祓ジ戈ルが？


　少女と十数年共に歩んできた祓ジ戈ルが、その切っ先から砕け散っていた。床ゆかに零こぼれた、小さな小さな、数え切れぬほどに砕けた刃の欠片かけら。


「ちび君、ごめん、先帰っててくれないかな」


　ぽつりと、力なく彼女が吐と息いきをこぼす。


「……でも」


「お願い。『二人きり』にしてほしいの」





　避ひ難なん扉とびらから少年が外へ走り去っていく。


　静せい寂じやくの帳とばりが降おりたホール。その場に立つのは、もう独ひとりだけ。


　目を瞑つむったまま、祓名民ジルシエの少女は砕けた鎗やりを胸むねに抱だきかかえた。


「……ごめんね」


　今まで、一番近くで護ってくれてたのはお前だったのに。あたし、気づくのが遅おそかった。……本当に、本当にごめんなさい。





　　　　４





　いつから、もうどれだけ待っていただろう。


　冷たい波の押し寄せる砂すな浜はま。距きよ離り的には、分校と研究所の間だろうか。海を赤く染そめる陽ひが水平線の彼方かなたへと消え、砂を攫さらう波はとうに昏くらい色になっている。


「星が出てきたね」


　隣となりに立つ、緋ひ色の髪の少女がぽつりと呟つぶやく。その言葉に誘さそわれるように、ネイトは頭上を見上げた。


　天上に小さな星明かり。


　燦きらめく光の粒つぶが、あの時砕け散った祓ジ戈ルを思わせる、そんな刻とき。


「心配したんだからね。よりによって一人ではぐれちゃってるなんて」


　研究所から戻もどる途と中ちゆうの道で、彼女はずっと自分を待っていてくれた。


「……ごめんなさい」


「でも、キミが無事で良かったよ」


「あ、あの。ケイト先生は？」


「すぐお医者さんに連れて行ったから平気よ。他の先生たちも看みていてくれてるし」


　数秒、互いに言葉が途切れた。


「……ごめんね」


　波なみ飛沫しぶきの残ざん響きように合わせるように、先に口を開いたのは彼女の方だった。


「謝あやまるのはわたしの方だよ。名めい詠えいが怖こわいなんて悩なやんじゃって。キミに、変な心配かけちゃったね」


　空を仰あおぐように、両手を一いつ杯ぱいに広げる彼女。


「でも、もう平気。これでまたいつも通りだから」


　いつも通り。それは、彼女の優やさしい口元を見れば自然と伝わってきた。


「僕、最初からクルーエルさんのこと信じてましたから」


　自分がそう言い終えるやいなや。


「……ねえ、ネイト？」


　にやりと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべ──彼女は突とつ然ぜんに、自分の両方の頰ほおをぎゅっと引っ張ってきた。


「いっ、いふぁっ痛つ！　くぅーえうふぁんクルーエルさん、いふぁいでふ痛いです！」


「ふふふ。こういう時はね、『はい』って言った方が素す直なおダゾ？」


「ふは、ふぁいっはい！」


「うん。それでよろしい」


　満足そうに頷うなずき、手を放すクルーエル。


「……うぅ、ひどいや」


　反はん射しや的に頰を手で押さえたものの……ふと、ネイトはぽかんと瞬まばたきを繰くり返した。


　あれ、ほっぺ痛いたくないや。さっきはあんなに痛いと思ったのに。


「……クルーエルさん、加か減げんしてくれたんですか？」


「何言ってるの、当たり前じゃない」


　くすりと、口元に手を当てて彼女が微笑ほほえむ。


　……そっか。


　それ以上、言葉はなかった。互いに無言のまま、波の満ち引きを眺ながめ──


　ふと、誰だれかが砂を踏む小さな音が浜辺に響いた。


「風か邪ぜひくよ、お二人さん」


　長身黒髪の少女。トレミアの白制せい服ふくをなびかせ、ゆっくりと彼女が近づいてくる。


「……サージェスさん？」


　思えば全すべての始まりは──祓名民ジルシエの少女が屋上で鎗やりの練習をしていることを教えてくれたのは、この人だった。


「あ、あの、サージェスさん」


「なに？」


　その場に立ったまま、潮しお風かぜに張りついた前髪をはらう彼女。


「エイダさんのこと知ってたんですか」


「祓名民ジルシエのこと？」


　……やっぱり、サージェスさんは最初から全部知ってたんだ。


「あの子についてはわたしが一番良く知ってるよ。生徒の誰より、先生の誰よりね」


　ふっと表情をゆるませ、彼女もまた頭上を見上げた。その視線は上空に漂ただよう雲を越え、燦めく星くずを越こえ──現実にはもう振り返ることのできない、昔のことを見つめていた。


「ネイティと同じだよ」


　僕ぼくと？


「この学校の入学式の時、一人だけこそこそしてた子がいてさ。……きっと、自分だけ違ちがうってのを過か剰じように感じちゃってたんだろうね。話しかけたら、その途端勢いきおいよく向こうから色々喋しやべってきたんだ。不安でしょうがなくて、それが一気に爆ばく発はつしたみたいな感じで」


　──それがエイダさん？


「もともとは明るい性せい格かくだから、今じゃ想そう像ぞうつかないでしょ。やたら長い鎗を大事そうに抱かかえてさ、こっちを不安そうに見つめてる姿すがた」


　小笑いと共に、彼女は両手を背せ中なかにやった。


　でもね。小さく、普ふ段だんより低く抑おさえた声こわ音ねで彼女はそう言ってきた。


「誰かさんにお姉さん役が必要なようにね、あの子も本当は、一いつ緒しよに馬ば鹿か騒さわぎしてあげられる友達が必要なんだと思う」


　えっと、誰かさんて？


「それが分かるまで、ネイティはまだまだ『ちび君』なのさ。ね、クルーエル？」


「え、なに？　お姉さん役って誰のこと？」


「……こっちも自覚なし、と」


　呆あきれ笑いの混まじった溜ため息いきをこぼし、そっと、彼女は砂すな浜はまを歩き出した。


　その方向──


　夜の星空を背負うように、しずしずと歩いてくる小こ柄がらな少女。その背には、先端の砕けた鎗が背せ負おわれていた。


「……ばか、あんまり遅いから心配したんだから」


　そう告げて。名詠士の少女は、親友たる祓名民ジルシエの少女に抱きついた。


「うん。ごめん。もう平気だから」


　弱々しくエイダが笑う。


「噓うそ。ばればれなんだって」


「──え」


　エイダを抱く腕に、サージェスがさらに力をこめる。


「あんたに作り笑いは似に合あわないって言ったでしょ。もっとメリハリつけなさい。はしゃぐのは元気ある時でいいから。辛つらいときには、友達わたしに頼たよってよ？」


「…………」


「それとも、わたしじゃダメ？」


「……なに言ってんの。そんなことない……すごく、嬉うれしい」





　──祓あ名た民し、名こ詠の学学校校に来て良かった。





　なみだ混まじりの声。


　波なみ飛沫しぶきに混じって、小さくこだました。
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　間奏・第二幕　『三年前──』







「二人とも、すまなかったな」


　手元の報ほう告こく紙しを机つくえに置き、トレミア・アカデミーを束ねる老人が苦い吐息をこぼす。


「まさかここまで凄せい惨さんな状じよう況きようになっているとは」


「こればかりは学園長のせいにするわけにもいかないでしょう」


　青い研究服に身を包むミラーが腕うでを組む。


「人を石化させる謎なぞの名めい詠えい。研究所に罠わなとして仕し掛かけられていた〈孵石エツグ〉。そして、二人の報告にあった『Lastihytラステイハイト』という謎の血文字。どれもこれも、現げん状じようでは理り解かいできぬものばかりです。教員及および生徒に最悪の事じ態たいが起きなかっただけでも幸運と言える」


「……ま、そういうことです」


「ですね」


　肩かたをすくめるゼッセルに、今度ばかりはエンネも頷うなずくことにした。


　石化していた研究所職しよく員いんたちも無事救出され、今は医い療りよう施し設せつで介かい護ごを受けている。皆みな一様に衰すい弱じやくしているが、それもあと数日中には聞き取り調ちよう査さが可か能のうと聞いている。あの日研究所で何が起きたか、他ならぬ職員たちならば当然目まの当たりにしたはず。


「──自分の方でも、一通り調べはつきました」


　分ぶ厚あつい紙束を学園長へと手て渡わたすミラー。


「あの研究所において〈孵石エツグ〉の精せい製せいに成功したのは、どうやら一人の助手の力が大きかったようです」


「助手？」


　反はん芻すうする老人に向かい、彼が小さく頷いてみせる。


「ええ、研究所の所長でもなく正式な研究員でもない、ただの雇やとわれ助手。だからこそ公には名前が決して載のっていない。自分の方もその助手の存そん在ざいを突つき止めただけで、名前までは辿たどれませんでしたから」


「……ねえそれって」


　ミラーの言葉を遮さえぎり、エンネは一歩前に出た。


　つまりその何者かは、自らの名前が残らぬよう、あえて雇いの助手を演えんじていた。その実、〈孵石エツグ〉を精製するということだけは研究所の施設を利用していた？


「そう考えるのが妥だ当とうだろうな」


　眼鏡めがねのブリッジを押し上げ、ミラーが首しゆ肯こうする。


「その助手は三年前に研究所を出ている。最後に研究所職員の名めい義ぎで、ファルナ荒こう野やへの鉄道チケットを購こう入にゆうしたことだけは突き止めた」


「ファルナ？」


　地名だろうが、エンネにとっては初めて聞く単語だった。


「一言で言えば未開の地だ。まだまだ人より獣けものの息が多い場所と言うべきかな。灰はい色の砂で埋うめ尽つくされた荒野が延えん々えん広がってる場所だよ」


　──灰色の砂？


　学園長の答えにひそかに眉まゆをひそめる。隣では、やはりゼッセルも同じように目を細めている。


「……逆に言えば、三年前、その助手はファルナ荒野で消息を絶ったとも言える。か」


　腕を組み、ミラーが二の句を継つぐ。


「ラスティハイト。そういえば、カインツがその名前を探さがしていたのも……あれは三年ほど前だった記き憶おくがある」


　三年前。それはゼッセルの証言ともぴたりと重なっていた。


　と同時に、カインツがその名の者を探していた時期。


　そして、〈孵石エツグ〉を精製した研究所職員が消息を絶った時期。


「あえて言うなら、そのカインツが五色全すべてをマスターしたのも三年前だったな」


　ぼそりと、独ひとり言のように呟つぶやく老人。


　全てが、三年前という一つの時間軸じく上に集結している。


　偶ぐう然ぜんか。それとも──


　室内の全員が沈ちん黙もくする中、にわかに部屋の扉とびらが開いた。


　若わか葉ば色のスーツを着た女じよ性せいに、部屋の中央に構える老人が目を見開く。


「……ケイト君」


　生徒を庇かばって大けがを負った女性教きよう師し。つい数日前まで集中治ち療りようを受けていたはずだ。


「おいケイト、まだ休んでろって」


「いえ。ご心配をおかけしましたけど、もう平気です」


　気き丈じようだ。スーツの襟えり元もとに袖そで、至いたる箇か所しよから包帯が痛いた々いたしく覗いているというのに。


「ケイト君、すまんかったね。……そして礼を言う。君が身を挺ていして生徒を庇っていなければ今頃どうなっていたことか」


　頭を下げる学園長に、しかしケイトの口元は優やさしげだった。


「いえ、……むしろ、私は嬉うれしいんです」


　──嬉しい？


「私の生徒。エイダが……いえ、クラスの皆が、全員胸を張って誇ほこれる生徒だということが分かったのですから。教師として、これ以上の幸せはありませんでしょう？」


　窓越しに、生徒のいないがらんとした校庭を彼女が見つめる。


「夏が終わって、また生徒たちと会えるのが楽しみです」


　窓にそっと映うつる自身の姿。それを見つめるかのように──


「夏休みなんてたかだか一か月だけど、きっと生徒たちは、その短い間にもずっとずっと成長しているはず。そんな気がしますから」


　そう告げて、ほっそりと、その若手教師は微笑ほほえんでみせた。




　贈奏　『奏かなでる祓名民ジルシエの栄光は』







　武ぶ家け貴き族ぞく。


　その希き少しよう性せいと反はん比ぴ例れいするかのように、祓名民ジルシエの需じゆ要ようは桁けた外はずれに多い。中でも──始し祖そにして最も優ゆう秀しゆうな一族とされたユン家の活かつ躍やくは大陸中に響ひびき、その技ぎ能のうと伝でん統とうの継けい承しよう、発はつ展てんに貢こう献けんすることを期待され、公的な敷しき地ちと一定以上の収しゆう入にゆうを永えい年ねん保ほ証しようされている。


〝先せん輩ぱいも、大変ですね〟


　虹にじ色いろ名めい詠えい士しが何気なく口にした台詞せりふをふと思い出す。


　実力に添う活躍を期待される。時には期待という言葉を超こえ、実力以上のものすら強しいられる。そんな日々が続く生活。


　……カインツ、お前のようにふらりと旅してみたくなる気持ちも分かるよ。


　だが妻つまを持ち子を持ち、家庭を持つことを選んだからには、もはやそれも叶かなうまい。


　ユン家を守るというより、今はもう家族の日せい常かつを守るためか。


「……人それぞれということさ」


　苦く笑しようの息を肺はいに押おし戻もどし、クラウスは屋敷のダイニングへと足を向けた。広大な屋敷にたった三人。いや、娘むすめがいないから今は妻と二人か。


　その寂さびしさにも、もう慣なれた。


　──ん？


　だが。部屋のテーブルに並ならべられた椅い子すは三人分だった。


「カインツはもう出発したはずだが？」


「エイダ、今日帰ってくるんですって」


　厨ちゆう房ぼうの奥おく。沸わきたつ鍋なべから目を離はなさぬまま、伴はん侶りよは口早に言ってきた。


「……そうか」


　何の風の吹ふき回しか、夏休みに戻もどってくるという手紙を数日前に受けている。


「あなた、祓名民ジルシエのことについては──」


「分かっているよ。あの子には自分の好きな道を選ばせるさ」


　もう諦あきらめもついた。


　娘も十六になる。……もはや親が口を出すべき歳としではない。


「夕食まで、すこし庭に出てくる」


　自分の祓ジ戈ルを携たずさえ、広大な敷地の庭園につま先を向けた。





　鎗やりを持ったまま、しかしそれを振ふるうことなく頭上の星明かりを見つめる。燦きらめく星くず。時の経けい過かの中で星がその位置を移い動どうするように、人の通念もまた移うつろい流れる。


　──時代、か。


　親が子を縛しばりつける時代の、終しゆう焉えん。子が自みずから己おのれの道行きを決める時代。それが果たして良い時代なのかは分からない。ただ、善よい時代だとは信じたい。


　ふと、芝しばを踏ふむ小さな足音。


　聞き慣れた妻のものではない。それと比ひ較かくできないほど微び細さいな足音。常じよう人にんならば聞き逃のがしてしまうほど微かすかな、祓名民ジルシエの足音。


　振り返る。一年ぶりに見る、日焼けした小こ柄がらな少女。……いや、少しは背せ丈たけも伸のびたか。


　──珍めずらしい、ずいぶん疲つかれているようだな。


　力なく、肩かたを落として歩いてくる我わが子の姿すがた。


「夕食もすぐできる。母さんが待っているから、家に入れ」


　が、娘はその場に立ちつくしたままだった。


「親おや父じ。お願いがある」


　お願い？　娘がそんな言葉を紡つむぐのは、今まで何度あっただろうか。


「こいつを……直してくれないかな」


　右手に持っていた細長い荷物。白しら布ぬのに幾いく重えにもくるまったそれを丁てい寧ねいに解ほどいていく娘。布から姿を見せたそれは、先せん端たんが砕くだけた祓ジ戈ル。そして、砕け散った宝ほう石せき部分。


「直してどうするつもりだ」


「それは、本当に分からないから訊きいてる？」


　思わぬ反はん駁ばくに息が詰つまった。


「……直すこと自体はできる。だがそうして直したところで、その祓ジ戈ルはもう握にぎるべきではない」


　なぜ。少女の視し線せんがそう訊きいてくる。


「お前も知っているはずだ。祓ジ戈ルは非ひ常じように精せい密みつな設せつ計けいになっている。一度ここまで粉ふん砕さいされてしまえば完全な復ふく元げんは難むずかしい。修しゆう理りから戻ってきた物は重さも長さも異ことなる、お前の知る祓ジ戈ルではない」


　自分の覚えている鎗の感かん触しよくを信じて振るえば、必ずいつか致ち命めい的なミスをする。直したとしても、もうそれはお前の分身たる鎗ではない。


「誰もが通ってきた道だ。──私もな」


「……でもあたしは、そんなのは嫌いやだ」


　叫さけぶわけでも絶ぜつ叫きようするわけでもない。だがその言霊ことばには、一年前自分の部屋に怒ど鳴なり込んできたあの日には決してなかった何かがあった。


「誰もが通ってきたなんて、そんなくだらない決まりきったのが嫌で……あたしは名詠の勉強がしたくなったんだ」


「では、名詠士としての勉強を続けるか」


　一いつ瞬しゆん、少女が口をつぐむ。


「続けるよ。だけど」


　娘の、祓ジ戈ルを握る手に力がこもるのが伝わってきた。


「だけど、あたしは祓名民ジルシエの方も……やめたくない」


　名詠士と祓名民ジルシエ。


　詠よぶ者と、送り還かえす者。


　相反する道を選ぶ。


「それがどれだけ困こん難なんな道か、知らないわけもあるまい」


「知ってるよ。だけど、もう決めたから」


　視線の交こう叉さ。普段すぐに目を逸そらすはずの娘が、今だけはじっとこちらを見上げてきていた。


　──瞳ひとみの色、あなたに似にてるわね。強ごう情じようで、でも真まっ直すぐなところ。


　十六年前。娘が生まれた時、妻に言われた言葉を思い出す。あの時は恥はずかしさも手伝って曖あい昧まいな相あい槌づちしか返さなかったが。


「直せるか保証はしないぞ」


　一度大きく嘆たん息そくし──


　呆あつ気けにとられたような娘の手から、破砕した祓ジ戈ルをクラウスは奪うばい取った。


「……え」


「この鎗がお前の分身ならば、この鎗もまた私の娘だからな」


「じゃっ、じゃあ！」


　娘が声を弾はずませる。まったく、こんなに嬉うれしそうな表情を見たのはもう何年以来か。


「その代わり。夏期休きゆう暇かの間、ここでその鎗を握り続けることが条じよう件けんだ」


　修理された祓ジ戈ルの重さを、零レイコンマ一グラムの精度で。


　修理された祓ジ戈ルの間合いを、零コンマ一ミリの精度で。


　十六年かけ骨ほねの髄ずいまで染しみ込んだ祓ジ戈ルの情じよう報ほうを修正する。どれだけの月日、どれだけの研けん鑽さんを要するか。娘もまた、その過か酷こくさを知らないわけではあるまい。


「……逃にげ出さないよ」


　その言葉、今まで何回聞いたことだろう。


　──だが今度は、まんざら噓うそでもなさそうだな。


「あたし家に入るね。母さんも待ってるんでしょ」


「エイダ」


　その背せ中なかに声をかける。


「大切なものは、守れたか」


　瞳ひとみの奥おく、一いつ瞬しゆん迷まよいの色を見せた後。娘は苦く笑しようとともに肩かたをすくめてきた。


「あたし一人じゃ無理だったけどね」


「一人で背負う必要はない。お前には名詠学校でできた友人もいるだろう」


「……そんなの知ってるよ」


　ぶっきらぼうに言い放つ娘、その強がりな表情に心中苦笑する。


「ああ、そうだったな」


　意固地な少女の髪かみをくしゃくしゃと撫なでる。


「こら、親おや父じ、子こ供ども扱あつかいするなっての！」


　口を尖とがらせながらも──


　娘は決して、その手をどけようとはしなかった。





〝……なあ、親父〟


　なんだ。


〝親父はなんで、祓名民ジルシエになりたいなんて思ったの？〟


　これはまた唐とう突とつだな。


〝いいから、教えてよ〟


　昔、一人の名詠士と一いつ緒しよに仕事を請うけ負ったことがあった。そいつは腕うでは良いんだがどうにもせっかちでな、放っておくといつか必ず失敗すると思った。


〝──それで？〟


　実じつ際さいそれは程ほどなくして起こった。そいつは暴ぼう走そうした名詠生物を止めようと一人で立ち向かっていった。その結果案の定大けがを負ってな、私が駆けつけなければ今頃どうなっていたかも分からない。


〝それがきっかけ？〟


　その時かな、自分が初めて人を助けられたのは。初めて、自分が祓名民ジルシエで良かったと思ったよ。


〝親父が助けた名詠士って、あたしの知ってる人？〟


　エイダ、お前、自分の母親が昔何をしていたかも忘わすれたか？


〝…………〟


　つまらない話だったか？


〝……ううん。悔くやしいけど素す敵てきだと思うよ〟








　──もう、いくら待っても夕食に来ないと思えば。


　庭の陰かげから我わが子と夫の姿すがたを覗のぞき、かつて名詠士であった女性はこっそりと微笑ほほえんだ。





　娘も帰ってきたことだし、今年の夏休みは久ひさしぶりに一家揃そろって賑にぎやかになるかしらね。




　回奏　『三年前　Lastihyt ; miquvy Wer shela -c-nixer arsa』







　人の骨こつ片ぺんにも似にた色の、灰はい色の砂じや利りが際限なく続く土地。


　死者の亡なき声すら想おもわせる、低く重苦しい風鳴り。突風に吹かれ、足あし下もとの砂利が肌はだに叩たたきつけられる。──旅人すら滅めつ多たに訪おとずれることなき、人の吐と息いきの届とどかぬ荒こう野や。





　その荒野にただ独ひとり、濡ぬれ羽色の髪かみの女性がじっと佇たたずんでいた。


　その肩に漆しつ黒こくのトカゲ。こちらも、岩のように押し固まったまま微び動どうだにしない。


　──さながら、両者だけ凍こおれる時の澱よどみに居いるように。


　頭上を見上げたまま微動だにしない彼女へ、黄こう砂さ色のローブを纏まとった老人がゆっくりと近づいていく。


「御ご機き嫌げんよう」


　女は返事をしない。ただじっと頭上を見つめるだけ。


　上空に流れる千切れた雲の欠片を越え、灰はい褐かつ色しよくの空を越え、ただただじっと、自分の上に在ある何かを見つめていた。


「あなたを探さがしておりました」


　再さい度ど、老人が会え釈しやくする。


　女は返事をしない。


「イブマリー、あなたの名前はそれでよろしいかな」


「…………」


　まず先に動いたのは肩先のトカゲだった。睨にらみつけるように、相手の存そん在ざい価か値ちを測はかるように老人を凝ぎよう視しする。


　それからさらに、優ゆうに数分間の空くう隙げきを経へて──


　ゆっくりと、女性は老人へと顔を向けた。


「……誰だれ」


　その問いに、微笑のような泣き顔のような、老人は奇き妙みような表情を形作った。


「──ラスティハイト、そう名乗っておきましょう」


　黄砂色のローブの懐かい中ちゆう、老人が何かを取り出す。


　掌てのひらに載のっていたのは、灰色に輝かがやく宝ほう石せきだった。


　宝石？　否いな。


　楕だ円えん形けい。宝石の構こう造ぞうでは決して成りえぬ形状──卵の形をした何か。


　奇妙な宝石が、銀色にも似た灰色の光を放ち出す。


「イブマリー、夜色名詠の歌い手よ。あなたの歌を、聴きかせてもらいたい」




[image: ]




　あとがき







　皆みな様さま、お久しぶりです。


　一月の『イヴは夜明けに微笑ほほえんで』刊行以来、四か月。多くの温あたたかいご声援のお陰で、なんとかこうして、「黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかい」の続編たる第二巻目に着ちやく手しゆすることができました。


　四か月。時間感覚が麻ま痺ひしているせいか、よく分からないうちに時は無情に流れ──不思議と、常つねに焦あせりながらの四か月でした。……おかしいなぁ、多分怠なまけてはいなかったはずで……あ……どうだろう……やっぱり怠けてたのかも（弱気）


　とまあ、そんな怠け者の告白はさておき──


　二巻『奏かなでる少女の道みち行ゆきは』──クラスメイト編と細さざ音ねが勝手に位置づけている小話エピソードでしたが、いかがでしたでしょうか。


　ネイトたちのクラスの雰ふん囲い気きや学園外の風景、文明。それに加え、名めい詠えい士し以外の特殊な職である祓名民ジルシエや、一巻とはまた異ことなった風の詠うた。いずれも一巻で描ききれなかった「外の世界」であり、前作を刊行する前から描きたいなと思っていたものです。


『イヴ』の持つ雰囲気を大切に、かつ、またちょっと違った一面を目指した今作ですが、気に入って頂ければ幸いです。


　……しかしクラスメイト編と銘めい打うったはいいものの、気づけばすっかり祓名民ジルシエメインの話。エイダ編と言っても過か言ごんではない感じになっちゃいました。


　編集Ｋ様「細音さん、エイダ好きですよね」


　ずばり指し摘てきされる状況。……ち、違うんです。むしろ自分はクラウスが（ぇ？）


　というのも──一巻でもそうですが、『黄昏色の詠使い』においては各登場人物ごとに大切な場面というのが存在します。それも登場人物の数だけ、彼らが主役となる小話エピソードが丸々一冊分存在すると言っても過言ではないくらい。


　二巻では、それがエイダでした。お気づきになった方もいると思いますが、二巻でエイダを主しゆ軸じくとするための準備として、一巻ではネイトのクラスメイトはほとんど描写が無い中、エイダだけは一巻の各所に顔を出しております。


　この物語における主人公はネイト＆クルーエルですが、時としてカインツや教師を初めとする大人達に、時として傍そばにいる学友に助けられ少しずつ成長していく二人を、今後とも温かく見守って頂けると嬉しいです。


　──そして、七月に刊行される三巻の説明を少しだけ。


　かつて夜と虹が交わした旧ふるい約束。『旧約』を巡めぐる物語であった一巻。


　二巻で、少しだけその様子の片へん鱗りんが明らかになった外の世界。


　今までの物語を踏まえた上での三巻。


　本当の意味で、ようやく黄昏色の詠使いの本編という感じです。旧約から遥かな時を越えて誓ちかわれる、新しい約束。『新しん約やく篇へん』とも呼ぶべき本編が第三巻に当たります。


　三巻──「夜色の少年」の織おりなす、新しい詠と約束の物語。今までのお話で残った謎や疑問も少しずつ明あきらかに出来ればと思いますので、何なに卒とぞお付き合い頂ければ幸いです。





《短編掲載のお知らせ》


　五月に二巻。七月に三巻。この隔かく月げつ刊行の間──五月、六月、七月の三か月。


　その三か月の間、富士見書房より刊行されている「月刊ドラゴンマガジン」にて、『黄昏色の詠使い』の短編が掲載されます。


　二〇〇七年スケジュール予定。




　五月　黄昏色の詠使いII　刊行


　　　　「月刊ドラゴンマガジン　七月号」にて連載一回目＆特集


　六月　「月刊ドラゴンマガジン　八月号」にて連載二回目


　七月　黄昏色の詠使い[image: ]　刊行


　　　　「月刊ドラゴンマガジン　九月号」にて連載三回目




　──以上のような感じです。日につ程ていの詳しい事は本屋さん等でお確たしかめ頂くか、細音のホームページ＆ブログでもご紹介しますので、ご参考にして頂ければと思います。


　三か月連載ということで、全三回の短編。


　内容はもちろんのこと、その発表順も頭を抱かかえに抱えつつ、現在取り組んでいる最さい中ちゆうです。時々「……もうだめだ、今回こそは間に合わない」とか言いそうになるくらい頑張ってます（実際、夜よな夜な独ひとりで呟つぶやいてたりするのは秘密）。


　ちなみに連載一回目については、二巻と三巻の間の時間上の小話エピソード。加えて特集の頁ページも設もうけて頂けるようなので、是ぜ非ひとも御覧頂きたいなぁと。


　第二回、第三回については……内容に関しては秘密ですが、今まで出てきた人物たちはほぼ全員、どこかの回で登場する予定です。本編では描けなかった小話エピソード、こちらも、本編同様お付き合い頂ければ幸いです。


　※加えて「ドラゴンマガジン」の読者アンケートハガキにて「黄昏色の詠使いが面白かった」と書いて送って頂けると、個人的に凄すごくありがたかったりします！（キッパリ）。





　──とまあ、宣せん伝でんはここまで──


《一巻を書き終えてから、今まで》


　冒ぼう頭とうにも述のべましたが、沢山の方からお手紙やメール等でご感想を頂きまして、本当にありがとうございます。一つ一つのご感想、大切にしています。毎週一回は読み返してるくらいです。一巻においてはかなりの数の人物たちが登場しましたが、気に入ってもらえた人物たちも千せん差さ万ばん別べつで、多くの人物を気に入って頂けて本当に嬉しい限りです。人気に関しては多くの人物に混じって夜色飛びトカゲ票ひようが目立ち、当人（当トカゲ）も大変喜んでいたようです。（下手するとベスト三に入るくらいの勢いでした）


　……トカゲに表彰台を取られたままでいいのか、数多あまたの人間たちよ。


　……そして、そんなのでいいのかな、この物語。





《最後に》


　二巻が刊行されるにあたり、本当に多くの方のお力に頼たよりつつ、ここまでやってこれました。まずは、二巻の原稿を何度も何度も丁てい寧ねいに確認し、作品を磨いてくださった担当編集Ｋさま。一巻同様、素敵なイラストを描いてくださった竹岡美穂さま。


　お二方とも、お忙しいスケジュールの中本当にありがとうございます。


　風邪を引いて一週間寝込んだ時、様々なサポートをしてもらった家族。


　そして何より、一巻に引き続き二巻を手にしてくださった全ての方々。


　本当にありがとうございます。これから一いつ層そう頑張っていきますので、何なに卒とぞお付き合い頂ければと願っております。


　※　追伸　メールやお手紙を下さった方へ。


　メールでもお手紙でも、今のところ何とか三か月以内にはお返事を出すよう心がけています。もし三か月経たってもお返事が返ってこないという場合、左記のホームページ上のブログに催さい促そくのコメントなりメールなり頂ければ慌ててお返事しますので、よろしくお願いいたします。





　それでは。短編、そして三巻にてお会いできることを願いつつ──


　この度は第二巻を手にとって頂き、本当にありがとうございました。





　三月　某日　　志方あきこ『蒼碧の森』を聴きながら──細音　啓


　　HP　『細やかな音の部屋』　http://members2.jcom.home.ne.jp/0445901901/
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黄昏色の詠使い[image: ]


奏かなでる少しよう女じよの道みち行ゆきは








細音さざね　啓けい
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